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総 務 建 設 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  平成３０年１０月１６日（火）午前９時５７分 開会 

  平成２８年１１月１５日  （午後４時４５分 散会   

１．場所 

  ３０１会議室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 渡辺慎吾   副委員長 村上英明   委  員 野口 博 

  委  員 南野直司   委  員 三好義治   委  員 香川良平 

  委  員 松本暁彦 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山一正  副市長 奥村良夫 

市長公室長 山本和憲  総務部長 井口久和   

同部次長 橋本英樹  同部参事兼総務課長 松方和彦 

同部参事兼固定資産税課長 中西利之  防災管財課長 川西浩司 

財政課長 谷内田修  情報政策課長 槙納 縁  市民税課長 船寺順治 

納税課長 早川 茂  工事検査室長 松波利彦 

建設部長 土井正治  同部参事兼都市計画課長 西川 聡 

同課参事 門田 晃  水みどり課長 竹下博和  建築課長 寺田満夫 

道路管理課長 井上斉之  道路交通課長 永田 享 

選挙管理委員会・監査委員・公平・固定資産評価審査委員会事務局長 豊田拓夫 

消防長 明原 修  消防本部次長兼消防署長 橋本雅昭 

消防本部参事兼総務課長 松田俊也  予防課長 納家浩二 

警備課長 木下正雄  同課参事 日野啓二 

警防第１課長 幸田英基  同課参事 大坪孝志 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局長 藤井智哉 同局次長代理 田村信也 同局総括主査 香山叔彦 

 

１．審査案件 

  認定第１号 平成２９年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分 

認定第５号 平成２９年度摂津市財産区財産特別会計歳入歳出決算認定の件
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（午前９時５７分 開会） 

○渡辺慎吾委員長 ただいまから、総務建

設常任委員会を開会します。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 スポーツ・文化の秋、何かと行事の多い

中、本日は総務建設常任委員会をお持ちい

ただきまして、大変ありがとうございます。 

 このたび、議会の役員の改選がございま

した。正副委員長初め各委員の皆さんには、

１年間また何かとお世話をかけますが、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 本日は平成２９年度の当委員会所管分

についての決算の審査をお願いするわけ

でございますが、何とぞ慎重審査の上、ご

認定いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

 一旦、退席させていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、野口委員

を指名します。 

 審査の順序につきましては、まず最初に

認定第１号所管分の審査を行い、次に認定

第５号の審査を行うことに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渡辺慎吾委員長 異議なしと認め、その

ように決定します。 

 暫時休憩いたします。 

（午前１０時   休憩） 

（午前１０時１分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開します。 

 認定第１号所管分の審査を行います。 

 補足説明を求めます。 

 井口総務部長。 

○井口総務部長 おはようございます。 

 それでは認定第１号、平成２９年度摂津

市一般会計歳入歳出決算のうち、総務部に

係る部分につきまして、目を追って主なも

のについて補足説明をさせていただきま

す。 

 まず歳入でございますが、決算書２６ペ

ージ、款１市税、項１市民税、目１個人は、

前年度に比べ１．３％、５，６７２万７，

０１３円の増額となっております。 

 目２法人は、前年度に比べ２０．８％、

４億４，８２８万７，３６６円の増額とな

っております。 

 項２固定資産税、目１固定資産税は、前

年度に比べ２．１％、１億８，５６９万８，

０５７円の増額となっております。 

 項３軽自動車税、目１軽自動車税は、前

年度に比べ３．３％、３８５万７３９円の

増額となっております。 

 項４市たばこ税、目１市たばこ税は、前

年度に比べ５７．３％、９億７，３０６万

８，７２６円の減額となっております。 

 項５都市計画税、目１都市計画税は、前

年度に比べ１．２％、１，８９０万５，２

１２円の増額となっております。 

 款２地方譲与税、項１地方揮発油譲与税、

目１地方揮発油譲与税は、前年度に比べ０．

７％、２９万４，０００円の増額となって

おります。 

 項２自動車重量譲与税、目１自動車重量

譲与税は、前年度に比べ１．８％、１９１

万８，０００円の増額となっております。 

 次に２８ページ、款３利子割交付金、項

１利子割交付金、目１利子割交付金は、前

年度に比べ７９．３％、１，２４７万２，

０００円の増額となっております。 

 款４配当割交付金、項１配当割交付金、

目１配当割交付金は、前年度に比べ３９．

６％、２，２７２万４，０００円の増額と

なっております。 
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 款５株式等譲渡所得割交付金、項１株式

等譲渡割所得割交付金、目１株式等譲渡所

得交付金は、前年度に比べ１３９．９％、

４，７４０万５，０００円の増額となって

おります。 

 款６地方消費税交付金、項１地方消費税

交付金、目１地方消費税交付金は、前年度

に比べ１．７％、２，８６１万円の増額と

なっております。 

 款７ゴルフ場利用税交付金、項１ゴルフ

場利用税交付金、目１ゴルフ場利用税交付

金は、前年度に比べ１１．４％、１９万５

３３円の増額となっております。 

 款８自動車取得税交付金、項１自動車取

得税交付金、目１自動車取得税交付金は、

前年度に比べ２５．６％、１，５２０万９，

０００円の増額となっております。 

 款９地方特例交付金、項１地方特例交付

金、目１地方特例交付金は、前年度に比べ

１．５％、１０４万６，０００円の減額と

なっております。 

 款１０地方交付税、項１地方交付税、目

１地方交付税は、前年度に比べ８１．８％、

３億７，７５４万円の減額となっておりま

す。これは普通交付税が２億５，９１３万

７，０００円、特別交付税が１億１，８４

０万３，０００円、それぞれ減額となった

ことによるものでございます。 

 款１１交通安全対策特別交付金、項１交

通安全対策特別交付金、目１交通安全対策

特別交付金は、前年度に比べ１．０％、１

４万５，０００円の減額となっております。 

 続いて３０ページ、款１３使用料及び手

数料、項１使用料、目１総務使用料は、庁

舎施設等使用料でございます。 

 ３２ページ、目５土木使用料は、市営住

宅使用料及び市営住宅用地使用料でござ

います。 

 ３４ページ、項２手数料、目１総務手数

料は、税務諸証明手数料及び税務督促手数

料でございます。 

 ３６ページ、目４土木手数料は、公共用

地境界明示手数料及び自動車保管場所使

用承諾証明手数料でございます。 

 ３８ページ、款１４国庫支出金、項２国

庫補助金、目１総務費国庫補助金は、番号

制度システム整備補助金でございます。 

 ４０ページ、目４土木費国庫補助金は、

一津屋第１団地外壁等改修及びハザード

マップ作成のための社会資本整備総合交

付金でございます。 

 ４２ページ、項３委託金、目１総務費委

託金は、基幹統計調査委託金及び統計調査

員確保対策事業委託金でございます。 

 ４４ページ、款１５府支出金、項２府補

助金、目１総務費府補助金は、大阪府市町

村振興補助金でございます。 

 ４８ページ、項３委託金、目１総務費委

託金は、府税徴収事務委託金でございます。 

 ５０ページ、款１６財産収入、項１財産

運用収入、目１財産貸付収入は、防災管財

課の土地貸付収入でございます。 

 目２利子及び配当金は、各種基金利子収

入でございます。 

 項２財産売払収入、目２物品売払収入は、

公用車売払収入でございます。 

 款１７寄附金、項１寄附金、目１寄附金

は、一般寄附金でございます。 

 款１８繰入金、項１特別会計繰入金、目

１財産区財産特別会計繰入金は、土地貸付

収入の一部を一般会計に繰り入れたもの

でございます。 

 項２基金繰入金、目１財政調整基金繰入

金は、財政調整基金から６億５，５００万

円を取り崩し、一般会計に繰り入れたもの

でございます。 
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 ５２ページ、款１９諸収入、項１延滞金、

加算金及び過料、目１延滞金は、市税延滞

金でございます。 

 項３貸付金元利収入、目３家屋被害復旧

資金貸付金元金収入は、家屋被害復旧資金

貸付金償還金でございます。 

 項４雑入、目１滞納処分費は、公売に伴

う処分費でございます。 

 目２雑入の主なものは、市町村振興協会

交付金や、水道事業会計からの収入などで

ございます。 

 次に、６２ページ、款２０市債、項１市

債、目１総務債は、旧味舌小学校校舎解体

等事業債で、目３土木債は、一津屋第一団

地外壁等改修事業債でございます。 

 ６４ページ、目４消防債は、化学消防ポ

ンプ自動車整備事業債及びデジタル防災

行政無線システム整備事業債で、目５教育

債は小学校増築改修事業債及び小学校屋

内運動場改修事業債でございます。 

 款２１繰越金、項１繰越金、目１繰越金

は、３億４，０５９万３，４２９円で、そ

の内訳は繰越事業充当財源が６，６２１万

８，４００円、平成２８年度決算剰余金が

２億７，４３７万５，０２９円となってお

ります。 

 続いて歳出についてでございますが、７

０ページからの款２総務費、項１総務管理

費、目１一般管理費の主なものといたしま

して、節１報酬は法規事務事業に係る行政

不服審査会委員報酬でございます。 

 節８報償費は、市政功労者栄典表彰事業

に係る報酬金でございます。 

 ７２ページ、節１１需用費のうち、消耗

品費の総務課分は、印刷用紙代などでござ

います。 

 ７４ページ、節１３委託料は、市例規集

委託料など、節１４使用料及び賃借料は、

データアクセス料などをそれぞれ執行し

たものでございます。 

 ７６ページ、節２８繰出金は、児童手当

に係る水道事業会計への繰出金でござい

ます。 

 目２文書広報費の主なものは、節１２役

務費の通信運搬費でございます。 

 ７８ページ、目４財産管理費は、庁舎や

私有財産などの維持管理経費でございま

す。 

 ８２ページ、目９電子計算費は、住民情

報システム保守委託などに係る経費でご

ざいます。 

 ９０ページ、目１８財政調整基金費、９

２ページ、目１９公共施設整備基金費、目

２０減債基金費及び目２１土地開発基金

費の各基金費は、剰余金、利子等をそれぞ

れの基金に積み立てたものでございます。 

 項２徴税費は、目１税務総務費及び９４

ページ、目２賦課徴収費で、税務事務に係

る経費でございます。 

 １０２ページ、項５統計調査費は、目１

統計調査総務費及び目２基幹統計調査費

で、統計に係る一般事務経費や統計法に基

づき実施いたしました基幹統計調査に係

る経費でございます。 

 次に、１６６ページ、款７土木費、項５

住宅費、目１住宅管理費は、市営住宅管理

運営経費でございます。 

 次に、１７４ページ、款８消防費、項１

消防費、目４災害対策費は、防災対策に係

る経費でございます。 

 次に、２０８ページ、款１０公債費、項

１公債費、目１元金は、前年度に比べ７億

１，１３７万８，８９９円の減額となって

おります。 

 目２利子は、前年度に比べ５，５７９万

２５９円の減額となっております。 
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 款１２予備費、項１予備費、目１予備費

は、３７万９，４００円を充当しておりま

す。 

 その内容は、款７土木費、項２道路橋り

ょう費、目１道路橋りょう総務費で、道路

管理瑕疵による損害賠償金に３７万９，４

００円を充当しております。 

 以上、総務部の所管いたします決算内容

の補足説明とさせていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 次に、土井建設部長。 

○土井建設部長 認定第１号、平成２９年

度摂津市一般会計歳入歳出決算のうち、建

設部にかかわります項目につきまして、目

を追ってその主なものについて補足説明

をさせていただきます。 

 まず歳入でございますが、決算書の３２

ページ、款１３使用料及び手数料、項１使

用料、目４農林水産業使用料は、法定外水

路占用料でございます。 

 目５土木使用料は、道路占用料、公園占

用料、自動車・自転車駐車場使用料及び駐

車場用地使用料でございます。 

 次に３４ページ、項２手数料、目１総務

手数料は、道路管理課所管の諸証明手数料

でございます。 

 次に３６ページ、目３農林水産業手数料

は、水路敷地境界明示手数料及び水路敷地

謄本交付手数料でございます。 

 目４土木手数料のうち主なものは、道路

敷地境界等明示手数料及び開発許可等手

数料などでございます。 

 次に４０ページ、款１４国庫支出金、項

２国庫補助金、目４土木費国庫補助金は、

都市再生地籍調査委託補助金、道路舗装及

び建築物の耐震に係る社会資本整備総合

交付金でございます。 

 次に４８ページ、款１５府支出金、項２

府補助金、目６土木費府補助金は、建築物

の耐震改修、都市再生地籍調査及び権限委

譲に係る補助金などでございます。 

 項３委託金、目２土木費委託金のうち主

なものは、河川環境整備工事委託金などで

ございます。 

 次に５０ページ、款１６財産収入、項１

財産運用収入、目１財産貸付収入は、道路

交通課所管の土地貸付収入でございます。 

 次に５２ページ、款１８繰入金、項２基

金繰入金、目５緑化基金繰入金は、緑化推

進事業への緑化基金繰入金でございます。 

 次に５８ページ、款１９諸収入、項４雑

入、目２雑入のうち主なものは、建築課の

所管する建築確認申請者負担金及び６０

ページ、道路交通課の所管する放置自転車

対策協力金などでございます。 

 続きまして歳出でございますが、１４８

ページ、款５農林水産業費、項１農業費、

目４農業水路費のうち主なものは、節１９

負担金、補助及び交付金の神安土地改良区

負担金などでございます。 

 次に１５２ページ、款７土木費、項１土

木管理費、目１土木総務費のうち主なもの

は、１５４ページ、節１３委託料の土木維

持作業業務委託料及び節１６原材料費の

土木維持作業に係る補修用材料費などで

ございます。 

 目２交通対策費のうち主なものは、１５

６ページ、節１３委託料の駐車場管理委託

料、節１４使用料及び賃借料の土地借上げ

料、節１９負担金、補助及び交付金の市内

循環バス運行補助金などでございます。 

 次に、項２道路橋りょう費、目１道路橋

りょう総務費のうち主なものは、節１３の

委託料、千里丘駅前広場管理委託料などで

ございます。 

 次に１５８ページ、目２道路維持費のう

ち主なものは、節１１需用費の道路維持等
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に係る修繕料、節１３委託料の橋梁点検業

務委託料及び節１５工事請負費の道路維

持工事などでございます。 

 目３交通安全対策費のうち主なものは、

節１５工事請負費の交通安全対策工事及

び節１７公有財産購入費の土地購入費な

どでございます。 

 次に項３水路費、目１排水路費のうち主

なものは、１６０ページ、節１１需用費の

味舌ポンプ場水路系ポンプに係る修繕料、

節１３委託料のポンプ場施設等維持管理

業務委託料、節１９負担金、補助及び交付

金の番田水門内水対策負担金などでござ

います。 

 次に、項４都市計画費、目１都市計画総

務費のうち主なものは、１６２ページ、節

１３委託料のＰＣＢ廃棄物処理委託料及

び節１９負担金、補助及び交付金の耐震改

修補助金などでございます。 

 次に１６４ページ、目２街路事業費のう

ち主なものは、節１１需用費の印刷製本費

などでございます。 

 目３緑化推進費のうち主なものは、節１

６原材料費の肥料、土などの購入費でござ

います。 

 目４公園管理費のうち主なものは、節１

１需用費の公園施設の修繕料及び１６６

ページ、節１３委託料の公園管理委託料な

どでございます。 

 次に１７４ページ、款８消防費、項１消

防費、目３水防費のうち主なものは、節１

９負担金、補助及び交付金の淀川右岸水防

事務組合負担金などでございます。 

 以上、建設部の所管いたします決算内容

の補足説明とさせていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 続いて、明原消防長。 

○明原消防長 認定第１号、平成２９年度

摂津市一般会計歳入歳出決算のうち、消防

本部所管事項につきまして、目を追って主

なものについて補足説明をさせていただ

きます。 

 まず歳入でございますが、決算書３６ペ

ージ、款１３使用料及び手数料、項２手数

料、目５消防手数料は、危険物設置許可等

及び検査手数料、並びに保安三法設置許可

等及び検査手数料などでございます。 

 ４０ページ、款１４国庫支出金、項２国

庫補助金、目５消防費国庫補助金は、緊急

消防援助隊設備整備費補助金でございま

す。 

 ４８ページ、款１５府支出金、項２府補

助金、目７消防費府補助金は、大阪航空消

防運営費補助金及び権限委譲交付金など

でございます。 

 ６０ページ、款１９諸収入、項４雑入、

目２雑入は、消防団員退職報償費、近畿道

救急業務実施市町村交付金などでござい

ます。 

 次に歳出でございますが、決算書１６８

ページ、款８消防費、項１消防費、目１常

備消防費は、消防・救急・救助等常備消防

の活動に係る経費でございます。 

 主なものでは、需用費は消防車両、消防

庁舎の修繕等施設の維持管理経費等、１７

０ページ、役務費は、通信運搬費、消防活

動用高圧ボンベの法定検査手数料及び車

両の保険料等、委託料は消防庁舎設備に係

る保守管理委託及び出張所庁舎改修に係

る管理委託等、工事請負費は化学消防ポン

プ自動車ぎ装工事及び出張所庁舎改修に

係る工事費でございます。 

 １７２ページ、備品購入費は、庁用器具

費のほか化学消防ポンプ自動車購入等に

係る機械器具費、救命ボート更新及び水難

救助資機材等の購入に係る消防器具費で

ございます。 
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 負担金、補助及び交付金は、大阪航空消

防運営費負担金のほか、指令センター共同

運用等に係る負担金でございます。 

 目２非常備消防費は、消防団の運営及び

活動に係る経費でございます。 

 主なものでは、報酬は３５９名の消防団

員報酬、報償費は６名の消防団員退職報償

金等、旅費は消防団員に支給する火災及び

警戒等の出動に係る費用弁償でございま

す。 

 １７４ページ、需用費は、消防団活動に

係る装備品・被服のほか、消防団車両の維

持補修等の経費でございます。 

 備品購入費は、小型動力ポンプ１台の更

新に係る消防団器具費、負担金、補助及び

交付金は、消防分団への施設整備費補助金

のほか、消防団員等公務災害補償等共済基

金負担金等でございます。 

 以上、消防本部の所管いたします決算の

補足内容とさせていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 説明が終わり質疑に

入ります。 

 香川委員。 

○香川良平委員 おはようございます。そ

れでは質問をさせていただきます。 

 質問番号１番、決算書５１ページ、土地

貸付収入、防災管財課２，０９５万１，５

６７円の収入がございます。 

 平成２８年度は土地貸付収入が約４，３

００万円あり、平成２８年度と比べると約

２，２００万円減収となっております。減

収となった理由について教えてください。 

 続きまして、質問番号２番、同じく決算

書５１ページ、物品売払収入５７万２，７

５７円についてお伺いします。先ほど説明

いただきました公用車を売ったという話

ですが、改めて公用車の詳しい内容につい

てお伺いします。 

 続きまして、質問番号３番、同じく決算

書５１ページ、一般寄附金、総務課の１，

０３５万４，６５５円についてお伺いしま

す。一般寄附金の中身についてお聞かせく

ださい。 

 続きまして、質問番号４番、決算書５５

ページ、防災管財課の案内板広告掲載料１

２９万６，０００円についてお伺いします。

前年対比約２倍にふえております。ふえた

理由についてお聞かせください。 

 続きまして、質問番号５番、ここからは

決算概要に基づいて質問させていただき

ます。決算概要１８ページの市債発行額に

ついて、旧味舌小学校校舎解体等事業１億

６，９６０万円と小学校増築改修事業４億

４，６８０万円についてお伺いします。 

 両事業とも資金区分が銀行資金となっ

ておりますが、それぞれどちらの金融機関

から借り入れをされたのか、お聞かせくだ

さい。 

 続きまして、質問番号６番、決算概要１

１６ページ、道路交通課、千里丘三島線（東

側）道路改良事業の手数料１，４７２万７，

９６０円についてお伺いします。手数料の

中身についてお聞かせください。 

 続きまして、質問番号７番、同じく決算

概要１１６ページ、道路交通課、千里丘三

島線（東側）道路改良事業の土地購入費に

ついてお伺いします。１，４００万円の予

算が組まれていて、決算額がゼロ円となっ

ており、土地の購入ができなかったことが

わかります。予算計上されている１，４０

０万円の根拠についてお伺いします。 

 続きまして、質問番号８番、同じく決算

概要１１６ページ、道路交通課、千里丘三

島線（東側）道路改良事業の移転補償費７

２１万９，８００円についてお伺いします。

移転補償費の中身について教えてくださ
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い。 

 続きまして、質問番号９番、決算概要１

２８ページ、警備課、指令・通信事業の司

令センター共同運用等負担金２，８０１万

７１８円についてお伺いします。 

 平成２８年４月１日から、消防力の強化

を目的に吹田市、摂津市による共同の消防

指令センターの運用が始まったわけであ

りますが、平成２８年度の決算概要を見て

おりますと、指令センター共同運用等負担

金が約５００万円となっております。本年

度は前年対比２，３００万円ふえているわ

けでありますが、理由についてお聞かせく

ださい。 

 以上、九つの質問の質問をさせていただ

きます。１回目、以上です。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では質問番号１番

でございます。土地貸付収入が減額した理

由でございます。 

 これ、市が所有する普通財産の土地に対

して、インフラ企業が電信柱とか電話線等

設置されたり、また一時使用のコインパー

キングに我々、土地を貸している分が主な

収入で、大体毎年２，０００万円前後で推

移をしておりました。 

 ただし平成２８年度に限りましては、臨

時に千里丘新町で本市が所有いたします

土地、具体的には健都イノベーションパー

クの一部なんですけれども、その土地の地

下に大阪府が下水道管を埋設されておら

れました。 

 それでこの土地を摂津市が活用するに

当たりまして、下水道管の上には建物を建

てることができないということで、大阪府

のほうが地上権を設定されまして、その地

上権の対価として、大阪府からの約２，３

００万円の支払いが平成２８年度だけご

ざいました。 

 ですので、この平成２８年度は約２，３

００万円多かったというところで、平成２

９年度になりましてその分、一過性のもの

ですので、収入はもとの２，０００万円台

に戻ってしまいました。 

 続いて、質問番号２番でございます。物

品売払収入なんですけれども、これ中身は

公用車３台、経年劣化で廃車することにな

りまして、この廃車する３台を売却したそ

の売却益でございます。 

 全てインターネットオークションで売

却いたしまして、車種といたしましてはト

ヨタクラウン、トヨタハイエース、日産ウ

イングロード、この３台をインターネット

競売で売却した利益でございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松方部参事。 

○松方総務部参事 それでは質問番号３

番の、一般寄附金の中身についてご説明申

し上げます。 

 中身につきましては、ふるさと納税の寄

附金が３４５万円、駐車場の使用に対する

寄附金が３６２万円、その他寄附金としま

して３２８万４，６５５円でございます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では質問番号４番

でございます。 

 決算書５５ページの雑入、案内板広告掲

載料でございますが、これは庁舎の１階、

正面玄関を入ったところに設置しており

ます広告つきの案内板の広告収入でござ

います。 

 これは、看板の設置場所、つまり市役所

の庁舎、玄関付近の広告利用価値に対する

対価といたしまして、市のほうが広告料を

頂戴しているものでございます。 
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 この増減理由なんですけれども、平成２

８年度は玄関付近に案内板、一つでござい

ました。それが平成２９年度以降、今もな

んですけれども、２台にふえていますので、

この収入も約２倍に増加したものでござ

います。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは質問番号５

番、決算概要１８ページの市債発行につい

てお答えいたします。 

 まず旧味舌小学校校舎解体等事業１億

６，９６０万円につきましては、全額近畿

労働金庫からお借りしております。 

 もう一つの銀行資金の小学校増築改修

事業、この４億４，６８０万円につきまし

ては、このうち二等分いたしまして２億２，

３４０万円ずつを指定金融機関を担って

いただいておりますりそな銀行、それから

近畿大阪銀行からお借りしております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは道路交通

課に関する６番目、７番目、８番目の質問

に対してお答えさせていただきます。 

 まず千里丘三島線（東側）道路改良事業

につきましては、現場のほうがＪＲ千里丘

駅の南側にあり千里丘駅南交差点から南

側に下っていきまして、三島幼稚園、そこ

までの間の東側を事業として進めていま

す。 

 手数料の中身につきましては、まず１件

の土地の鑑定手数料、それとその上に建っ

ています建物、これの建物移転補償の調査

費用、この内容になっておりまして、平成

２８年度から事業は始めておるんですけ

れども、平成２８年度のときに１件土地と

建物の算定をしていまして、平成２９年度

につきましてはその物件の再算定、それと

もう１棟、一番北側にある弁当屋のあると

ころ、そこについての建物の鑑定及び借家

人の営業補償、そういったものの算定を調

査しています。 

 それとあわせて、土地の鑑定のほうをさ

せていただいております。合わせた金額が、

決算概要に載っている金額となっていま

す。 

 それから土地の購入について、当初１，

４００万円の予算が執行ゼロとなったこ

とについてでございますけれども、平成２

８年度事業を開始して先ほどの建物・土地

の評価をしまして、所有者とは交渉してお

りましたが、順調に交渉は進めておったん

ですけれども、その中で平成２９年度の当

初予算を組ませていただいて、それをもっ

て平成２９年度は引き続き交渉はしてお

りましたが、先方からの将来の土地の利用

についての不安等もあったりいろいろご

ざいまして、結局交渉が決裂したというよ

うな状態であります。 

 まずやはり相手がいる話ですので、予算

については年度ぎりぎりまで交渉して、何

とか契約に結びつけたかったんですけれ

ども、残念ながら平成２９年度については

それが成立しなかったということで、執行

ができなかったということでゼロとなっ

ています。 

 根拠につきましては、土地鑑定士の鑑定

評価に基づいて、土地の面積を掛けた分が

その金額となっております。 

 続きまして８番目の移転補償の中身に

ついてでございますが、今、説明をさせて

いただいた土地・建物の所有者の方と交渉

は進めておったんですが、その建物内に入

っておられました借家人と市のほうが並

行して交渉を進めていまして、借家人とは
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契約のほうが順調に進んだところでござ

いまして、平成２９年度に明け渡しに関す

る契約のほうを結びましたので、その補償

金を支払ったというような内容になって

おります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 日野参事。 

○日野警備課参事 質問番号９番、決算概

要１２８ページ、消防指令センターに係る

指令共同運用等負担金についてご答弁申

し上げます。 

 消防指令センター共同運用に係る負担

金につきましては、吹田市・摂津市消防指

令事務協議会経費支弁に関する規程に基

づき、吹田市へ負担金として支払っておる

ものでございまして、平成２８年度は指令

システム機器等メーカーの瑕疵担保期間

であり、保守業務委託料は発生しませんで

したので、摂津市から吹田市へ派遣されて

おります職員６名の電信料、光熱費及び吹

田市消防本部の庁舎管理使用料に係る運

営経費が主なものでございました。 

 平成２９年度からは瑕疵担保期間が終

了し、消防指令システム及び消防救急デジ

タル無線システムの保守業務委託料が発

生したため、吹田市への負担金が増額した

ものでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ご答弁ありがとうござ

います。 

 そうしましたら、まず質問番号１番、千

里丘新町の一時貸し付けの収入がなくな

ったという答弁をいただきました。千里丘

新町のどこの部分の土地か教えてもらい

たいんですが、それで現在、その場所はど

うなっているかというのを再度ご答弁い

ただけますか。 

 続きまして、質問番号２番、公用車売却

収入の中身についてご答弁いただきまし

た。クラウンとハイエースともう１台、ち

ょっと覚えていませんが、ハイエースに関

してはもうちょっと高い値段で売れるの

かなという感覚でおるんですが、何キロ走

っていたとか、何年式だったとか、わかる

ようでしたら教えていただきたいんです

が。よろしくお願いします。 

 続きまして、質問番号３番、ふるさと納

税の収入が３４５万円あるとお聞きいた

しました。ふるさと納税に関してだけ再度

質問させていただきます。 

 ３４５万円の収入がありましたが、摂津

市民が他市にふるさと納税をした金額が

とても知りたいんですが、平成２９年度で

くくってもらっても結構ですし、平成２９

年１月１日から１２月３１日でくくって

いただいても結構です。どちらか教えてい

ただけますか。 

 続きまして、質問番号４番、防災管財課

の案内板広告掲載料について、ふえた理由

をご答弁いただきました。案内板がもう一

つふえたということですが、新たに機械を

購入したということでよろしいですかね。 

 購入したのであれば、本体代に幾らかか

ったのか等の詳しいことが知りたいんで

すが、再度ご答弁いただけますか。 

 続きまして、質問番号５番、借り入れの

金融機関についてはわかりました。両事業

の市債発行について確認いたしますと、借

入日は両事業ともに平成３０年５月３１

日、償還方法についても半年賦元金均等と

同じ条件となっております。 

 償還期限については、旧味舌小学校校舎

解体等事業は１０年償還で元金据え置き

が２年間、小学校増築改修事業は１０年償

還で元金据え置きが３年間となっており、
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若干の違いはあるものの、借入条件として

は大きな相違ではないと思われます。 

 ほぼ同じ条件で借り入れされているん

ですが、旧味舌小学校校舎解体等事業の利

率は０．２３０％、小学校増築改修事業の

利率は１．１８０％と若干の差がございま

す。この利率の差が生じている理由につい

て、お聞かせください。 

 続きまして、質問番号６番、千里丘三島

線（東側）道路改良事業の手数料について

のご答弁をいただきました。答弁いただい

てもちょっと内容は全部把握し切れてい

ないんですが、この手数料、平成２８年度

は４６０万円かかっていまして、平成２９

年度が１，４７２万円、平成３０年度予算

でも手数料が１，０００万円ほど予算計上

されているわけですが、この手数料という

のは今後も、事業完了までずっと続いてい

くものなのかというのをちょっとお聞か

せいただけますか。 

 続きまして、質問番号７番、土地購入費

の予算計上されている１，４００万円の根

拠について、ご答弁をいただきました。 

 根拠については、鑑定士が出した値段が

根拠というご答弁でしたが、交渉がまだま

とまっていないということですが、ちなみ

に平成３０年度の予算では１，４４９万６，

０００円という予算計上をされているん

ですが、これについても１，４００万円で

契約が巻けなかったからちょっと上げた

のかなというイメージなんですが、この落

としどころというのはどの辺なのかなと

いう、ちょっと答えにくいかもしれないで

すけれども、その辺をちょっとご答弁いた

だけますか。 

 続きまして、質問番号８番、移転補償費

についてのご答弁をいただきました。こち

らについてもちょっと、余り理解ができな

いんですが、平成２９年度の予算計上で５，

５５０万円予算を組んでいて７２０万円

の執行があるという中で、平成３０年度の

予算ではまた新たに５，９００万円予算計

上しているということで、平成２９年度に

７２０万円使って翌年度予算も５，９００

万円使うとなると、計６，６００万円の移

転補償費を使うわけなんですが、これはこ

の金額で本当におさまるのか、もっともっ

とかかるのか、これから移転補償費につい

てどのような感じで推移していくのかと

いう考え方の部分でいいので、ちょっとお

答えいただけますか。 

 続きまして、質問番号９番、指令センタ

ーの共同運用等負担金についてのご答弁

をいただきました。理解はいたしました。 

 今までそれぞれの市で行ってきた指令

業務を一つにするこの共同指令センター

の運用を開始してから、約２年半たったと

思われます。２年半やってみてよかった点

の話なんかを聞かせていただきたいです。 

 ２回目、以上です。 

○渡辺慎吾委員長 ちょっと交渉事につ

いては答えにくいところもありますけれ

ども、答えられる範囲で答えてください。 

 川西課長。 

○川西防災管財課長 それでは質問番号

１の２回目でございます。 

 まず千里丘新町の地上権設定というと

ころなんですけれども、まず地上権という

のはずっと続く権利でございますので、１

年限りで権利がなくなったというわけで

はございませんで、その土地の地下に対し

て大阪府が下水道管を埋めている。したが

ってその土地の上は、例えば下水道管があ

るところは重い建物が建てられない、ビル

が建てにくい、建てられないということな

ので、そこを大阪府が我々の摂津市の土地
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のところに地上権を設定されまして、例え

ば転売して所有権が変わった後でもその

ところは物が建てられないというふうに

するために、地上権を設定されたというこ

とでございます。収入は地上権を設定した

平成２８年度の１回きりですけれども、大

阪府が持たれている権利というのは大阪

府がその権利を取り下げない限りはずっ

と続くというふうにご理解ください。 

 それで具体的な場所なんですけれども、

千里丘新町の健都イノベーションパーク

のかなりＪＲ千里丘駅に近いところでご

ざいます。 

 そして今どうなっているのかというと

ころなんですけれども、今、政策推進課、

産業振興課等は、健都イノベーションパー

クの企業誘致を働きかけている段階でご

ざいまして、まだ具体的にどこの業者がと

いう段階には至っていないと聞いており

ます。 

 続きまして、質問番号２でございます。

公用車の物品売り払いなんですけれども、

その中で特にハイエースでございますが、

売却価格はリサイクル料とか消費税込み

込みで２４万円ぐらいで売れております。

ちょっと走行距離のところは、今、資料の

ない状態でございます。年式は、ハイエー

ス平成６年式でございます。よろしくお願

いします。 

○渡辺慎吾委員長 船寺課長。 

○船寺市民税課長 質問番号３番、寄附金

に関しまして、ふるさと納税についてお答

えさせていただきます。 

 平成２９年の１月から１２月の間に、市

民の方が他団体にふるさと納税された人

数につきましては２，１６０人で、寄附総

額につきましては約１億７，３６０万円で

ございました。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では質問番号４番

でございます。 

 正面玄関に設置しております広告収入

なんですけれども、これは市が機械を買う

のではなくて、業者が全て入っていまして、

その広告を主としている業者がそこに機

械を設置されて、独自に広告主を集められ

て、広告を掲載されています。 

 市といたしましては、玄関付近の広告を

お貸ししているというところに対する対

価を頂戴しておるものでございます。 

 ですので、我々が機械を買ったわけでは

なくて、業者が設置する機械を２台にふや

した、我々はそれを認めて、玄関付近の広

告価値に対する対価として、広告収入を頂

戴した結果でございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは質問番号５

番の市債の借り入れの利率差が生じてい

る要因についてお答えいたします。 

 今回のこの借り入れにつきましては、そ

れぞれ０．２３％と１．１８％と利率差が

生じておりますけれども、これにつきまし

ては、借り入れの利率の決定方法の違いに

よるものとなっております。 

 旧味舌小学校校舎解体等事業につきま

しては、競争入札によって借り入れ先、そ

れから借り入れの利率を決定させていた

だいておりますけれども、小学校増築改修

事業、こちらのほうの借り入れにつきまし

ては、指定金融機関から借り入れを実施し

ておりまして、利率につきましては相対交

渉、実際に金融機関との交渉によって、利

率を決定させていただいております。 

 競争入札につきましては、金融機関８者

に参加を要請いたしております。この８者



- 13 - 

 

の選定につきましては、市内の支店を有す

る金融機関、それから過去の実績、入札の

実績等を踏まえて、選定をいたしまして、

入札につきましては借入額、それから償還

の期間、それから償還の方法、これらにつ

いて同一の条件のもと、最も低い利率で応

札いただいたところを借り入れ先とする

という形で、５月２３日に入札を実施して

おります。 

 参加要請させていただきました８者の

うち５者に応札いただきまして、その結果、

最も低い０．２３０％の金利を提示いただ

いた近畿労働金庫から借り入れを決定さ

せていただいております。 

 その他の金融機関では、０．２５％から、

最も高い金融機関では０．６３％の提示を

いただいております。今回この競争入札、

複数の金融機関によって入札を実施した

ことによって、競争性が働き、低金利で借

り入れが実行できたという形になってお

ります。 

 一方の、指定金融機関からの借り入れに

つきましては、ペイオフ対策、それから指

定金融機関の業務に係る経費等、これらを

勘案いたしまして、毎年銀行引き受け資金

の一定割合について、指定金融機関から借

り入れを実行させていただいております。 

 今回の借り入れにつきましても、指定金

融機関と交渉いたしておりますけれども、

借入日の大体３週間前ぐらいから、借り入

れの金額それから償還期間等の条件提示

を行いまして、先方から一旦利率の提示を

受けております。 

 その利率をもとに交渉を重ねて、最終的

に利率を決定させていただいております

が、今回、当初に銀行のほうから提示を受

けた利率が１．２５％を超えるような利率

の提示を受けておりました。 

 その後、交渉を重ねていったんですけれ

ども、我々といたしましてもなるべく低利

でお借りすることが重要ということで、市

場金利の動向、これを踏まえて交渉を重ね

たところでございます。 

 銀行の貸出金利の目安としては、東京ス

ワップレファレンスレート、いわゆるＴＳ

Ｒとか、東京銀行間取引金利とか、そうい

った指標、市場金利動向を踏まえまして、

利率の引き下げの交渉を行った結果、今回

１．１８％の利率で決定させていただいた

ところでございます。 

 借入利率につきましては、借り入れの実

行日の市場金利の動向、それから委員がご

指摘のとおり、償還期間や償還の方法に応

じて、利率の高低差が生じてまいりますけ

れども、今回ほぼ同一の条件であります２

事業につきましては、一つは競争入札、一

つは相対交渉と、それぞれの方法によって

利率を決定させていただいています関係

で、今回利率の差が生じております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、香川委員

の２回目の質問にお答えさせていただき

ます。 

 ６番目、７番目、８番目、関連事業で関

連する質問内容になっておりますので、一

括してお答えさせていただきます。 

 まず事業の中の移転補償に係る建物の

件数でございますけれども、建物と外構の

みを合わせた件数が１４件となっており

ます。土地につきましては１２筆の内容に

なっておりまして、それにつきまして順次

確保していく内容になっております。 

 それで手数料につきましても、各地上物

権である建物の算定と、それと中にテナン

トがもし入っておられましたら、テナント
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への営業補償、そういったものを鑑定する

建物等の算定業務というのが発生してき

ます。それと土地にかかわる鑑定というの

が発生してきます。 

 それについて、順次計画を立てて進め、

用地の交渉をしていっておりますので、手

数料について事業の完了までは続く見込

みでございます。 

 ただ、建物の構造だとか、テナントの入

居数などによりまして、金額のほうは建物

の移転補償コンサルのほうに発注をかけ

て算定していきますので、そのあたりの金

額についてはそれぞれ内容は変わってこ

ようかとは思いますけれども、手数料とし

ての項目としては、事業完成までは上がっ

てくるのではなかろうかなと思っており

ます。 

 それから、平成３０年度は１，４４９万

６，０００円で増額されたという内容でご

ざいますが、これも先ほど申し上げました、

一旦決裂した土地所有者のほうから、年度

後半に再度交渉の場を持てるようになり

まして、土地の鑑定評価、鑑定士に評価依

頼をするんですけれども、１年以上経過し

ているというところで、国が出している公

示価格も変更がございましたので、再鑑定

をして上げた金額がこの金額になってお

ります。 

 ただ、これは当初予算ですので、決算で

はございませんので、中身については平成

３０年度の決算概要に上がってこようか

と思います。 

 それから、８番目の移転補償の内容につ

きましてですが、これも国の基準である補

償算定基準に基づいて、コンサルのほうに

委託発注をかけまして、それに基づいて金

額のほうは算定していきますが、国の基準

のほうが大幅にちょっと変わったような

点がございまして、見直しをかけた結果こ

ういう金額が上がってきたという内容に

なっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 日野参事。 

○日野警備課参事 それでは、質問番号９

番、指令共同運用を開始してからのよかっ

た点について、ご答弁いたします。 

 消防指令センターを吹田市と共同で整

備することにより、高機能消防指令システ

ムを導入しており、１１９番通報を受理し

てから指令をかけるまでの時間が、大幅に

短縮されております。 

 摂津市が単独で指令センターを運用し

ていたときは指令員２名のみで対応して

おりましたが、吹田市と共同で指令センタ

ーを運用してからは、大規模災害発生時等

においては、１０名以上の万全の体制で指

令・通信業務を行っております。 

 また、今回の地震災害や台風による被害

発生時の災害出動に関しましては、多数の

１１９番通報をその緊急度、重要度に応じ

て消防指令センターでコールトリアージ

し、各隊、各車両を出動させ、それぞれの

事案に対応させ、災害を対処したものでご

ざいます。 

 消防本部といたしましては、今後も発生

の可能性があるあらゆる災害に対し、指令

センターの機能をフル活動いたしまして、

さらなるスキルアップを図りながら、全力

で取り組んでいく次第でございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ご答弁ありがとうござ

います。 

 それでは、再質問させていただきます。 

 質問番号１番、千里丘新町の土地の部分

についてのご答弁をいただきました。こち
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らに関してはもう理解しました。ありがと

うございます。 

 同じく質問番号２番、ハイエースの年式

だとか値段についてもご答弁いただきま

したので、こちらについても理解しました。

ありがとうございます。 

 続きまして質問版後３番、ふるさと納税

の金額についてご答弁いただきました。ち

ょっと聞き取りにくかったんですけど１

億７，３６０万円ということで理解しまし

た。 

 ３４５万円の寄附金をいただいて、出て

いったお金が１億７，３６０万円、差し引

きすると約１億７，０００万円マイナスか

なと感じます。 

 ふるさと納税で約１億７，０００万円、

本市から他市に出ていったわけでありま

すが、本市における税金の影響額について

お聞かせいただけますか。 

 続きまして質問番号４番、案内板につい

てのご答弁をいただきました。こちらに関

しても理解しました。ありがとうございま

す。 

 続きまして質問番号５番、利率の差が生

じている要因についてのご答弁をいただ

きました。ありがとうございます。利率の

差が生じている点については理解いたし

ました。指定金融機関との関係についても

理解いたしましたが、やっぱり利息の支払

いも市民の方々からの税金が原資となっ

ております。ですから、利率決定に当たっ

ては、指定金融機関との関係性も十分配慮

していただいて結構なんですが、１．１

８％と０．２３％、半年賦元金均等の金利

の計算を私はようできないんですけど、普

通の月賦の元金均等で計算してみたら、据

置期間の分は入れてなくても両方の支払

いが終わったら、約２，１００万円の金利

の差が出てくるんです。やっぱり、金利が

低いにこしたことはないと思いますんで、

今後、指定金融機関から借り入れをする場

合、今回も交渉していただいたというご答

弁をいただきましたが、もっと踏み込んだ

交渉を十分していただいて、よりいい条件

で借り入れしていただくことを、これは要

望しておきます。 

 続きまして質問番号６番、手数料につい

ての再度のご答弁をいただきました。この

６番、７番、８番一括であと１点だけ聞き

たいんですけど、工事の完了予定日ってい

うのはいつぐらいをめどにしているのか、

その点だけもう一回質問させていただき

ます。 

 続きまして質問番号９番、これについて

も理解いたしました。引き続き、よろしく

お願いします。 

 ですので、以上。 

○渡辺慎吾委員長 船寺課長。 

○船寺市民税課長 ふるさと納税に関し

まして、市税の影響額についてお答えさせ

ていただきます。 

 平成２９年分の寄附に関しましては、翌

３０年度の市民税で寄附金控除させてい

ただきます。その額につきましては、１億

７，３６０万円に対しまして約８，０７０

万円の影響が出ております。これは減収と

いうことになります。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、３回目の

ご質問にお答えさせていただきます。 

 千里丘三島線（東側）道路改良事業につ

きましては、予定では平成３５年度を目標

にして工事完了を目指して今取り組んで

おります。ただ、任意交渉ということもあ

りまして、相手のご協力がなければ事業が

はかどらない、達成しないというところも
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ありますので、事業担当課としましてはそ

れを目標に頑張っていきたいと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ご答弁ありがとうござ

います。 

 ８，０７０万円の影響が出てるというご

答弁をいただきました。ふるさと納税の収

入と差し引いても８，０００万円ぐらいの

減収になっている現状かなと思われます。 

 以前にも、私が一般質問等でも意見させ

ていただいておりますが、出ていく分って

いう部分に関してはとめられないわけで

あります。市民に、他市にふるさと納税せ

んといてとかは言えませんし、やっぱり他

市から摂津市に寄附してもらえるように

努力していくべきかなと思います。収入を

ふやすしかないわけだと思うんですが、こ

のふるさと納税の現状についてどうお考

えかお聞かせいただきたいんですけど、副

市長いいですかね、よろしくお願いします。 

 千里丘三島線（東側）道路改良事業につ

いてのご答弁をいただきました。完了予定、

目標どおりにできるように引き続きよろ

しくお願いします。 

 １点だけよろしくお願いします。 

○渡辺慎吾委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 それでは、ふるさと納税に

つきまして私のほうから答弁させていた

だきたいと思います。 

 まず、ふるさと納税の発足の背景という

のをちょっと紹介させていただきたいと

思います。 

 地方で育ち、そこで義務教育を初めさま

ざまな公共サービスを受けた人が、ほとん

どが都会に出て社会人になります。社会人

であれば当然住民税を払う、支払い能力が

生じてまいります。しかしながら、ふるさ

とでそれぞれ義務教育を初め、いろんなサ

ービスを受けたところに税が還元できな

いかというような発想がふるさと納税の

発足でございます。 

 これは平成２０年度に制度ができまし

た。平成２０年度当初には全国ベースです

けども５万件、８１億４，０００万円とい

うことになっておりましたが、最近の数値

では２，０００億円近くに上っております。 

 これは何かといいますと、やはり返礼品、

これに魅力を感じてそれぞれ寄附をされ

ていることが多いと聞いております。 

 それぞれそういう過当競争になってお

りまして、返礼品の競争でそれぞれ過熱を

しておりますが、総務省のほうも平成２９

年４月に総務大臣通知を発しております。

いわゆる寄附額に対して返礼割合の高い

返礼品、これは３割以下になるように、そ

れから金銭類似性の高いもの、資産性の高

いもの、あるいは価格が高価なもの、これ

については送付しないようにというよう

な要請を平成２９年４月に発しておりま

す。なかなかこれでもおさまらないで、平

成３０年４月に再度、総務大臣通知が出さ

れております。それは、返礼品は３割を超

えるもの、それから地場産品以外の送付に

ついては遠慮してほしいということで、再

度の通知がなされております。 

 過去のデータを見てみますと、平成２９

年４月の総務大臣通知の前で行きますと

３割を超える返礼品を出している団体が

１，１５６団体ございました。それから、

平成２９年４月の通知でかなり団体が減

って８４１団体、それから平成３０年４月

の通知によって、平成３０年９月１日現在

では２４６団体となっておりますが、まだ

まだ３割を超える返礼品を出している団
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体は後を絶たないということになってお

ります。 

 それで、団体名はちょっと控えさせてい

ただきますが、大阪府では４市２町が３割

を超えている団体がございます。それから、

先ほど総務大臣の地場産品以外というこ

とで通知があるんですけども、まだ中には

航空券に引きかえが可能なポイントとか、

あるいはビールとか、あるいはカナダ産の

豚肉とか国産イクラということで、全然地

場産業に関係のない産品を出されている

事例もございます。 

 ただこの場合ですけれども、本当にふる

さと納税の原点に立ったときに、そういう

返礼品で過当競争することが本来いいの

かどうか、非常に疑問のあるところでござ

います。 

 それで、決してふるさと納税は悪いとは

思っておりませんが、そういう返礼品の過

当競争、これはやはり我々公務員等、公共

団体の立場でいたしますと、それはちょっ

と違うんではないかなと思っております。 

 先ほど、市民税課長のほうからありまし

たように８，０７０万円の減収となってお

りますが、これも一つ仕組みがございまし

て、市民税が８，０７０万円減ということ

になりますと交付税で７５％、それは補填

されるということになります。 

 交付団体であれば、交付税で７５％分は

返ってくるというような仕組みになって

おります。ただ、これがどんどん金額が大

きくなりますと、交付税原資そのものが、

ふるさと納税に食われてしまうというよ

うな悪循環が出てまいります。 

 本市におきましては、当面は返礼品の導

入については考えておりません。今の状態

でふるさと納税は可能でございますので、

魅力ある摂津市のいわゆる施策、これにつ

いて応援をしていただきたいと思ってお

ります。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにございません

か。 

 松本委員。 

○松本暁彦委員 おはようございます。 

 それでは、引き続きまして質問をさせて

いただきます。 

 まず質問番号１番目、千里丘駅前広場管

理事業について、決算概要１１４ページ。

この委託料の詳細についてお聞かせくだ

さい。 

 続きまして２番目、放置自転車等対策指

導委託料について、決算概要１１２ページ。

この委託料の詳細についてお聞かせくだ

さい。 

 質問番号３番目、施設管理事業について、

決算概要１１４ページ。この事業の詳細に

ついてお聞かせください。 

 質問番号４番目、道路反射鏡設置事業に

ついて、決算概要１１４ページ。この事業

の詳細についてお聞かせください。 

 続きまして質問番号５番目、千里丘三島

線（東側）道路改良事業、決算概要１１６

ページですが、これは香川委員と同じ内容

ということで、これについて今要望をさせ

ていただきます。 

 やはり、大阪北部地震もありましたが、

千里丘三島線一帯の道路整備というのは

阪急京都線連続立体交差事業も含め、本市

にとって非常に重要な事業であると考え

ます。平成３５年度を目標とされておりま

す。 

 引き続きしっかりと事業を進めていた

だき、できる限り早期にその目標を達成い

ただくよう要望いたします。 

 続きまして質問番号６番目、交通バリア

フリー整備事業、決算概要１１８ページ。
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この整備事業について、詳細をお聞かせく

ださい。 

 続きまして７番目、決算概要１２２ペー

ジ。この中の花いっぱい活動助成事業の詳

細についてお聞かせください。 

 続きまして８番目、公園維持管理につい

て、決算概要１２２ページ。この中で公園

遊具補修事業の内容について詳細をお聞

かせください。 

 続きまして９番目、震災対策推進事業に

ついて、決算概要１２０ページ。この事業

の中での、耐震改修補助金の詳細について

お聞かせください。 

 続きまして１０番目、消防本部車両・資

機材整備事業、決算概要１２８ページ。こ

の中で消防ポンプ自動車ぎ装工事につい

て、どのようなものかお聞かせください。 

 続きまして１１番目、消防活動事業につ

いて、事務報告書４１６ページ。この事務

報告書の４１６ページ以降の平成２９年

度の消防活動実績についてですが、いろい

ろと活動されたと書いております。これに

ついて、要点を絞って総括的にお聞かせく

ださい。 

 続きまして１２番目、消防団活動、決算

概要１２８ページ。今年度の消防団の活動

実績の詳細についてお聞かせください。 

 続きまして質問番号１３番目、財政につ

いてということで、決算概要３ページのと

ころで、財政の全体の内容につきましては、

私は今回の特色としまして歳入はたばこ

税と普通交付税の減少と財政調整基金か

らの取り崩し、また歳出では扶助費が昨年

よりも３億円も増加していることと認識

しております。 

 財政課として、平成２９年度の歳入歳出

について総括的にどのようにお考えかお

聞かせください。 

 続きまして１４番目、ふるさと納税につ

いてというところで、決算書５０ページと

いうところで、これについては香川委員か

らの質問もありました。 

 ここについてですけれども、ふるさと納

税の現況について、私は憂慮すべきものと

考えております。特に金額はさることなが

ら、ふるさと納税の件数自体が平成２７年

度は１７件、平成２８年度は１２件、平成

２９年度は１７件と、総務省資料によりま

すと平成２８年度と平成２９年度におい

て、大阪府４３市町村中４３位と最低件数

であります。金額を別にしても、余りにも

件数そのものが少ないと思います。 

 本市には多くの魅力があることを鑑み

れば、現状のふるさと納税がその魅力とつ

ながっていないと考えられます。つまり、

現状の政策が確保すべき市政に対してマ

イナスであるだけでなく、市の魅力とつな

がっていないため、善意の対象とすらなり

得ていないのが現状ではないでしょうか。 

 先ほどの副市長の答弁につきましては、

一つ私が気になったのは、摂津市民に対す

る言葉が一つもなかったというところで

す。私たちは、摂津市民に対して責任を負

うものでありまして、総務省などではござ

いません。そういう中でややもすれば、そ

の組織内論理を優先しているのかと、ちょ

っと危惧をするところであります。 

 やはり、これについては対策を講じなけ

ればなりません。しっかりと本市の魅力を

ふるさと納税につなげ、より多くの善意を

受け取る対象となり、またその寄附で市民

サービスが向上することが求められます。 

 私は、何も返礼品にこだわる必要はない

と思います。例えば子育て支援に活用する

など、そういったところで善意を受け取る

という対策がよいのかと考えております。 
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 これにつきまして、住民の福祉の増進を

踏まえて副市長に改めてどのようにお考

えかお聞かせください。 

 続きまして１５番目、市民税課について

ということで、決算概要５８ページ。人件

費事業での市民税課の人件費の件につい

てですが、現状において業務量に対して適

切な人数なのでしょうか。 

 先日の課税漏れ問題の原因と含めて、ど

うお考えかお聞かせください。 

 続きまして１６番目、防災対策事業につ

いて、決算概要１３２ページ。平成２９年

度の防災政策について、備考欄にある地域

防災計画の修正・整備も踏まえて総括的に

お聞かせください。 

 続きまして１７番目、状況予測型図上訓

練について、事務報告書５６ページ。この

状況予測図上訓練について、その詳細をお

聞かせください。 

 続きまして１８番目、防災管財課につい

て、決算概要４２ページ。人件費事業での、

人件費での防災管財課１０人についてと

いうことですが、防災管財課の全職員数と

その業務の分担について教えていただき

たい。 

 続きまして１９番目、市庁舎ＥＳＣＯ事

業支援業務委託料、決算概要４６ページ。

この詳細についてお聞かせください。 

 最後、２０番目です。統計調査について、

決算概要６６ページ。基幹統計調査事業等

についてですけども、平成２９年度はどの

ような調査が行われたのかお聞かせくだ

さい。 

 以上です。１９問になります。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、千里丘駅

前広場管理委託料の内容についてお答え

いたします。 

 この委託料の中では、千里丘駅前広場管

理業務委託を実施しております。その内容

といたしましては、まず範囲でございます

がＪＲ千里丘駅東口の駅前広場、フォルテ

１階やバス停周辺、２階の立体横断施設や

デッキなどの通路、あとＪＲ千里丘駅西口

周辺の道路、そのほかに東口と西口にあり

ますエスカレーター、西口のエレベーター

と、それに至ります連絡通路、これらの管

理業務を委託しているものでございます。 

 その内容といたしましては、歩道や側溝、

手すり、案内看板等の清掃、植木への散水、

雑草処理などの作業を日常清掃といたし

まして毎日実施いたしております。また歩

道路面、バス乗り場等の洗浄、西口２階エ

レベーターの通路等のワックスがけ等を

年３回実施しております。また立体横断施

設、２階のデッキ部分の排水施設の清掃を

年２回、柱や照明器具などの高所の清掃、

植木等の剪定を年１回それぞれ実施して

おります。 

 またこのほかに、東口及び西口のエスカ

レーターの月１回の設備保守点検、並びに

西口エレベーターにおきましてはメーカ

ーによる遠隔監視による設備点検を実施

しているところでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、松本委員

からの放置自転車対策事業についてのご

質問にお答えさせていただきます。 

 放置自転車対策事業としまして、業務内

容は摂津市の自転車等の放置防止に関す

る条例に基づきまして、主要５駅、ＪＲ千

里丘駅、阪急正雀駅、阪急摂津市駅、モノ

レール摂津駅、モノレール南摂津駅の５駅

に設定されています放置自転車禁止区域

内の道路上に、放置された自転車を保管事
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務所へ移動するという内容になっており

まして、まず、放置自転車等対策指導委託

料としまして、禁止区域にシルバー人材セ

ンターへ委託しております放置自転車対

策指導員の方々が、禁止区域内に自転車を

放置しようとする方への放置注意、それと

指導、そういったことをしておりまして、

放置している自転車につきましては警告

エフを貼りつけるなどの作業を行ってお

ります。 

 放置自転車等移動委託料としまして、放

置自転車が放置されている状況について、

放置自転車の対策嘱託員がその状況を見

まして、トラックに積み込んで放置自転車

事務所のほうへ移動するという委託をし

ています。 

 それから自転車等保管事務所管理委託

料としまして、放置された自転車を保管す

る事務所について、シルバー人材センター

へ委託しておりまして、その方々により返

却業務を行っている内容となっておりま

す。 

 続きまして、施設管理事業につきまして

ですが、施設管理事業の修繕料２，５６２

万５，４８４円、このうち２，５２９万９

００円、これがフォルテ摂津自転車・自動

車駐車場の昇降機改修工事の内容になっ

ております。 

 ＪＲ千里丘駅舎へ通じるエレベーター

の改修費用でありまして、敷設当時から対

応年数２３年を超え、２４年、２５年が経

過しているような状況でありまして、修繕、

修理する部品も手に入りにくいなど、維持

管理に課題がありましたことから、新たに

改修工事を行ったものであります。 

 以前のエレベーターに関しましては、油

圧式で始動時と到着時の扉開閉など、動き

出しに時間がかかっていた分、利用者は乗

っている時間が長いような状況ではあり

ましたが、現在主流であります機械ロープ

式に改善して、利用時間の短縮も図れたよ

うな状況になっております。また、内部に

はカメラを設け、外部にはモニターを設け、

防犯対策も講じたエレベーターとなって

おります。 

 続きまして、道路反射鏡の事業内容につ

いてでございますが、まず道路反射鏡設置

事業につきまして、７基の新設の道路反射

鏡を設置させていただいております。 

 それと、道路反射鏡の設置事業としまし

て新規の道路反射鏡を７基設置させてい

ただいております。それから、道路反射鏡

点検保守事業としまして、市内の既存の道

路反射鏡の点検を３年に１回程度で点検

している状況でありまして、平成２９年度

で点検した箇所は４１４か所点検してお

りまして、決算額としては６８万７，６３

６円となっております。 

 また、道路反射鏡定期修繕事業としまし

て、耐用年数１０年を過ぎた劣化がひどい

状況の道路反射鏡につきまして定期修繕

をしております。それにつきましては、３

４か所を新たに取りかえをしまして、決算

額としまして８６４万円を支出させてい

ただいております。 

 あと、このほかに日常管理の中で破損の

あった道路反射鏡の管理業務として修繕

費を見ております。 

 それから、続きまして６番目の交通バリ

アフリーの詳細についてでございますが、

場所につきましては鳥飼野々２丁目で、Ｕ

Ｒの鳥飼野々２丁目の団地の北西部に当

たりますが、鳥飼北小学校の通学路にもな

っておりまして、ＰＴＡ等、学校関係者な

どから小学校の通学路における横断歩道

の設置要望がありました。 
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 その要望内容につきまして、所管される

公安委員会、摂津警察署に要望を出しまし

て、その横断歩道の設置に関しては摂津警

察署になるんですが、その周辺の歩道の切

り下げに関しては行政側、道路交通課のほ

うが負担をして行ったということで、通学

路の横断歩道、歩行者の通行確保をできる

ための取り組み、それに合わせての段差の

切り下げの工事の内容になっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 竹下課長。 

○竹下水みどり課長 松本委員の７番、８

番のご質問に対してご答弁申し上げます。 

 まず、花いっぱい活動の助成事業につい

てでございますけれども、花いっぱい活動

助成については、市内で草花の植えかえな

どの花壇管理をする団体に、草花の苗であ

ったりとか堆肥、土などの原材料を助成し

ております。 

 平成２９年度では、３９団体が４５か所

の花壇管理を行っており、前年度比で１団

体が増加しておるという状況でございま

す。 

 花いっぱい活動は、地域の交差点、駅前

などの街角で市民の目に触れる場所で花

壇を管理されており、市民主体による緑化

推進が図れることから、団体に対して積極

的に支援を行っているところでございま

す。 

 次に、公園遊具補修事業についてでござ

いますけれども、公園遊具は市内公園に６

４１基設置しております。１年一度、専門

家による総点検を実施しております。 

 平成２９年度では危険度最大Ｄ判定遊

具は５か所となり、年々減少傾向となって

おりますが、直ちに危険性がないものの修

繕を必要とするＣ判定、この遊具の件数が

２３６か所となっております。Ｄ判定につ

きましては、既に１か所を撤去し、４か所

については取りかえや修繕を行っており、

Ｄ判定になる可能性の高いＣ判定遊具に

おいても危険性の高いものから優先的に

修繕を行っており、遊具が安全に利用でき

るよう努めております。 

 また、パトロールによる日常点検などで

も、遊具の安全確認を行っておりまして、

不具合が発見された場合にも同様に修繕

等の対応を実施しているところでござい

ます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 寺田課長。 

○寺田建築課長 それでは、松本委員の９

番目の耐震改修補助金のご質問に対しま

して答弁申し上げます。 

 平成２９年度の執行状況につきまして

は８軒、９戸でございまして、その内訳は

改修でございますが４軒、これは設計と工

事を合わせての内容で４軒ございました。

除却のほうが４軒、５戸ということで、こ

の１軒が二戸一の建物を含んでおります

のでそういうような形になっております。 

 補助額は５１９万１，０００円というこ

とで、設計が４軒、工事４軒、除却が４軒、

５戸ということで、それぞれ特定財源で国

費が２分の１、府費が４分の１という形で

いただいておりますが、この中で国の耐震

対策緊急促進事業の分についての上乗せ、

それと除却に関しましては府補助は対象

外ということになっております。 

 平成２８年度に比べまして、申請件数は

２軒増加いたしております。ただ、その内

訳といたしましては改修が１軒減少、除却

は３軒増加という状況になってございま

す。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 木下課長。 
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○木下警備課長 それでは、消防本部警備

課所管であります決算概要１２８ページ、

消防本部車両・資機材整備事業についてご

答弁申し上げます。 

 消防ポンプ自動車ぎ装工事でございま

すが、これは平成２９年度に更新整備をい

たしました化学消防ポンプ自動車にかか

る経費でございます。 

 化学消防ポンプ自動車の更新について

の経緯からご説明いたしますと、更新前の

化学消防ポンプ自動車は平成４年から運

用を開始し、２５年以上が経過している状

況でありました。消防車両の更新について

は更新計画を定め、車両ごとに更新年度を

策定しております。化学消防ポンプ自動車

については、更新２０年と定めており、市

の財政状況を勘案しながら延命処置を実

施してきたものでありますが、さらに５年

最大限に延命を図り更新を実施したもの

でございます。また、化学消防ポンプ自動

車は国が示します消防力の整備指針によ

り、整備しなければならない消防車両とな

ってございます。 

 なお、この車両の効果でございますが、

危険物の製造所等を有する化学工場にお

いて火災が発生した場合、水だけではなく

泡を放出することのできる化学消防ポン

プ自動車を用いた消火活動が不可欠にな

り、その災害対応を行うものでございます。 

 幸いにして、最近では本市における化学

工場において大規模に至るまでの大きな

火災は発生しておりませんが、摂津市は大

阪市、堺市等、臨海コンビナート工場に匹

敵する危険物、高圧ガス施設を有する大規

模化学プラントが存在するため、そのリス

ク、危険性は多大なものでございます。 

 また、化学消防ポンプ自動車は化学工場

火災だけでなく、一般火災や車両等の火災

にも効果的に対応することが可能でござ

います。 

 このように、消防力の整備指針に則し危

険物の製造所等の災害時には、効果的に対

処するとともに、その他の災害にも対応し、

市民の安心・安全を確保するため、化学消

防ポンプ自動車を更新、配備したものでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 幸田課長。 

○幸田警防第１課長 松本委員の１１番

目のご質問、平成２９年度の消防活動につ

いて、事務報告書に基づいた総括的な内容

についてということでご答弁いたします。 

 事務報告書の４１６ページから４１７

ページに記載しておりますとおり、火災件

数につきましては２４件、その内訳につき

ましては建物火災が１８件、車両火災につ

きまして４件、その他の火災２件となって

おります。 

 火災原因としましては、たばこに起因す

るものこれが３件、放火の疑いに関するも

のが４件、こんろに関するもの４件、溶接

機、切断機による火花によるものが２件、

暖房器具、電気配線器具に関するものが３

件とその他の原因が３件、原因について不

明確なものが５件となっております。 

 これらの原因について、さらに調査して

みましたところ、取り扱いの誤りであると

か不注意に関するもの、それによって出火

したものが約半数を占めているというの

が分析した現状でございます。 

 続きまして４１７ページ下段になりま

す。警戒出動、総件数のほうが４４０件と

なっております。このうち、中段になりま

すけども、その他の消防活動という件数が

３２３件となっておりまして、このうち多

くは救急出動に対する消防隊の支援活動、
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これが近年多数ふえてきておるというの

が現状でございます。 

 次のページ、４１８ページになります。

救助活動につきましても総件数は５６件、

このうち救助活動件数自体、実際の活動い

たした件数が３８件となっておりまして、

そのうち建物等による事故が２４件とな

っております。この建物等の事故というの

も、そのうちの大半が独居高齢者の方の建

物内の安否確認というのが多くを占めて

きているのが現状でございます。 

 続きまして、４１９ページの救急の概況

についてですけども、平成２９年度救急出

動件数４，９７９件、搬送人員については

４，５５５人でございます。１日当たりの

出動件数は１３．６件、前年度の１２．８

件より増加しておりまして、また搬送人員

については１２．５人、前年度の１１．６

人よりいずれも増加となっております。 

 事故種別で見ますと急病が３，０８６件、

一般負傷が７６６件、交通事故が５３７件

の順であり、前年度と比べまして急病が１

８９件、一般負傷が１２５件、交通事故が

１１件と全ての種別で増加をいたしてお

ります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 それでは、質問番号

１２番目、消防団の活動またその実績につ

いてお答えいたします。 

 消防団は地域防災の中核として、地域住

民の生命、身体、財産を守る上で重要な役

割を果たしていただいており、動員力や地

域密着性といった利点を生かし、地域防災

力として大きな力を発揮していただいて

いるところでございます。 

 消防団員数につきましては、平成３０年

４月１日現在でございますけれども、基本

団員が３５０名、機能別分団員が５８名、

合わせますと４０８名となっております。 

 平成２９年度の活動実績といたしまし

て、火災出動等で１２件、延べ１１２名。

台風等での警戒出動、歳末警戒につきまし

ては７件、延べ１，１７９名。小学校区の

自主防災訓練等の訓練指導や演習におき

ましては６０件、延べ１，１３５名。また、

各地域での火災予防啓発活動では、延べ１

８６名の団員の皆様に活動していただき、

市民の安全・安心に対して大きな役割を果

たしていただいております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは質問番号１

３番、決算概要３ページのところから歳入

歳出それぞれ総括的にというご質問です

けれども、まず歳入については委員もおっ

しゃっていただいていましたようにたば

こ税、それから交付税、この減少が平成２

９年度かなり大きかったと。たばこ税につ

きましては９億７，３００万円、交付税に

つきましては２億５，９００万円、前年度

比で減少ということになっております。 

 たばこ税、それから普通交付税ともに経

常は一般財源でございますので、これの減

少につきましては財政運営に大きな影響

を及ぼしております。 

 それ以外の経常一般財源では、法人市民

税が前年度比４億４，８００万円の増加、

それから固定資産税が１億８，６００万円

の増加ということで、それぞれ大幅な増加

があったにもかかわらず、やはりこのたば

こ税と交付税の減少分を埋め切るところ

までには至らなかったということで、経常

一般財源の総額といたしましては４億３，

１００万円の減少となっており、大変憂慮

すべき状況にあると考えております。 
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 それから一方で、歳出につきましては委

員もおっしゃっていただいていましたよ

うに、扶助費がやはり平成２９年度も増加

をいたしております。 

 普通会計ベースで申し上げますと、歳出

ベースで扶助費については、平成２８年度

では１００億４，３００万円、平成２９年

度には１０３億２，７００万円と、歳出ベ

ースでは２億８，４００万円の増加になっ

ていたという状況になっております。 

 これに対して２億８，４００万円、特定

財源が全て国庫支出金とか、そういったも

ので賄えておれば問題にはならないんで

すけれども、やはり一般財源ベースで見ま

しても扶助費は２億１，８００万円の増加

になっているという状況になっておりま

す。 

 これまでもそうでしたけれども、この２

億１，９００万円の一般財源の増加に対し

まして何とか人件費、それから公債費の減

少で賄えていたという状況で、これまで同

様、扶助費の増加に対する対応策、こうい

ったところが大きな問題になってきてい

ると考えております。 

 歳入歳出それぞれそういう状況で、経常

収支比率、これについては財政課としても

重要視している指標ですけれども、この経

常収支比率につきましても平成２８年度

の９４．８％から平成２９年度決算では５．

６ポイント悪化して１００％を超えた１

００．４％になってるというところについ

ては、財政課としても大変注意しなければ

いけないと、今後の財政運営に当たっても

この点については、十分に注視していかな

いといけないと考えております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 副市長。 

○奥村副市長 それでは、ふるさと納税に

ついて再度ご答弁申し上げたいと思いま

す。 

 返礼品にかかわらず、多くの人に摂津市

を応援してやろうと、こういうことが理想

であろうと思っております。そのためには、

摂津市の施策に対する共鳴をいかにして

得るか、それから摂津市の魅力をいかにし

て発信するか、これが重要であろうと思っ

ております。 

 以前に、松本議員のほうから一般質問で、

シティプロモーションという質問がござ

いました。まさしくそれで、本市の魅力を

いかに外に発信していくか、これがうまく

できれば、一定共鳴者も多く出てくるんで

はないかなと思っております。 

 摂津市の魅力を発信していく、これが唯

一のふるさと納税をふやすための一つの

方策かなというように思っております。 

 先ほど、返礼品についての否定した答弁

をさせていただきましたが、これは変わり

ませんで、あとはふるさと納税をいただい

たときにどういう使い方をするのか、これ

のやはり明確化が必要ではないのかなと

思っております。 

 全国各市町でそれぞれふるさと納税の

使い道の分で、ちょっと好例を一つご紹介

させていただきたいと思います。 

 北海道夕張市、これは以前、財政破綻を

した市でございます。夕張市では、教育プ

ログラム実施、公営塾の開設に必要な費用

を募集するということで募集をかけてお

ります。ここは返礼品がなくて、寄附者に

対しまして高校生の取り組みを伝えると

ともに、公営塾の企画に寄附者を招待する

ということで、決して返礼品でふるさと納

税を募っているわけではございません。 

 それから長崎県の五島市、ここのところ

には小・中学校にプロジェクターやタブレ
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ット等の設置、これでふるさと納税を募集

しております。寄附者に対しましては、子

どもたちが事業を受ける様子をお礼の動

画として制作して、公開をするとこういう

こともございます。 

 いろいろご紹介するところはいっぱい

あるんですけれども、こういう取り組みが

やはりふるさと納税の取り組みの一番原

点ではないかなというように思っており

ます。 

 今後どういう取り組みができるのかど

うか、これは庁内的にやはり検討していか

なければならないと考えております。 

○渡辺慎吾委員長 船寺課長。 

○船寺市民税課長 質問番号１５番の今

回の課税漏れに関する内容について、お答

え申し上げます。 

 今回の課税漏れの原因は、給与支払報告

書、年金支払報告書などのデータを入力済

みのＣＤ－ＲＯＭから税基幹システムへ

取り込みをするときに、一部の年金支払報

告書の取り込み漏れがあったために起こ

ったものでございます。 

 その業務につきましては、取り込みリス

トを作成せず一人でその作業を行い、取り

込み結果のチェックを怠っていたために

発生したもので、他の職員がリストを基に

チェックを行うことで防げたものと考え

ております。 

 人員と業務の関係でございますが、今年

度の住民税の当初課税の事務につきまし

ては給与支払報告書などの課税資料が平

成３０年度は１２万４，７１４件で、平成

２９年度の合計が１１万６，４０６件であ

ったことから、約８，３００件増加してお

り、それだけ処理件数がふえました。 

 また、職員の時間外勤務時間で比較しま

すと、平成３０年２月から４月の時間外勤

務時間は１，７１０時間で、平成２９年同

時期の時間外勤務時間数は１，３３４時間

でありましたので３７５時間増加してい

ました。 

 しかし個人別で見ますと、時間外勤務時

間が６０時間を超えた職員が平成２９年

は延べ１１名でありましたものが、平成３

０年度は延べ７名と減少しております。 

 このことを分析しますと、時間外勤務時

間が多くなった理由としましては、１点目

といたしましては、先ほど申し上げたよう

に課税資料の件数が多くなったこと、２点

目につきましては人事異動等によってベ

テランの職員が異動してしまったこと、３

点目は提出期限を過ぎた給与支払報告書、

年金支払報告書等の事務処理を前倒しで

処理し、当初課税に間に合わせるようにし

て市民サービスの向上を図ったことが考

えられます。 

 個別の時間数が減った理由といたしま

しては、他の係や他課からの応援を受け、

集中的に人的資源を投入したことによる

効果あったものと考えております。 

 今回のミスの反省点から、次回の当初課

税におきましては、業務内容を精査する中

で機械化できる部分については機械化を

進めるとともに、チェック体制を強化する

予定にしております。また、業務の前倒し

や全体の行程表の検討、またリストの作成

やマニュアルを点検するなどの事務の合

理化・効率化に努め、正確性の向上と時間

の縮減を目指してまいりたいと考えてお

ります。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では質問番号１６

番、決算概要の１３２ページ、防災対策事

業についてご説明いたします。 

 平成２９年度に実施いたしました主な
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ものといたしましては、まず新しい淀川の

想定浸水を掲載いたしましたハザードマ

ップを、ＮＴＴタウンページとのコラボで

全戸配布いたしました。また、地域防災マ

ップも鳥飼小学校区の５自治会に策定を

いただきました。 

 あと、地域防災計画の修正につきまして

は、大阪府のほうの地域防災計画が平成２

９年の１１月ごろに改定されまして、それ

との整合性を要するために修正検討に入

っておりました。 

 そのような中なんですけども、平成２９

年度に新しい淀川の想定浸水等も発表さ

れまして、取りまとめ作業、修正作業が平

成２９年度内には整いませんでした。 

 今後、地域防災計画につきましては、必

要な部分について修正を進めてまいりた

いと考えております。 

 続きまして１７番でございます。事務報

告書５６ページの図上訓練ということで

ございます。 

 この図上訓練なんですけども、本年３月

に実施いたしまして、市の職員、主に若手

職員４０名程度に参加いただきました。 

 この狙いなんですけれども、大規模災害

発生時の職員の参集率のアップ、これを目

的にした訓練でございます。具体的な訓練

の設定といたしましては、午後１１時３０

分に上町断層帯地震が発生いたしまして、

震度６強の揺れに見舞われたと。職員は、

自宅にいるという設定でスタートいたし

まして、具体的に自宅から飛び起きて役所

にたどり着くまで、それぞれどういう障害

があってどういうことが想定されて何を

準備しておかなければならないのか、そう

いうことを一人一人に考えてもらう状況

シナリオ予想型の図上訓練でございまし

た。 

 例えば多くの場合、これだけの揺れでし

たら、自宅は停電しているはずです。また、

職員に幼い子どもがいる場合もございま

す。そのあたりをしっかり職員一人一人が

踏まえた上で、確実に市役所に参集するた

めにはどういうものを用意しておかなけ

ればならないのか、どういうふうにしなけ

ればならないのか、そのあたりを一人一人

考えてもらう、そのあたりを狙った訓練で

ございます。 

 続きまして質問番号１８番、決算概要４

３ページ、人件費事業でございます。防災

管財課１０名の事務分担ということでご

ざいます。 

 防災管財課には、管財係と防災管理係の

２係がございます。この平成２９年度の正

規職員は１０名で、１課２係でございます。 

 具体的には課長、課長代理がおりまして、

その下に管財係が５名、防災管理係が３名

でございます。 

 主な仕事の分担といたしましては、管財

係は市庁舎であったり市立集会所、市営住

宅などの市の所有する財産の適正管理を

担っております。また、防災管理係といた

しましては、防災対策の総合調整でありま

したり自然災害への対応、市全体の防災力

のアップなどを担っております。 

 続きまして質問番号１９番でございま

す。決算概要４６ページのＥＳＣＯ事業で

ございます。 

 まずこのＥＳＣＯ事業なんですけれど

も、市庁舎ＥＳＣＯ事業支援業務委託費と

いたしまして、専門の業者に委託いたしま

してＥＳＣＯ事業者の公募でありました

り選定でありましたり、そのあたりをお手

伝いいただきました。 

 具体的には公募要件の設定であったり、

また具体的に業者から提出された包括エ
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ネルギー計画書や施工計画の内容をチェ

ックいただきまして、業者選定にご協力い

ただきました。 

 またその後、業者が決まりました後も具

体的に市の庁舎のエアコンであったりＬ

ＥＤの工事がございましたけども、このあ

たりの中間検査であったり竣工検査にも

この委託業者に立ち会っていただきまし

た。 

 このような流れで、平成２９年度は予定

どおりＥＳＣＯ事業者を選定いたしまし

て工事が済みまして、その後、試運転まで

を年度内に終えることができました。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 それでは質問番号

２０番、決算概要６６ページ、平成２９年

度に実施した基幹統計調査についてお答

えいたします。 

 平成２９年度におきましては、工業統計

調査、就業構造基本調査を実施いたしまし

た。 

 工業統計調査につきましては、製造業に

属する事業所を対象として、事業所数、従

業者数、製造品出荷額、原材料使用額など

を調査し、工業の実態を明らかにすること

を目的に、平成２９年６月１日を基準日に

実施いたしました。 

 一方、就業構造基本調査につきましては、

対象地域を国勢調査の調査区を下に総務

大臣が指定する約３万３，０００調査区の

中から、摂津市は指定された１０調査区に

対しまして１５歳以上の国民の就業、不就

業の実態を調査し、我が国の就業構造、全

国だけでなく地域別にも詳細に明らかに

することを目的といたしまして、調査期日

を平成２９年１０月１日で実施したもの

でございます。 

○渡辺慎吾委員長 暫時、休憩いたします。 

（午前１１時５６分 休憩） 

（午後 ０時５７分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開します。 

 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、引き続きまし

て質問をさせていただきます。 

 それではまず１番目、千里丘駅前広場管

理事業についてですけども、現状の業務内

容につきましては理解いたしました。そこ

で、市としてその委託料が適切か判断する

ために、その業務量とそのコストの内容に

ついてどう分析をされているのか、お聞か

せください。 

 続きまして２番目、放置自転車等対策指

導委託料についてですけども、内容につい

ては理解いたしました。その中で、現在の

放置自転車対策について、例えば人口がふ

えているＪＲ千里丘駅前や阪急摂津市駅

周辺などは、自転車が増加することが予想

されております。それについて、どう分析

されているのかお聞かせください。 

 続きまして３番目、施設管理事業につい

てですけども、性能がよくなったというと

ころで、老朽化への更新時にこのように市

民サービスによりよい設備に切りかえら

れたことは、市民サービスの向上につなが

ったと認識しております。ぜひ、このよう

な設備更新時などの機会を通じてよりよ

い設備を導入するなどの工夫により、今後

も一層の市民サービスの向上を図ってい

ただければと思います。これは要望として

終わります。 

 ４番目、道路反射鏡設置事業についてで

すけども、詳しい内容については非常に理

解をさせていただきました。道路反射鏡と

いうのは、本市で約１，０００基以上ある

というところで、その管理が非常に大変で
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あると理解をしております。 

 また、今回の一連の災害において多くの

道路反射鏡が損傷を受けました。これで改

めて、ふだんはそこにあるのが当たり前で

余り気にしなかった道路反射鏡というの

が、道路交通安全につきましても非常に欠

かせないものと実感をしております。補修

が必要な箇所はまだまだ多々あると思い

ますが、できる限り早期の修理対応を要望

いたします。 

 ４番目は以上です。 

 続きまして６番目、交通バリアフリー整

備事業についてですけども、この内容につ

きましては警察と地域と、そして市とが連

携して行われたというところで、非常によ

い事例だと思っております。これについて

は具体的にどのように行われたのか、また

この３者が連携することは交通安全対策

においてとても重要であると思いますが、

どうお考えかお聞かせください。 

 続きまして７番目、花いっぱい活動助成

事業についてですが、市民団体が市内各地

で花いっぱい活動をされていることは理

解をいたしました。お花というきっかけを

もって、特に高齢者の方々が市内で活動さ

れる、地域とのつながりを維持するために

はよいものと考えております。 

 そこで、平成２９年度の成果も踏まえて、

今後の花いっぱい活動をどう展開してい

こうと分析をされているのかお聞かせく

ださい。 

 続きまして８番目、公園維持管理事業に

ついてですけども、遊具についてしっかり

と点検補修を引き続きしていただくよう

要望いたします。 

 また、時代の変化で公園の使われ方とい

うのも変わりつつあると思います。今は高

齢化の進む中で、公園の健康器具の設置と

いうものが社会的ニーズが高いと考えま

す。市内公園の健康器具の設置状況につい

てお聞かせください。 

 続きまして９番目、震災対策推進事業に

ついてですけども、現状についての改修な

りについては理解をいたしました。平成２

９年度当時においてはそう多くはないか

と思いますが、しかしながらことし６月の

大阪北部地震を受けて、平成２９年度より

もその需要は多くなると予想されます。 

 そこで、今回の実績も踏まえ、今後の見

通しについて国や府の支援の対策も含め

てどうなっているのかお聞かせください。 

 続きまして１０番目、消防本部車両・資

機材整備事業についてですけども、しっか

りと重要な装備というものが導入された

ということを理解いたしました。消防の維

持・強化についてはしっかりとコストとリ

スク管理のバランスを考えて、引き続き適

切に対応していただくよう要望いたしま

す。 

 １０番目は以上です。 

 続きまして消防活動事業についてです

が、平成２９年度につきましては火災につ

いてはそう多くはなく、しかし救急につい

ては相当な数があると思いますが、消防と

救急について過去からの推移及びその現

状の分析と、それを踏まえた今後の見通し

についてお聞かせください。 

 続きまして１２番目、消防団活動につい

てですけども、平成２９年度につきまして

はしっかりといろいろと活動をされたと

理解いたしました。ただ、先日の渡辺議員

の一般質問でもありましたように、大阪北

部地震を受け、平成２９年度の活動ではそ

の災害対応のために不足しているものが

判明したかと思います。 

 それを踏まえて、消防団の大災害対応に
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ついてどうお考えか、お聞かせください。 

 続きまして１３番目、財政についてです

が、現状についての内容につきましてはよ

くわかりました。本市としては、扶助費の

増加を抑制することの試みと、また増収に

ついてもしっかりと考えていかなければ

ならないのと思います。特に歳入において

は、市税の確保というものがとても大事で

あり、その減収を防ぎ、かつ増収へと取り

組む必要があると思います。増収において

は、健都イノベーションパークへの企業誘

致やＪＲ千里丘駅前再開発における成功

というものが市税を確保する上でよい展

望が開けるかと思います。 

 また、健都を活用した健康のまちづくり

への投資は、市民の健康長寿とあわせて医

療費の抑制につながる可能性も大きく有

しております。 

 それらを踏まえれば、私は本市の財政は

まだよい未来の可能性が大いにあるので

はないかと考えています。しっかりと将来

に向けて財政運営を行うよう要望いたし

ます。 

 また、この財政調整基金については、こ

としの震災対応について活用できたよう

に、臨時での対策に非常に貴重な財源とい

うことで、改めて認識をしております。こ

のようなときのために活用できることは

よいことと思いますので、ぜひ使うべき場

面、あるいはそうでない場面というのをし

っかりと切り分けて適切に運用するよう、

要望いたします。 

 １３番目は以上です。 

 続きまして１４番目、ふるさと納税とい

うところで、副市長の答弁をいただきまし

て、何かしらしっかりと対策をとられると

いうことを理解いたしました。これについ

ては、やはり先ほどの市税の関係で、約８，

０００万円という市税があれば何ができ

るだろうかと。やはりそういったところを

考えたときに、この約８，０００万円の重

さというのもやっぱり考えていただきた

いと。 

 たとえもしそれがなかったとした場合

に、じゃあどうやって市民に説明できるの

かと。例えばそれが２００人、３００人あ

るいは４００人の方々の善意を受けてい

ると。その善意にこたえるために我々はこ

ういう工夫をしているんだという理由が

あれば、私は非常に納得するのかなと思い

ます。 

 やはりこれは、市民に対する市の姿勢が

問われるものかと考えております。金額が

増加するにつれてやはり政策転換という

ものが必要になっていると考えます。ぜひ、

与えられた条件において最善を尽くすと

いうことが皆様の腕の見せどころではな

いでしょうか。しっかりとやっていただく

ことを要望いたします。 

 １４番目につきましては以上です。 

 続きまして１５番目、市民税課の人数に

ついての件ですけども、国民の三大義務の

一つである納税、これを適切に取り扱うこ

とは非常に大切であります。それにもかか

わらず、２年続けて問題が起きている現状

を踏まえて、私は先ほど言われたように、

課全体の業務の見直しも含めて考える必

要があるかと思います。その人の業務負担、

その中で人が足りないと判断をすれば、上

に要望するなど問題解決に取り組み、その

役割を全うしていただきたいと思います。 

 少数精鋭体制が進められる中ではあり

ますが、与えられた組織のみで完結しよう

とすることは必ずしも美徳ではないと思

います。むしろ、与えられた役目を果たせ

ず、見逃し放置してしまうことこそ、責任
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を問われることと思います。さまざまな選

択肢はしっかりと検討し、措置対策を講じ

て再発防止を行うことを要望いたします。 

 １５番目は以上です。 

 続きまして１６番目、防災対策事業につ

いてですけども、平成２９年度につきまし

てはさまざまな取り組みが行われたこと

と理解をいたしました。それぞれの取り組

みについてはそれぞれしっかりと意味が

あって、重要だと思っております。 

 その中においては、やはりどうしても地

域防災計画の修正整備が検討段階でとど

まっているということには疑問を呈しま

す。改めて、この地域防災計画の市の位置

づけについてお聞かせください。 

 続きまして、１７番目、状況予測図上訓

練についてですけども、職員一人一人の訓

練をされたということで、いろいろと工夫

されたことについては理解をいたしまし

た。では具体的にその成果はどのようにま

とめられ、地域防災計画やあるいは市職員

に反映されたのかお聞かせください。 

 続きまして１８番目、防災管財課のニー

ズについてですけども、防災管財課が防災

係と管財係に分かれていることは理解い

たしました。そこで、防災の専属職員３人

の具体的業務についてお聞かせください。 

 続きまして１９番目、ＥＳＣＯ事業、市

庁舎ＥＳＣＯ事業支援業務委託料につい

てですけども、ＥＳＣＯ事業についてはし

っかりとその業務を遂行されていると。ま

た、ことしの４月からも効率的・効果的に

されていると理解をしております。 

 この、特に管財係におきましては、ＥＳ

ＣＯ事業などの市の庁舎、そして市立集会

所などを管理されております。管財係とい

うのは日々の適切な管理はもちろんのこ

と、将来を踏まえた政策も検討することが

大切であると考えております。 

 そこで、現在において、あるいは今後、

特に市立集会所等の方針について、これら

の実績を踏まえてどうお考えか、具体的に

はＦＭ推進は各課と連携して施設の個別

計画の方針を立てていくと言われており

ますが、管財係としてＦＭ計画にこの平成

２９年度の実績を踏まえてどのように寄

与されていこうとお考えかお聞かせくだ

さい。 

 最後２０番目、統計調査についてですけ

ども、統計というのは政策判断に重要な資

料であると理解をしております。いろんな

統計をされていることを理解しました。 

 その中で、統計調査員というところにつ

きましては、これはどのように募集をされ

ているのかお聞かせください。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、１番目の

千里丘駅前広場管理業務委託のコスト分

析についての内容について、お答えいたし

ます。 

 １回目のご質問でお答えいたしました

とおり、この業務の中には毎日の日常清掃

と、年数回の定期清掃とがございます。こ

の日常清掃、特に日常清掃の頻度について、

これがコスト的に頻度としてどうかとい

うことでございますが、我々といたしまし

てもこれまでの実績も踏まえまして、今行

っております日常清掃、定期清掃等ですね、

これらが適切な回数、内容でもって実施さ

れており、現在、駅前広場は良好な環境を

維持しておるものと考えております。 

 また、エスカレーターやエレベーターの

設備保守点検につきましても、その点検の

中で必要な法定点検も実施し、監督官庁の

ほうへの報告も行うということで、利用者
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の安全も確保しているところでございま

す。担当課といたしましては、本委託によ

り、市の玄関口としてふさわしい環境と利

用者の安全が維持されていると考えてお

りまして、コストに見合った効果があらわ

れているものと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、松本委員

の２回目の質問にお答えさせていただき

ます。 

 まず、放置自転車対策事業における現状

分析についてでございます。まず、ＪＲ千

里丘駅周辺につきましては、道路交通課が

管理しておりますフォルテ自転車駐車場

がフォルテ摂津の地下１階にございます。

その部分でも満車時間の時間等も早くな

ったりしておりまして、周辺の自転車利用

者というのは増加しているような状況で

ありまして、現在は地上部分にも自転車置

き場が設置されておりまして、これは摂津

都市開発のほうが管理運営しておるんで

すけれども、民間も含めて対応はしておる

ところでございます。 

 それと、阪急摂津市駅周辺におきまして

も、駅利用者が増加している中でやはり満

車時間が早いというところで、そういった

自転車駐車場の置き場を確保するために

境川の右岸を堤防整備しまして、上部の駐

車場施設につきまして、これも摂津都市開

発のほうが１１０台と駐車スペースを設

けまして、利用者の方々の駐車スペース増

設に整備しているところでございます。 

 それによりまして、自転車の利用者の置

き場はふやしていってるところでござい

ますが、何分数にも限りがありまして、や

はり周辺の放置自転車というのは一向に

なくならない状態ではございます。ただ、

これまでのいろいろな対策を講じまして、

年々減少傾向にありまして、平成２９年度

におきましては８９５台、平成２８年度に

おきましては９４９台、平成２７年度にお

きましては１，１０８台と、年々減少傾向

になっているというところでございます。 

 今後もこのような放置自転車対策事業

を続けまして、駅前による歩行者の安全な

歩行空間の確保と緊急時の緊急車両の通

行の確保の観点から取り組んでまいりた

いと考えております。 

 続きまして、５番目の交通バリアフリー

整備事業についてでございますが、交通バ

リアフリー整備事業につきましては、ＪＲ

千里丘駅周辺と阪急正雀駅周辺の特定、準

特定の道路整備における歩行空間の整備

と、市内の歩道における段差改良切り下げ

などの段差改良工事ですね、これらを含め

た整備内容になっておりまして、平成２９

年度のように地元の学校関係者、地域の

方々からの要望が横断歩道ということで

ありまして、それに対して警察に要望をし

まして、横断歩道を設置することによって、

歩行者の乗り入れ部分が発生しますので、

切り下げ工事が出てきます。こういった形

で警察のほうが横断歩道の設置なり信号

機の設置なり、そういったところの事業を

していただくことが発生すれば、あわせて

切り下げ工事、歩道の改良工事なんかも連

携していきたいと思っています。地域の

方々の要望に合わせて警察とも連携して

行ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 竹下課長。 

○竹下水みどり課長 松本委員の２回目

の、花いっぱい活動と今後の健康器具の設

置状況についてご答弁申し上げます。 

 まず、花いっぱい活動の今後の展開でご
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ざいますけれども、鶴野苗圃では市民対象

の実践教室というものを開催しておりま

して、１年にわたって緑化推進嘱託員２名

が先生となって草花の育成、寄せ植え、そ

れから花壇への花苗の植えかえなど、さま

ざまな園芸手法について指導を行い、緑化

意識を高めるための人材育成を行ってお

ります。 

 また、平成２５年からは教室の卒業生の

方々に対して、職員が直営で管理している

花壇などへ積極的な誘導を行っておりま

して、この平成２９年度までの実績としま

しては、３団体が活動されております。今

後も実践教室の中で、花壇管理を体験して

いただくこと、花壇の楽しさややりがい、

親しみなどを感じていただき、花壇に興味

や関心を持ってもらえるよう新たな人材

発掘に取り組んでいるところでございま

す。 

 次に、健康器具でございますが、市内に

は都市公園４３か所、緑地緑道３４か所、

ちびっこ広場９７か所を管理しておりま

す。そのうち健康器具につきましては１９

か所、８４基を公園に設置しております。

また、まちごとフィットネスタウン事業、

これは保健福祉課所管の事業でございま

すけれども、これで設置したものを含める

とさらに公園が２６か所にふえまして、合

計で１０４基となります。高齢者などの市

民が健康増進や健康保持に役立てる施設

を設置しており、多機能で市民ニーズに合

った公園の提供に努めているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 寺田課長。 

○寺田建築課長 それでは、松本委員の耐

震化施策に係ります今後の見通し並びに

国・府の動向等のお問いに対しまして、答

弁申し上げます。 

 耐震化につきましては、委員がご指摘の

とおり、ことし６月に発生いたしました大

阪北部地震以降、旧の耐震基準、これは昭

和５６年５月以前に建てられている住宅

等所有者の方でございますが、かなり相談

であったりお問い合わせが多い状況でご

ざいます。なおかつ、今回の地震におきま

しては、ブロック塀の倒壊等の事故がござ

いましたので、そういう部分の社会的な問

題の背景も受けまして、お問い合わせが非

常に多い状況でもございます。 

 また、地震後の災害後の対応といたしま

して、本市を始めといたしまして大阪府内

の近隣市が独自にブロック塀等の撤去の

補助制度を設けたところでもございます。 

 災害後の対応といたしまして、国に対し

ましては大阪府市長会等々を通じまして、

国の補助制度の拡充等要望いたしますと

ともに、大阪府のほうにおきましても支援

の拡充を求めるような形の内容でさせて

いただいております。現在、府議会のほう

でもこのブロック塀等の支援という内容

も含めて審議されているところと聞いて

おります。 

 今後、本市におきましても、摂津市住

宅・建築物耐震改修促進計画、これの着実

な実行が求められているところでござい

ますので、行政ばかりではなかなかできな

い、やはり所有者様のご理解、特に気づき

というところの危機意識、こういうところ

に気づいていただくために、引き続き普及

啓発の推進並びに確実に伝わる啓発とい

うことで、自治会等地域も巻き込みながら、

大阪府であったりだとかＮＰＯのお力も

借りながら、積極的に啓発を進めていきた

いと考えております。 

 庁内の関係課とも引き続き、これは一つ
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の課ではなかなか対応し得ない部分でも

ございますので、防災を所管される防災管

財課ともども連携しながら取り組みを前

向きに推し進めたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 幸田課長。 

○幸田警防第１課長 松本委員の１１番

目の２回目のご質問にお答えいたします。 

 火災件数につきましては、ここ数年につ

いて大きな増減なく推移はしております

けれども、平成２９年度の火災概況から分

析いたしましたところ、先ほどもお答えさ

せていただきましたけれども、やはり不注

意や取り扱いの不備から出火する事例が

多数ございました。これにつきましては、

適切な注意喚起を行うことによって火災

を未然に防ぐことができた事例もあった

と考えられます。 

 よって、今後も各種防災訓練やイベント

の機会等を通じて、市民の皆様に火気使用

の注意点ですね、それからそういうことに

ついてのさらなる広報を実施すること、そ

して住宅用の火災警報器の設置促進につ

いても引き続き取り組みを続けてまいり

たいと考えております。 

 また、救急件数につきましては、この１

０年間で約８００件の増加となっており

まして、救急件数の増加要因といたしまし

ては、やはり６５歳以上の高齢者の搬送人

員が２，５０６人、前年度の２，２７４人

より２３２人増加となっておりまして、搬

送人員全体の約５５％を占めております。

高齢化社会も背景に、今後も増加傾向で推

移することが考えられております。 

 また、傷病者の程度別ですが、軽症患者

が２，８４９人、前年度の２，５７２人よ

り２７２人増加しております。搬送人員全

体の約６３％、これが軽症者となっており

まして、また軽症者の搬送人員が年々高い

数値に推移しておることから、救急車を呼

ぶべきかどうか相談等ができます２４時

間体制、３６５日体制で対応しております

救急安心センターおおさか、＃７１１９の

積極的活用であるとか、市民事業所等での

救急訓練、消防訓練時に救急車の適正利用、

啓発活動を引き続き行ってまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 それでは、２回目の

質問の今後の消防団の大災害対応につい

てお答えいたします。 

 消防団の災害時における役割は、消火活

動を初め、地震等で倒壊した家屋から要救

助者の救出活動、要救助者の応急手当、風

水害における警戒活動等、さまざまな活動

がございます。 

 また、国民保護法におきましても、消火

活動や避難住民の誘導等の重要な責務を

負うこととされております。その役割を担

っていただく訓練といたしまして、火災発

生時の消火訓練や倒壊家屋での災害救助

工具を使用しての救出方法や、応急手当等

の訓練、消防団員訓練、防災演習、また小

学校区等の自主防災訓練等を通じて、地域

の防災リーダーとして指導的立場で参加

していただき、活動をお願いしてきたとこ

ろでございます。 

 しかしながら、ことし６月から続いてお

ります震災、豪雨、台風等の大規模自然災

害の対応についての訓練に関しましては、

消防団員各自のスキルアップのための訓

練ができていなかったということも現実

でございます。これは反省点、また課題で

もございます。 

 今後につきましては、今回の震災また風
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水害の経験、反省も踏まえまして、災害活

動の充実が図られますように、消防団本部

も含め、若手の団幹部で組織されておりま

す消防団活性化検討委員会の中で訓練内

容の見直し、事が起こればどう動くのかと

いう点も踏まえ、活動マニュアルを協議し

ていただき、各種災害に応じた具体的な活

動マニュアルを作成してまいりたいと考

えております。 

 また、マニュアルの策定が完了いたしま

したら周知するとともに、各分団が統一さ

れた活動ができますように訓練を実施し

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、２回目のご質

問にお答えします。 

 まず１６番でございます。市として地域

防災計画の位置づけということでござい

ますが、この計画は本市の市域であったり

市民の生命・身体・財産を災害から保護す

るための具体的な取り組み、また日ごろか

ら市全体がどのように災害に対して準備

しなければならないのか、このあたりを総

合的にお示ししたものでございます。すな

わち、本市の防災行政全体の骨格をなすも

のという位置づけでございます。 

 続きまして１７番のご質問、図上訓練で

得た教訓を今後どのように生かすのかと

いうご質問ですが、災害が発生した場合、

どれだけの職員が役所に参集できるのか、

その人数で初動体制は大きく左右されて

まいります。この図上訓練に参加した職員

には、事後にアンケートを実施いたしてお

ります。それらのアンケートも踏まえまし

て、今後どうすれば職員の参集率がアップ

するのか、引き続き検討していきたいと思

っております。 

 また、この訓練ですね、いろいろ中身を

変えてまた今年度、来年度も何らかの形で

実施できればと考えております。 

 続きまして１８番のご質問、防災管財課

の中の防災管理係３名の平成２９年度の

具体的な仕事の分担でございますが、基本

的に３名でジョブローテーションを行い

ながら、一人が仕事を抱え込まないように

心がけております。 

 その中でも、大きな仕事でご説明いたし

ますと、まず自主防災訓練や備蓄品の管理、

それから防災マップに関すること、このあ

たりで１名おります。その他、防災無線な

どの情報伝達や出前講座、市民啓発ですね、

これを担当する職員が１名おります。最後

に、防災演習でありましたり照会文書への

回答、庶務的な仕事、このあたりを担当す

る職員が１名おります。合わせて防災管理

係３名という形で職務分担をしておりま

す。 

 続きまして１９番のご質問、ＥＳＣＯ事

業、それから引き続いて管財係として今後

どのようにＦＭに寄与していくのかとい

うご質問でございますが、管財係は施設所

管課の一つでございます。主に市の庁舎で

あったり市立集会所、それから市営住宅を

所管しております。それぞれ所管する施設

なんですけれども、築年数とか使用用途も

大きく異なっておりますけれども、共通し

ているのはもういずれも大切な市の財産

でございます。集会所の今後の方針も含め

まして、少しでも長く活用できるように、

政策推進課のＦＭチームの協力を得なが

ら知恵を頂戴して、計画的に予防修繕に今

の段階では努めること、これが最終的には

市のＦＭの推進の一部を担っている防災

管財課としてＦＭの寄与、ＦＭの推進に寄

与することにつながってまいると考えて



- 35 - 

 

おります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 質問番号２０番、統

計調査にかかわりますご質問にお答えい

たします。 

 統計調査員の募集につきましては、市の

ホームページ等を利用して登録調査員の

募集を行っております。登録調査員とは、

各種統計調査における統計調査員の選任

を円滑に進められるよう、あらかじめ市へ

登録をしていただくものとなっておりま

す。 

 また、外部施設に募集のチラシを配布さ

せていただいたり、各イベント時に募集の

案内を配布することにより、各調査に必要

な調査員を確保しているところでござい

ます。 

○渡辺慎吾委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、引き続きまし

て質問をさせていただきます。 

 まず、１番目の千里丘駅前広場管理事業

についてですけども、現状においてはきれ

いな駅前を適切に維持し、その状況を把握

されていると認識いたしました。駅前は市

の顔となるもので、引き続きしっかりとや

っていただきたいと思います。特にＪＲ千

里丘駅前西口は、人や車の交通量が多く、

ごみなども多く出てしまうかと思います

が、きれいな環境を維持するということは

摂津市への印象が悪くなることを避け、ま

た事故の未然防止にもつながるもので、し

っかりとやっていただければと思います。 

 それとあわせて、必要な費用というもの

も適宜に検討するようにもあわせて要望

いたします。 

 また、市民の生活に直結する道路の維持

管理事業というものは、引き続き良好な状

態というものを維持していただければと

思います。これは補足ですけども、大阪北

部地震での対応要領についてもまとめ、教

訓資料を作成し、その対策も検討すること

も要望いたします。 

 １番目については以上です。 

 続きまして２番目、放置自転車につきま

しては、放置自転車等対策指導委託料につ

いてですけども、現状について分析されて

いる内容については理解をいたしました。

ぜひ、適切にその成果というものを把握し

て、また将来のまちづくりを想定して、よ

り住みよいまちの向上のために放置自転

車対策を引き続き進めるよう要望いたし

ます。 

 ２番目については以上です。 

 続きまして６番目、交通バリアフリー整

備事業についてですけども、地域と警察と

市が連携して交通安全対策を行うことは、

これはニーズに柔軟に対応できるやり方

だと思っております。これについては各地

域の状況に応じた、例えば速度超過対策な

どにも連携することができればと思いま

す。次年度につきましても、よい事例とし

て参考にして各事案に適切に対応してい

ただくよう、要望いたします。 

 ６番目につきましては以上です。 

 続きまして７番目、花いっぱい活動助成

事業についてですけども、お花というのは

まちをきれいにいろどり、市民の心の豊か

さをもたらし、また市民が地域とのつなが

りを維持するのによい政策だと思ってお

ります。今後も施策の意義というものをし

っかりと堅持して、適切に実施していただ

ければと思います。 

 ７番目も以上です。 

 続きまして８番目、公園維持管理につい

てですが、部署をまたいで各施策で健康器
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具が全部で１０４基ですかね、設置されて

いるというのも理解いたしました。ただ、

それらの健康器具の活用状況というのは

どう把握をされているんでしょうか。本市

はオール摂津で、健都を中心に健康づくり

と医療イノベーションの好循環創出によ

る健康事務の延伸をリードするまちづく

りを目指しております。建設部においても、

その目標に貢献することが非常に重要で

あると思います。 

 健康器具の話に戻りますが、私は限られ

た予算内において健康器具設置について

は、子どもたちの遊具も当然ながら必要と

思いますので、その数には必ずしもこだわ

る必要はないかと考えます。むしろ、健康

に関するコンセプトを考え、健康器具それ

ぞれの設置意義を見出して、より効果的な

場所に必要な種類のものを設置するとい

うことが大切であると思います。 

 例えば、私は先日、大阪人間科学大学で

行われた健康寿命を延ばそうというテー

マの市民向けの公開講座に行ったんです

けれども、そこではロコモ対策、すなわち

運動器の障害対策、そしてメタボリック対

策が取り上げられておりました。そこで器

具を用いた運動も紹介されており、健康器

具の設置についてもそのような専門的知

識を取り入れることがよいのではと考え

ます。 

 そして、保健福祉部が行うウオーキング

コースと連携させ、点と点を線で結び、ロ

コモ対策ウオーキングコース、メタボリッ

ク対策ウオーキングコースなどをつくる

ことがより効果的であると考えます。 

 ただ設置するのではなく、どうすれば健

康のまちづくりによりよく貢献できるの

か、健康器具を設置した成果を得られるの

かを考え、そして部局を横断して連携し、

健康事務の延伸のまちづくりにしっかり

と取り組みを要望いたします。 

 ８番目につきましても以上です。 

 続きまして９番目、震災対策推進事業に

ついてですが、まさに大阪北部地震を受け

て、非常に関心が高まっているものと理解

をしました。ぜひ、これらにつきましては

国・府の制度もいろいろと各施策を活用し

てしっかりと引き続き取り組んでいただ

きますよう要望いたします。 

 ９番目についても以上です。 

 続きまして１１番目、消防活動事業につ

いてですけども、火災についてはなかなか

ゼロにするというのは難しいということ

につきましては理解をいたしました。ある

程度そのかげんというものがあるのかな

と考えております。 

 救急につきましては、引き続き非常に増

加傾向にあると。そういった時代のニーズ

に合わせ、体制もしっかりとそれに合わせ

て整えていくことが大切であると考えま

す。特に先ほどの消防ポンプ車両の件でも、

装備はそう簡単にはやはり高額でそろえ

ることは難しいものです。よって、しっか

りと先を見据えて将来における消防の求

める役割を分析、検討された上で計画的に

装備訓練などを行うよう要望いたします。 

 １１番目も以上です。 

 続きまして１２番目、消防団活動につい

てですけども、いろいろと検討されている

ということを理解いたしました。やはり、

今その消防団の対応についても消火訓練

一辺倒ではなく、さまざまな訓練の多様化

というのがやっぱり今のお話を聞くと必

要と考えられます。 

 また、消防団の最低限の認識を統一する

ためのマニュアル作成というのも必要と

理解いたしました。各分団長の判断能力で
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著しくその対応が異なってしまっては、や

はり状況においては危険性を見逃してし

まう可能性があると思います。しっかりと

作成をしていただくよう要望いたします。 

 また、私は大阪北部地震発生時に消防団

で地域見回りを行った際に、通過すること

が危険な場所に複数遭遇して、消防署に行

って立入禁止テープを受領し、それをその

場所に貼ったということがありました。大

災害においては、さらにそのような状況が

生起し、さらに時間も切迫することは明ら

かです。それらの立入禁止テープの消防団

への配布と、今すぐできるような対策とい

うのを引き続きしっかりとやっていただ

くよう、これは要望とさせていただきます。 

 １２番につきましても以上です。 

 続きまして１６番目、防災対策事業につ

いてというところですが、地域防災計画と

いうのが市の危機管理の骨幹、まさに全て

の基礎となるものと理解をしております。

であれば、修正については先送りにするの

ではなく、速やかに行うべきと考えており

ます。 

 なぜ私が昨年の１２月議会から取り上

げている地域防災計画の不備や実施上の

課題解決のためにこだわるのかは、これに

よって危機管理における適切なリスク管

理を行うことができないのではと、懸念を

抱いているからであります。そもそも不備

を有する計画というのは、それによって組

組織内の認識のそごや指示待ち人間を増

殖させ、時間が勝負と言われる有事に市と

して迅速に動くことができない要因、対策

のおくれにつながります。 

 この対策のおくれが発災時の人命救助

のおくれや、震災関連死の増加の原因とな

る可能性を高めます。つまり、一つのミス

が一つの被害拡大リスクの要因となって

いると認識しております。よって、これを

先送りにしておくことがそのまま被害拡

大リスクを抱えているということになり

ます。いわば、危機管理というのはリスク

管理でもあります。 

 これは私の自衛官の経験なんですけど

も、自衛官というのは平時においては常に

心配症であれと言われています。これは平

時に楽観的な人ほど小さなミスを見逃し、

かつそれを繰り返して有事に重大なミス

を犯してしまう危険性があるからです。ま

た逆に、有事にこそ将来を明るいと楽観的

になって、平時からの漏れない計画と体制

と部下を信用し、例えば不安を抱える市民

を引っ張って復興へと導いていく、これが

安全保障、人の命を担う人間の心得かと思

います。 

 私はこれらの心構えについては、人の命

にかかわる自衛隊、警察、消防、そして市

の危機管理担当職員についても同様のこ

とが言えるかと思います。安全・安心のま

ちづくりの骨幹たる地域防災計画がリス

クの塊とならぬよう、速やかに修正するこ

とを要望いたします。 

 続きまして１７番目、状況予測図上訓練

についてでありますが、中身をいろいろと

お聞きすると、少し疑念というものが生じ

ております。というのは、地域防災計画と

これらの訓練が実際のところ明確にリン

クされていないのかなと考えております。

そもそも地域防災計画というのは、やはり

不備を見つけるためには訓練をして、不備

というのを見つけて、それを修正すると。

すなわち、ＰＤＣＡサイクルが求められま

す。せっかくこのように訓練をされている

のであれば、ぜひこれを地域防災計画と連

携してやっていかなければ、その効果とい

うのは半減しているものと私は考えます。 
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 今回の図上訓練において、その反映がい

かに大阪北部地震においてできたのかと

いうところも、私はこの検討に、教訓とし

て検討することに値するのかと思います。 

 ではなぜ、これらが適切とされていなか

ったのかと、当然ながら人が少ないという

のが直接的な要因かとは思いますが、間接

的な要因としては、私が考えるにこれはも

う個人云々ではなくて、組織全体の意識に

おいて防災に対する意識がやや甘いので

はないかというものです。これについては

異論があるかと思いますが、私の、元自衛

官としての東日本大震災に派遣された実

業務での経験と、また東日本大震災を経験

した宮古市や仙台市を訪問し、現地の教訓

を聞いた上で、率直な意見としてでありま

す。 

 この防災への認識が甘いがゆえに、防災

政策は他の業務と同様の扱いで十分だと

いう考えが一般的となり、結果として大阪

北部地震発生時に全庁で対応するという

よりは、担当部署に任せておけばよいとい

う組織風土の醸成につながってしまった

のではと考えます。これはその地震の大き

さにかかわらず、何らかの形で見られたか

と思います。ぜひ、危機管理というものが

市の他の業務とは全く異なるものである

と再認識をすべきです。危機管理部署は消

防と同様に人の命を預かる仕事でありま

す。消防と同様のてこ入れが必要であるか

と思います。 

 そこで、これにつきましては要望でござ

います。市職員全員が人の命を預かる危機

管理部署の責任の重さを深く認識し、対策

を講じるよう要望いたします。そして今は、

さまざまな災害対応で一時的に市の職員

の意識は高くなってはおりますが、時間が

経過すれば人というのはやはり忘れてし

まうものです。よって、全ての市職員に対

し、災害対応にみずから率先して活動でき

る体制、環境を整え、かつその意識を持続

させる対策をとることもあわせて要望い

たします。 

 続きまして１８番、防災管財課の人数に

ついてというところでありますが、先ほど

言っておりますが、本市防災政策の最も大

切な地域防災計画の修正ということがで

きなかったということ、また訓練というも

のがなかなかそういう計画にリンクされ

ず、あるいはＰＤＣＡサイクルが適切に行

われていなかったことの直接的な原因と

いうのが、やはり防災専属職員、実務担当

者の３人という少なさから来るものと考

えます。 

 例えば、他市での危機管理専門の実務担

当職員数ですが、近隣の茨木市は９人、人

口３万人の島本町ですら５人もおります。

東日本大震災の被災地である人口５万人

の岩手県宮古市は９人、そして先日、全国

都市問題会議に行ったんですけども、そこ

で講演をされていた本市の人口とほぼ同

じ８万１，０００人の埼玉県和光市という

ところでは、９人もおります。これらが意

味することは、全国津々浦々、防災行政に

はもうそれだけの業務量が求められてい

る現状を示しているものと考えます。 

 では、本市において現状のコストで与え

られた職務を適切に実行できているのか

と。単純に考えれば、一つ、地域防災計画

の修正。二つ、災害対策本部マニュアルの

修正。三つ、淀川氾濫対応計画、またマニ

ュアルの作成。四つ、全庁における実践的

訓練と分析及び成果の反映。五つ、防災サ

ポーター制度の構築及びその維持更新。六

つ、他市関係機関との広域連携の整備。七

つ、防災の出前講座、地域防災マップ整備。
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八つ、一連の災害対応の教訓と検証。やら

なければならないことは、思いつくだけで

最低８個あります。災害対応のリスク管理

上、これらは同時並行的にしなければなり

ません。 

 今までは目の前の２個ほどの作業で物

理的にもう手いっぱいになって、防災計画

や災害対策本部マニュアルなどの根本的

なものを先延ばしにしてこられましたけ

ども、やはりもう南海トラフ地震がいつ起

きるかわからない状況においては、もうそ

ろそろそれについては許されるものでは

ないかと思います。まさに前回も市長が言

われたように、市長の言われる安全・安心

のまちづくりとは対策を先延ばしにして

市民には被害拡大リスクを強要し、市長及

び執行機関には訴訟リスクをもたらすよ

うなことではないと思います。 

 ゆえに、しっかりと危機管理でのコスト

とリスク管理をしっかり分析、検討し、人

員の増員などの具体的処置、対策を行うよ

う要望いたします。これにつきましては、

個人云々ではなくて、やはり組織としてど

う考えているか問われる問題かと思いま

す。 

 なお、大阪府内市町村においては、危機

管理専門部署を有しているところは、日本

防火・危機管理促進協会のホームページに

よると、本市よりも人口規模の少ない１９

市町村中１４市町もございます。もはや危

機管理専門部署の設置とは、最低限の必要

なコストと断定できます。 

 たびたび繰り返しますが、これはまた私

の経験なんですけども、私は自衛隊におい

て幹部とその下の一般隊員との最も大き

な違いというのは、組織を変えられるか変

えられないかの違いであると教わってき

ております。つまり、幹部は自身に与えら

えた任務について、自身に与えられた組織

で達成できるかできないのかをＰＤＣＡ

サイクルでの実務を通じて考えなければ

なりません。当然、まずは与えられた組織

で取り組むことが第一義であります。しか

し、それが困難と判断したならば、意見具

申という形で上級部隊に人数などの追加

要望を行って、対策を講じて、与えられた

任務を達成するよう努力しなければなり

ません。それが幹部自衛官としての職責で

あり、それができなければ上官に幹部自衛

官をやめてしまえとよく言われてしまい

ます。 

 これについては、なぜなら任務達成がで

きないにもかかわらず、それを放置してお

くことは、有事のときに部下と国民の命に

危険をもたらすからであります。そしてそ

れは、個人やその部署が負える責任の範疇

を超え、自衛隊全体に大きな影響をもたら

します。私自身、小隊長や副中隊長として

部隊を任された期間というのは、心休まる

ことがなかったというのが正直なところ

であります。 

 話は戻りますが、対応について特に総務

部長を初め防災管財課長、担当課は非常に

苦労をされておりました。私自身を含め、

誰しもがその働きぶりについては認めざ

るを得ないと思います。 

 そして、それらの経験を次に伝えること

は今後の大きな役割と考えます。私はこの

大阪北部地震を経験された今の職員こそ

が、市民の命を守るために誰から見ても疑

義のないリスク管理が適切に行える危機

管理体制を築き上げることができると考

えております。次の議会においては、ぜひ

安全・安心のまちづくりについてしっかり

とした対策の一案を示されることを期待

しております。 



- 40 - 

 

 続きまして１９番目、市庁舎ＥＳＣＯ事

業支援事業業務委託料についてですけど

も、管財係のＦＭ計画の起用に貢献という

ことについてはその内容を理解いたしま

した。ぜひ、市財産の適切な管理のために

しっかりとＦＭ推進と連携していただく

よう要望いたします。 

 また、大阪北部地震においては管財係の

方も防災管理係と一緒に震災対応をされ

ておられました。頭脳となる防災管理係を

補助するというよい形で、チームワークが

とれていたのかなと思います。大変お疲れ

さまでした。 

 しかしながら、本来であれば市役所全体

で管財係のされた電話対応、避難所管理、

さまざまな雑務など、発災当初から行うべ

きだったと考えております。一般的に、危

機管理における少数精鋭体制というのは、

平時は最低限の指揮機能を維持し、他部署

には時々の必要な訓練をさせ、そして有事

に指揮機能を発揮して全ての部署職員を

動員して対応することであるかと思いま

す。よって、管財係だけに準防災係として

の役割を与えるのではなくて、全職員に準

防災係としての役割とその意識を持たせ

ることが必要であると考えます。 

 そして、防災とは全く異なる役割を持つ

管財係には、ＦＭ推進や営繕係等の市の財

産を管理する重要な役割にその職務を専

念させることが適切であると考えます。管

財係の効率的な運用及びその役割の効果

を最大限発揮できる部署課に統合するこ

とを検討するよう要望いたします。 

 １９番目も以上です。 

 最後２０番目ですけども、統計調査員の

募集内容については理解いたしました。た

またまですね、先日、お会いした統計調査

員の方からいろんな苦労話をお聞きしま

した。その話の中に一つちょっと気になる

ことがございまして、それは市担当者から

台風前ということで調査を一時中止して

いただいて結構ですよという電話があっ

たと。ちゃんと気を使ってもらっているん

だよと話されていたことです。統計調査員

の方は非常に市の対応に満足されている

ようでございました。統計調査員というの

は大変な業務かと思います。ぜひ、このよ

うな丁寧な対応を今後も引き続き実施し

ていただくよう要望いたします。 

 以上です。質問を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 ほかに質問ございま

すか。 

 南野委員。 

○南野直司委員 それでは、私は今回から

総務建設常任委員となりましたので、どう

かよろしくお願いいたします。 

 何点か、私のほうからも質問させていた

だきたいと思います。決算概要を中心に質

問させていただきますので、よろしくお願

いします。 

 まず１番目、４６ページ、市立集会所管

理事業、決算額９１８万３，７４４円につ

いてでございます。この市立集会所の管理

事業の中の修繕料、５８６万７，５９８円

についてでありますけども、改めてどのよ

うな改修工事をされたのか等々お聞かせ

いただきたいと思います。 

 次に２番目です。同じく４６ページ、庁

舎管理事業、決算額１億６，８３２万４，

１６９円です。この事業の中の、先ほども

ご質問がありましたけども、市庁舎ＥＳＣ

Ｏ事業支援事業委託料４７５万２，０００

円についてでございます。具体的に、例え

ば空調熱源機器の更新、あるいは空調関連

機器の運転制御、あるいは中央監視装置の

更新、そして換気設備の省エネ制御、節水
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器具の取りつけやＬＥＤ照明の導入とい

うことで、具体的にＥＳＣＯ事業でされた

工事の中身について、改めてちょっとお聞

きしたいと思います。 

 それから３番目でございます。情報化推

進事業、決算額１億４，７１８万３，７９

４円についてでございます。政府が運営し

ておりますインターネット上のオンライ

ン申請サービスでありますマイナポータ

ルの平成２９年度の取り組みについてお

聞きしたいと思います。いつでもどこでも

２４時間３６５日、さまざまな申請ができ

るということを推進して取り組んでいた

だいておりますけども、その中身について

お聞かせいただきたいと思います。 

 次に、６０ページ、４番目であります。

課税事務事業、決算額２，３６５万１，１

９３円についてでございます。この課税事

務事業の中の平成２９年度における原動

機付自転車、また１２５ｃｃ以下のバイク

ですね、そしてミニカー、小型特殊自動車

のナンバープレートの交付状況について

お聞かせいただきたいと思います。 

 それから５番目です。１２４ページ、市

営住宅管理事業、決算額１億６３０万５，

７５５円についてでございます。この市営

住宅管理事業の中の一津屋第１団地にお

ける外壁などの改修工事の内容について、

改めて平成２９年度の取り組みとして、お

聞かせいただきたいと思います。 

 それから、６番目であります１３０ペー

ジ、自主防災組織支援事業の決算額３９万

７，１２７円についてでございます。 

 各地域で実施していただいております

自主防災訓練などの支援の平成２９年度

の取り組みについて、お聞かせいただきた

いと思います。 

 それから、７番目、１３０ページ、情報

収集伝達体制整備事業の決算額１億７，３

８２万６２８円についてであります。 

 この情報収集伝達体制整備事業の中の

防災情報充実強化事業負担金の取り組み

内容について、お聞かせいただきたいと思

います。 

 それから、８番目、１３２ページ、防災

対策事業の決算額１，４２５万５，８８９

円についてでございます。 

 先ほども、防災タウンページの作成とい

うことでご答弁があったと思います。これ

は２０１８年度版でありますけれども、中

身は市民の人から好評で、わかりやすいと

いうお声をいただいております。 

一つは、連絡先と家族の情報、災害から

命を守るために災害に備えて情報の収集、

応急手当、災害の後始末と生活再建、そし

て洪水ハザードマップ、そして緊急避難場

所マップの洪水版と地震版、そして避難所

リストということで、わかりやすく作成し

ていただいております。この防災アドバイ

ザーの方等々にいろいろご意見をいただ

きながら作成されたと思いますけれども、

その経緯について、お聞かせいただきたい

と思います。 

 それから、９番目であります。１２６ペ

ージ、指令・通信事業の決算額２，８９４

万６，６１３円についてでございます。 

 これも、先ほど、午前中からご質問があ

りまして、平成２８年４月１日から消防力

の強化を目的に、吹田市、そして摂津市に

よる消防指令センターの共同運用が始ま

ったということで、平成２８年度と平成２

９年度の決算額の違いについても、ご答弁

いただいたと思います。今までは、それぞ

れの市で行っていた指令業務を一つに統

合することで、大規模な事故や災害、摂津

市との市境付近で発生した火災、救急など
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に対する相互の応援体制が強化されます

ということで、例えば、私も開所式に行か

せていただいたのですけれども、最新機器

を設置していただいていると思います。見

させていただきましたけれども、効果的な

活動を目指して最先端の設備を導入しま

したということで、指令装置は４画面フル

タッチパネルディスプレーで構成された

電子ペンや手書き文字認識を採用するこ

とで、直感的な操作により操作負担を軽減

し、迅速な受付指令業務を実現しています。 

 また、災害現場を特定して状況を瞬時に

把握できるよう、両市内の３か所に高所カ

メラを設置したほか、消防隊などの活動状

況が確認できるように、現場指揮活動を行

う指揮支援車にカメラを搭載した等々と

書かれておりましたけれども、具体的な中

身について、お聞かせいただきたいと思い

ます。 

 １０番目です。１１２ページです。交通

安全啓発事業の決算額４２９万１，３７２

円についてでございます。 

 さまざまな取り組みをしていただいて

いると思いますけれども、小・中学校、幼

稚園、保育所などで取り組んでいただいて

おります交通安全教育の実施をしていた

だいておりますが、平成２９年度の取り組

み内容について、お聞かせいただきたいと

思います。 

 それから、１１番目、１１６ページ、道

路補修事業の決算額１億５，６９６万３，

９６０円についてでございます。 

 この事業の中身でありますけれども、主

な平成２９年度の取り組みにつきまして、

改めてお聞かせいただきたいと思います。 

 それから、１２番目です。同じく１１６

ページ、橋梁長寿命化修繕事業の決算額１

億１，０５１万６，４００円についてでご

ざいます。 

 この橋梁の耐震化及び長寿命化であり

ますけれども、平成２９年度の取り組みに

ついて、お聞かせいただきたいと思います。 

 それから、１３番目です。１１８ページ、

正雀南千里丘線外２路線（阪急正雀駅前）

道路改良事業の決算額９２万３，４００円、

この事業の中の阪急正雀駅前の道路拡幅

改良についてであります。 

 平成２９年度の取り組みとして、法務局

への地図訂正申請に向けての調査であり

ますとか、この取り組み内容につきまして、

改めてお聞かせいただきたいと思います。 

 それから、１４番目、１２０ページです。

特定空家対策事務事業の決算額１１万５，

１１５円についてでございます。 

 司法書士等を講師として招き、空き家対

策の現状や困難事例等をもとに解決に向

けた取り組みについて研究を深められま

した。相続問題、あるいは長屋の空き家に

ついて司法書士の方に講演会を開いてい

ただいたり、実施していただいたと思いま

す。また、空き家対策も含めてＮＰＯや不

動産事業者との意見交換を実施していた

だいたと思います。改めて、平成２９年度

の取り組み内容について、お聞かせいただ

きたいと思います 

 それから、１５番目であります。１２０

ページ、震災対策推進事業の決算額５９３

万７６４円についてでございます 

 これも、ご質問がありました。私からは、

摂津市住宅建築物耐震改修促進計画に基

づいてのご質問をしたいと思います。住宅

耐震化の目標については、住宅については

平成２７年度時点での耐震化率は８１％

であり、これを目標年次、平成３７年度ま

でとして９５％とすることを目標として

おりますけれども、進捗状況について、お
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聞かせいただきたいと思います。 

 それから、１６番目、１２０ページ、都

市計画課に関する一般事務事業でござい

ます。決算額２，５８９万１，０２２円に

ついてでございます。 

 この事業の中の大阪府都市計画協会負

担金及び大阪府都市計画街路事業促進協

議会負担金の二つの取り組み内容につい

て、お聞かせいただきたいと思います。 

 それから、１７番目であります。１２２

ページ、都市景観事業の決算額１２万２，

３４０円についてでございます。 

 摂津市の魅力的な景観をテーマに、市民

の皆さんから写真を募集し、市役所ロビー

あるいはコミュニティプラザあるいはア

トリウム南摂津にパネルを展示していた

だいておりますけれども、平成２９年度の

写真の応募件数や具体的な取り組み内容、

そして周知方法について、お聞かせいただ

きたいと思います。 

 それから、次に１８番目です。１２０ペ

ージ、水みどり課に関します一般事務事業

の決算額６９１万８，１３２円についてで

ございます。 

 ここで、平成２６年３月に改正されまし

た摂津市緑の基本計画、「はな・みどり・

みずのまち・さわやか摂津」の取り組みに

ついて、お聞きしたいと思います。 

この計画は、平成２６年３月に改定され

ましたけれども、計画の進捗状況について、

お聞きしたいと思います。 

 １９番目であります。１２２ページ、公

園維持管理事業の決算額１億４，７７２万

３，１０１円です。そして、もう一つは、

公園遊具補修事業の決算額８３６万２８

０円についてですけれども。 

 これも先ほど関係するご質問がありま

したけれども、例えば、この事業の中で点

検して平成２９年度に改修された遊具、そ

して、また新たに遊具を設置されたという

部分がありましたら、教えていただきたい

と思います。 

 それから、これが最後です。２０番目に

なります。これは、大阪府に関することで

ありますけれども、水みどり課が所管にな

るかなということで、ご質問させていただ

きたいなと思います。 

 ７月に発生した西日本豪雨による浸水

被害で３人の方が亡くなりました広島県

の三原市の怒田川で、川の中州などに茂っ

た樹木が川の水の流れを防いで、氾濫の一

因となったと見られることが今回の西日

本豪雨の土木学会の現地視察でわかりま

したということで、専門家によりますと、

全国各地に同様の河川がありますと、早急

に対策をとるべきだと指摘をされていま

した。 

 摂津市にも五つの河川があるわけであ

りますけれども、一つは淀川、そして安威

川、大正川ですね。特に私が気になります

のは、淀川にも多くの樹木が茂っているわ

けでありますけれども、安威川であったり、

大正川にも樹木が茂っております。そして、

私の家の近くの山田川にも、大きな樹木が

茂っております。これは大阪府の茨木土木

事務所に剪定を２年前にしていただいた

わけですけれども、多くの市民の皆さんか

ら、樹木は剪定しなくて大丈夫ですかとい

うお声を水みどり課のほうへいただいて

いると思いますけれども、大阪府との連携

体制について、ここでお聞かせいただきた

いと思います。 

 以上で１回目を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、質問番号１か

ら始めます。 
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 質問番号１、市立集会所の修繕の内容、

その中身ということなのですけれども、主

に、経年劣化によります修繕がほとんどで

ございます。一例を挙げますと、照明器具

の交換でありましたり、消防設備の誤作動

に伴う修繕、このあたりが主でございます。 

 また、一部、経年劣化以外のものも若干

ございますが、それはトイレの洋式化、こ

れを３か所実施したのですけれども、洋式

便器に変える工事をいたしました。これで、

集会所のトイレは全て洋式化が整ったと

いうことになります。 

 続いて、質問番号２、ＥＳＣＯ事業の工

事の具体的な中身というところでござい

ますが、これは単純明快でございまして、

空調、照明、それから水道、この３点でご

ざいます。特に空調と照明なのですけれど

も、電気でございますのでデマンドコント

ローラーといいまして、エアコンを使い過

ぎたら、ちょっと抑えめにコントロールし

たり、そういう形で集中管理のところの部

品も交換しております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 質問番号３番、マイ

ナポータルの平成２９年度の取り組みに

ついて、お答え申し上げます。 

 マイナンバーを利用した情報連携の開

始とともに、マイナポータルの本格運用が

平成２９年１１月１３日から開始されま

した。マイナンバーカードを活用した本人

確認によるオンラインサービスの一つで、

委員がご指摘のとおり、市窓口に出向くこ

となく、家庭等のパソコンからインターネ

ットを利用して、夜間、休日を問わずに児

童手当や保育など子育てに関する一部の

手続、あるいは自身に必要なお知らせを受

け取ることができるものとなっておりま

す。 

 本市におきましては、マイナポータル上

の子育てワンストップサービスを利用で

きるよう、地方公共団体情報システム機構、

通称Ｊ－ＬＩＳが提供する電子申請接続

サービスを導入し、インフラの整備を行っ

たところでございます。 

 このサービスは、本市で既に導入してお

りますコンビニ交付に係る証明書交付セ

ンター機能を利用するため、初期費用を発

生させることなく、ランニングコスト年間

約２万６，０００円で利用ができるもので、

非常に安価で導入ができたところでござ

います。 

 また、本市での子育て関係の４分野１５

手続に関しましては、マイナポータルを通

して制度案内等を行っており、電子申請に

つきましては、児童手当に係ります「児童

手当等の額の改定の請求及び届出」という

手続が行えるようになっております。 

○渡辺慎吾委員長 船寺課長。 

○船寺市民税課長 質問番号４番の平成

２９年度における原動機付自転車、ミニカ

ー、小型特殊自動車のナンバープレートの

交付状況について、お答えいたします。 

 平成２９年度の原動機付自転車等のナ

ンバーの交付状況につきましては、５０ｃ

ｃ以下が７３６台、９０ｃｃ以下が４２台、

１２５ｃｃ以下が５０５台で、ミニカーが

１２台、小型特殊自動車が１８台でござい

ました。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 続きまして、質問番

号５番でございます。 

 一津屋第１団地の工事の内容というこ

とでございますが、この工事は、建物の耐

久性をアップさせまして、長寿命化を図る

こと、これを目的としております。また、
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維持管理の容易化も、あわせて目的にした

工事でございます。 

 具体的には、一津屋第１団地の外壁塗装

を三層構造のものに塗りかえました。また、

屋上の給水タンクを撤去いたしまして、水

道本管からの直圧式に切りかえさせてい

ただきました。 

 以上が工事の内容でございます。 

 続きまして、質問番号６、自主防災訓練

の支援についてでございます。 

 この自主防災訓練なのですけれども、地

域主催によります取り組みでございます

が、我々、市役所といたしましても、企画

段階から協力させていただきまして、いい

訓練になるようにお手伝いさせていただ

いているところでございます。 

 また、この自主防災訓練の中で市のブー

スも面積を確保させていただきまして、平

成２９年度では、防災資機材の展示であり

ましたり、お着がえ用のプライベートテン

トの組み立てであったり、段ボールトイレ

の組み立て、このあたり、実際に避難所運

営にかかわるところの訓練を参加いただ

いた市民の皆さんに体験していただいた

ところでございます。 

 今後も、自主防災訓練の中で、特に避難

所運営の訓練などを実施していただける

ように働きかけてまいりたいと考えてお

ります。 

 続きまして、質問番号７番です。防災情

報充実強化事業の負担金の中身というこ

とでございます。 

 これは、大阪府と、それから府下の全市

町村が共同で運営しております事業の負

担金でございまして、中身といたしまして

は、主に防災ポータルサイトと言うのです

けれども、府と市町村との情報連携に用い

るシステムの運営経費、それから、市民の

皆さんにかかわるところでは、市民の皆様

に向けた情報発信、具体的には、水位が上

がってきて、避難の準備とか、そういうあ

たりのエリアメールの一斉発信、これに使

うソフト、また、テレビの地上波デジタル

放送の dボタンを活用した情報周知、この

あたりの大もとになるシステムの経費負

担分でございます。 

 最後に、８番目、防災ハザードマップの

作成の経緯ということなのですけれども、

我々、課の中で、何とかして淀川の氾濫水

位が変更された点を伝えたいというとこ

ろで、若干広告が入っても構わないと。な

るべく安い経費で市民の皆さん、また事業

所の皆さんに配りたいというところで、何

社かある中で最終的にＮＴＴのタウンペ

ージ、これは広告をとっておられますし、

一番、市にとって安くお配りできるという

ことになりましたので、広告もある、ＮＴ

Ｔのページもある、その中にハザードマッ

プもあるという形をとれるということで、

最終的にＮＴＴとコラボして進めること

になりました。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 日野参事。 

○日野警備課参事 それでは、質問番号９

番、指令センターにおける具体的な中身に

ついて、お話をさせていただきます。 

 吹田市・摂津市消防指令センターでは、

高機能指令システムを導入しており、１１

９番通報を受けた際に、指令装置のモニタ

ー上の地図に通報場所などの位置情報を

表示することができます。火災通報を受理

したときは、火災である災害場所に高所カ

メラが自動的に向くようなシステムであ

ります。 

 また、通常は、指令台が４台、指揮台が

１台、無線統制台が１台の計６台の指令台
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なのですが、大規模災害など、通報が集中

する状況下においては、モードを切りかえ

て、指令台を増強することもできます。最

大１１席まで運用ができ、適格かつ迅速に

処理できるようになっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、１０番目

の交通安全啓発事業に関する平成２９年

度の取り組みについて、お答えさせていた

だきます。 

 春の全国交通安全期間中での駅前での

キャンペーンを実施するほかに、新１年生

を対象に入学式当日、児童、保護者への交

通安全啓発品の配布を鳥飼小学校で実施

しております。 

 また、集客商業施設の協力を得まして、

買い物客への交通安全の啓発を実施して

おります。 

 それから、安威川公民館大ホールにて、

高齢者を対象にした交通安全講話を行い

まして、交通安全意識の高揚を図るほか、

街頭に出まして、交差点における歩行者、

自転車利用者を対象にした朝の通学時間

帯に街頭指導を実施し、交通マナーの向上

及び交通安全啓発の普及に努めたところ

でございます。 

 また、秋の全国交通運動期間中では、春

と同様の取り組みのほかに、サンドライビ

ングスクール吹田茨木で実施しました交

通安全フェスティバルにおいて、摂津警察

署と連携した取り組みを行っております。 

 また、９月２８日には、摂津市交通安全

大会を摂津市民文化ホールにて、摂津市交

通安全推進協議会主催のもと、摂津警察署、

摂津交通安全自動車協会関連団体など、関

係団体と連携して開催し、自動車免許の優

良表彰を初め、交通安全講話を実施し、多

くの市民が参加していただいたところで

ございます。 

 また、春・秋の全国交通安全運動以外に

も、５歳児の幼稚園児を対象に横断歩道の

渡り方を教えたり、市内全小学校の３年生

を対象にした自転車の乗り方と通行の仕

方などを教え、安全教育に努めております。 

 また、中学生におきましても、試験的な

取り組みとして、ＶＲを活用した自転車講

習を実施しております。 

 また、このほかにも講習依頼があれば教

室を開き、安全啓発に努めておりまして、

事務報告書のほうにも記載があるように、

水道検針員への自転車講習会であったり、

消防団の方々に対しての安全講話を実施

したりしております。 

 また、各全国交通安全運動の期間前には、

交通安全運転者講習を市内６か所の会場

で実施しており、それぞれの取り組みを実

施したところでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 １１番目のご質問

の平成２９年度の道路補修事業の取り組

みについて、お答えいたします。 

 平成２９年度の道路補修事業決算額、約

１億５，７００万円の内容でございますが、

市内全１８路線、約２．７キロメートルの

舗装修繕工事を計７工区、約１億３，８０

０万円の工事発注により、舗装修繕を実施

しております。 

 また、前回の舗装点検で使用した調査資

料が５年を経過いたしますことから、新た

に１，８９０万円で市内１７２キロメート

ルの舗装点検を行っております。舗装点検

では、路面のひび割れや凹凸の状態から舗

装の評価を行う路面性状調査を実施して

おり、今後の舗装修繕計画の資料となるも
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のでございます。 

 続きまして、１２番、橋梁長寿命化修繕

事業の内容について、お答えいたします。 

 平成２９年度の橋梁長寿命化修繕事業

の内容につきましては、平成２６年度より

実施しております橋梁定期点検５０橋の

ほか、橋梁長寿命化修繕計画や定期点検の

結果に基づく橋梁修繕２橋と、過去の定期

点検で修繕が必要と判断された橋梁の修

繕実施設計１８橋、これらを実施しており

ます。 

 また、平成２８年度からの繰り越し事業

ではございますが、橋梁耐震工事で鶴野橋

橋脚補強工事を完了に至っております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、１３番目

の阪急正雀駅前の道路改良事業の平成２

９年度の取り組み内容について、お答えさ

せていただきます。 

 平成２８年度に実施しました境界確定

の立ち会いの結果に基づきまして、平成２

９年度は、測量のチェック、それから筆界

確認書の作成、その内容につきまして各権

利者のほうへ再度説明に回りまして、各対

象地権者から筆界確認書の押印、署名をい

ただいたところでございます。 

 また、法務局での地図訂正の申し出に当

たりまして、登記情報と申し出人の住所、

氏名を符合させる必要がありますので、そ

のあたりの権利確認の調査なども実施し

ております。地権者で進めていただく必要

がある手続でございますが、現場の残りの

５０％に関する土地の権利者には、隣接す

る地図上、国の国有地の水路が存在してお

りまして、これにつきまして、土地の所有

権確認訴訟についての説明会を実施し、ま

た担当する弁護士同席のもと打ち合わせ

を行ったところであり、その後は、担当弁

護士から依頼者、各地権者の方々への面談、

調査などを実施し、進めているところでご

ざいます。 

 現在は、その案件に対して判決のほうが

まだでございまして、私どものほうとして

は、その動向を見守っているような状況で

ございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 寺田課長。 

○寺田建築課長 それでは、南野委員の１

４番目の特定空家対策事務事業にかかわ

る平成２９年度の内容について、答弁申し

上げます。 

 まず、平成２８年度から庁内関係課で構

成いたします空家等対策庁内調整会議、そ

れと、その下部組織でございます調査検討

部会を発足いたしまして、２か年をかけて

空家等対策特別措置法、これに伴います法

的な課題などの調査研究について取り組

んでまいったところでございます。 

 平成２９年度につきましては、法律上の

難しい問題、これにつきまして司法書士の

先生２名をお呼びいたしまして、具体的な

問題の事例紹介等についてご講演をいた

だき、調査検討部会におきまして、参考事

例紹介などで研究を大いに深めたところ

でございます。 

 具体的に申しますと、相続問題につきま

しては、国でも盛んに議論されております

所有者不明の問題、それと相続登記による、

時間がたてば、いろいろと厄介な問題が出

てくるということで、所有者不明につなが

るというような問題の事例等々をお示し

いただいております。 

 長屋の問題につきましては、持ち合い長

屋での解決事例みたいなものもご紹介い

ただくなど、部会員に対し、わかりやすく



- 48 - 

 

ご講演をいただき、認識を深めることがで

きたところでございます。 

 続いて、空き家の不動産流通の促進など

の問題につきまして、民間の市内の不動産

事業者、それとＮＰＯ団体のほうにも、市

内の実情等を含めて中古住宅市場の流通

促進に当たりまして、意見交換をさせてい

ただいております。民間の不動産流通事業

者のほうにおきましても、国のほうから中

古住宅の流通、中古住宅ですと、なかなか

安全性であったりだとか、安心して取引が

できるのかといったところで、住宅の調査

ということでインスペクションというよ

うな形で、耐震性であったりだとか、建物

の具体的な第三者機関をもって、専門家で

もって評価するような取り組みも実際行

われつつあるということでございます。 

 ただ、どうしましても、やはり新築需要

がまさるところもございまして、国の従来

からの景気対策であったり、税制面の部分

であったりだとかというところで、なかな

か中古住宅の流通が進まないという実情

等々もお聞かせいただいているような状

況でございます。 

 １５番目の耐震について答弁申し上げ

ます。 

 前計画では、平成１９年度から平成２７

年度で目標値９０％ということで、実績値

８１％ということで未達であったという

ことのご指摘がございました。 

 その要因といたしましては、１点目が、

旧耐震基準の住宅所有者の耐震化に係る

意識が希薄なところが見られる状況がご

ざいます。 

 ２点目が、やはりお住まいの方が、昭和

５６年以前の建物ですので、当然ながらご

高齢の方が多くお住まいでございます。定

住志向が高く、余りさわられたくないとい

ったような心理的な面等々もございます。 

 それと、最後に耐震改修費用が高くつく。

費用面の経済的な負担の部分での内容が

挙げられるかと思います。 

 第２期の摂津市住宅建築物耐震改修促

進計画は、このような課題を受けまして、

先ほども申し上げましたが、まず耐震化に

係る危機意識、ここに気づきをいただかな

いと前に進まないというところもござい

ます。そういうところを地道に、かつ確実

に伝わるような普及啓発が大事であると

いうところでございます。 

 次に、補助の申請の手続の簡素化という

ところの視点も当然ながら必要になって

こようかと思います。こういうところの部

分で、新たなメニューといたしまして補助

金申請にかかわる部分では、見積もり費用

と補助金の差額分だけご負担いただける

ような代理受領というような制度も導入

させていただくなど、手続の簡素化に努め

ておるところでございます。 

 また、議会のほうでも議論がありました

耐震シェルター、そういう部分につきまし

ても導入をさせていただいているような

状況でございます。 

 また、財政的な支援の点におきましては、

改修費用の３０万円上乗せ、これは国の緊

急対策事業の名の下でさせていただいて

おります。平成２６年度から継続して、こ

ちらのほうにも努めているところでござ

います。 

 それと、あわせまして、建て替えの需要

も多く存在しておるというところで、除却

の補助のメニューも平成２７年度から追

加させていただいているようなところで

ございます。 

 こういったようなところも含めて、近隣

市などの先進事例等々、情報収集を図りな
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がら、耐震化の促進に係る展開を進めてま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 西川部参事。 

○西川建設部参事 ご質問の都市計画に

かかわる一般事務事業の中にございます

二つの負担金について、お答えさせていた

だきます。 

 この二つの負担金につきましては、負担

金としまして２万円を支出しております

が、まず初めに、大阪府都市計画協会負担

金につきましては、大阪府で４２の市町村

が参加され、都市計画の各種研究、それか

ら調査研究、それから実地視察、研修会、

講演会等を開催し、本市も参加しておりま

す。 

 続きまして、都市計画街路事業促進協議

会負担金につきましては、府下３７市町及

び大阪府が参加してございまして、都市計

画街路事業にかかわります研究、実地視察、

それから国への要望等を行っており、本市

も参加してございます。 

 続きまして、１７番目の都市景観パネル

展についてのご質問にお答えさせていた

だきます。 

 都市景観パネル展につきましては、良好

な都市景観の形成に資する取り組みの一

環としまして、平成１４年度から実施して

おります。 

 写真の募集につきましては、ホームペー

ジや広報誌、それから摂津市文化連盟等を

通じまして周知を図っておりまして、平成

２９年度につきましては、６名の方から２

３件の応募がございました。これらの写真

を市役所本館及びコミプラ、モノレール南

摂津駅のアトリウム南摂津の３か所で展

示を行っております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 竹下課長。 

○竹下水みどり課長 南野委員の１８番

目と１９番目と２０番目のご質問に対し

て、ご答弁申し上げます。 

 まず、平成２６年３月改定の緑の基本計

画、これの進捗状況についてでございます

が、緑の基本計画の一番の計画の重点的な

取り組み、これが地域で花苗を育てる苗圃

の整備でございます。それは、鶴野苗圃で

実践教室など人材育成の拠点としながら、

各地域の都市公園に苗圃を整備して、市民

団体が自由に種から花苗を育て、楽しみな

がら花壇活動が展開できるよう取り組ん

でいる、そういう計画でございます。 

 具体的には、別府公園において、地元自

治会、これは２自治会なのですけれども、

これを対象にした現地での園芸教室を開

催しております。約３年かけまして、花苗

の育成の指導を行ってまいりました。現在

では、公園内に複数の花壇の管理をされて

おり、また、種から花苗を育てる苗圃管理

にも取り組まれているところでございま

す。 

 また、さらには、先ほど松本委員のご質

問の中でもご答弁させてもらいましたが、

実践教室の卒業者の方も新たに花壇活動

を実施されているところでございまして、

今後も、公園内や街角での市民主体の花壇、

苗圃を展開されて、点と点が結ぶ緑のネッ

トワークが広がるよう取り組んでまいり

たいと考えております。 

 次に、公園遊具の修繕・新設のお問いで

あったと思いますが、これにつきましては

ございません。 

 ただ、Ｄ判定、Ｃ判定を合わせまして３

３機の遊具について修繕を行っておりま

して、そのうち７機のリンクミニという遊

具なのですけれども、これについては取り
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かえを行っております。 

 この点については、以上です。 

 最後に、河川内の樹木の伐採についての

質問でしたが、河川の河道内に繁茂してい

る樹木については、委員がおっしゃるよう

に、豪雨時に河川の流水を阻害することで

河川の増水の要因になることや、また、自

治会や地元住民のご心配もございまして、

以前から茨木土木事務所に対しては、早期

に樹木伐採を実施するよう強く要望して

まいりました。 

 その中で、昨年度から、先ほど委員もお

っしゃられたように、茨木土木事務所では、

安威川の中州を含む一部と、それから山田

川の一部で流水阻害の影響にある樹木に

ついて伐採をしております。 

 今後も、茨木土木事務所に市内の河川で

樹木伐採を実施すると聞いておりますの

で、大阪府による樹木の繁茂などの確認を

行いながら、連携をしながら河川の管理に

ついて、大阪府と協議を図ってまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 ８番の答弁で答弁

漏れが一部ございました。 

 防災タウンページ、このアドバイザーの

経緯ということでございましたが、アドバ

イザーは、元静岡県地震防災センターの川

端信正様にお願いしまして、ＮＴＴのタウ

ンページ全体、我々のところも含めてアド

バイスをもらいながら進めてまいりまし

た。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 南野委員。 

○南野直司委員 そしたら、２回目の質問

をさせていただきます。 

 １回目、ご答弁いただきました。ありが

とうございます。 

 まず、１点目の市立集会所管理事業につ

きまして、平成２９年度の取り組みについ

て、ご答弁いただいたわけでございます。 

 市立集会所におきましても、このたびの

大阪北部地震、あるいは台風２１号におき

まして、大きな被害が出たのかなという認

識をしておりますけれども、この際お聞か

せさせていただきたいと思うのですけれ

ども、被害状況及び修繕計画について立て

ておられるのであれば、改めてお聞かせい

ただきたいと思います。 

 それから、２点目の庁舎管理事業につき

まして、ＥＳＣＯ事業の中身について、ご

答弁をいただきました。 

 やはり私自身が大事だなと思うことは、

ＥＳＣＯ事業を導入し、庁舎空調設備の更

新や照明設備のＬＥＤ化により、光熱費の

効果的な削減を図るとともに、省エネルギ

ー化を進めていただきましたことは高く

評価するところでありますけれども、大事

なのは、庁舎空調設備の更新や照明設備の

ＬＥＤ化によって、光熱費の削減効果の検

証をどのように進めていかれるのか、そし

て市民の方にこれを公表していかれるの

かという部分を、あわせて考えをお聞かせ

いただきたいなと思います。 

 それから、３点目、情報化推進事業につ

きまして、マイナポータルの取り組みの中

身について、ご答弁をいただきました。 

 現在の手続内容としましては、先ほどご

答弁いただいたと思いますけれども、母子

保健関係、そして児童手当の関係の項目だ

と認識しておりますけれども、今後、マイ

ナポータルの項目の拡大の考えについて、

あれば、お聞かせいただきたいと思います。 

 それから、４番目でございます。課税事

務事業の中でナンバープレートの交付状
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況について、お聞かせいただいたわけでご

ざいます。 

 摂津市では、平成２４年８月から、市の

イメージを広く、市内外にＰＲするため、

原動機付自転車等に交付するナンバープ

レートについては、新幹線のオリジナルナ

ンバープレートのみで実施していただい

ていました。そして、平成３０年６月１日

から、オリジナルナンバープレートか通常

のプレートか、どちらかを選べる選択制を

開始されましたけれども、他市の取り組み

状況、あるいは選択制にされた経緯につい

て、市民の皆さんからのお声があったのか

どうか等々、改めてお聞かせいただきたい

と思います。 

 次に、５番目でございます。市営住宅管

理事業につきまして、一津屋第１団地の外

壁等々の工事の平成２９年度の取り組み

について、お聞かせいただいたわけであり

ます。 

 この際、平成３０年度の予算で一津屋第

２団地の改修計画の予算を計上していた

だいておりましたけれども、実施に向けて

の改修内容、あるいは実施時期について、

改めてお聞かせいただきたいと思います。 

 ６番目、自主防災組織支援事業につきま

して、ご答弁いただいたわけでございます。 

 私自身、各校区の自主防災訓練に参加さ

せていただいた中で、やはり思うことは、

例えば、おひとり暮らしの高齢者の方や、

例えばハンティキャップを持っておられ

る方などの支援が必要な方を、やはりそれ

ぞれの地域にあります事業所、施設等々に

呼びかけて、一緒に実際に防災訓練に参加

していただくことも、今後、人数に限りは

あると思うのですけれども、それから、そ

れぞれの自主防災訓練をそれぞれのカラ

ーでやっておられると思うのですけれど

も、実際に参加されるということは大事だ

なと思います。その考えについて、お聞か

せいただきたいなと思います。 

 それから、７番目でございます。情報収

集伝達体制整備事業の中の防災情報充実

強化事業負担金の中身について、ご答弁い

ただきました。一つは、淀川の洪水情報の

メール配信、そして、もう一つは、緊急速

報メール、いわゆるＪ－アラートを介して

の防災無線等々の発信ですけれども、改め

てシステムの中身について、お聞かせいた

だきたいと思います。 

 ８番目でございます。防災タウンページ

の中身について、お聞かせいただきました。 

 今回の６月１８日の大阪北部地震、そし

て台風２１号がございましたけれども、学

んだ教訓を反映した、例えば２０１９年度

版というのを作成予定されているのか。さ

れているのであれば、更新計画を教えてい

ただきたいなと思います。 

 ９番目でございます。指令・通信事業の

中で、吹田市と摂津市の共同指令センター

の設備等々について、ご答弁をいただいた

わけでございます。 

 私自身は、この時期に、やはり吹田市と

摂津市とで消防司令センターを共同運用

していただいたことというのは、大きな意

味があるのではないかなと思うわけであ

ります。 

 例えば、もう来年オープン予定の国立循

環器病研究センター、あるいは吹田市民病

院が健都の地に移転して、まもなく建設が

完了するわけでございますが、例えば、こ

こで国立循環器病研究センターとの症例

検討会の実施内容、あるいは病院収容体制

の連携強化について話し合いがなされて

いるのかなと認識するわけですけれども、

その中身について、教えていただきたいな
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と思います。 

 それから、１０番目、交通安全啓発事業

の内容について、詳しくご答弁をいただい

たわけでございます。 

 やはり交通安全の啓発という部分で課

題になってくるのが、高校生や子育て世代

に対しても各種啓発活動の継続した取り

組みによる、さらなる交通安全意識の高揚

を図る必要があるということ、また、市民

各層の交通安全意識の高揚に努めるとと

もに、工夫を凝らした交通安全教育や啓発

施策について検討していくというのが今

後の課題であるのかなと思います。さまざ

まな方法でとっていただいていると思い

ますけれども、私自身が思いますのは、例

えば各小・中学校、幼稚園、保育所など、

教育委員会と連携していただいて、子育て

世代の保護者の方のさらなる参加を検討

していくことが大事なのかなと思います。 

 実際に毎朝、通学路等々に立たせていた

だいて思いますのは、保護者の皆さんも、

ちゃんと交通ルールを守っていない方が

やはり多くいらっしゃる。その後ろを小さ

い子どもが一人で自転車でついていくと

いった現状を見るわけでありますけれど

も、取り組みについての考えをお聞かせい

ただきたいのと、また、もう一つは、３世

代交流の安全教室の開催ということで、こ

れは平成２５年９月に正雀ちびっこ交通

公園で開催されましたけれども、このよう

な取り組みはすばらしいなと思っている

わけですけれども、実施されているのかど

うか、これ以降、ちょっとお聞かせいただ

きたいと思います。 

 次に、１１番目でございます。道路舗装

事業について、ご答弁をいただいたわけで

あります。 

 交通量の増加、車両の大型化等によって

舗装の損傷速度が速くなって、舗装の補修

が損傷速度に追いつかず、市内全域で老朽

化が目立っている等の課題があるという

ことで認識をしているのですけれども、こ

の課題等について、ご答弁いただきたいな

と思います。 

 それから、１２番目でございます。橋梁

長寿命化修繕事業について、ご答弁いただ

きました。 

 橋梁長寿命化修繕計画につきましては、

平成２６年度より国及び大阪府の定期点

検要項に基づき、点検、修繕を実施され、

そして、平成３０年度には市内の道路橋の

全ての点検が終わり、平成３１年度に長寿

命化修繕計画の見直しを実施していきま

すということであります。やはり、この前

の地震あるいは台風によって少し影響が

あったのかなと思っているのですけれど

も、その辺をちょっとお聞かせいただきた

いなと思います。 

 それから、１３番目でございます。正雀

南千里丘線外２路線（阪急正雀駅前）道路

改良事業の中の阪急正雀駅前の道路拡幅

についての進捗状況、取り組み内容につい

て、お聞かせいただいたわけでございます。 

 この阪急正雀駅前の道路整備、道路改良

工事完了の目標ということで、大体どれく

らいの目標にされているのか、改めてここ

でお聞かせいただきたいなと思います。 

 １４番目でございます。特定空家の対策

事務事業についてでございます。 

 さまざまな取り組み内容についてご答

弁をいただいたわけでございますけれど

も、今後、この平成３０年度の取り組みと

いたしまして、空き家等対策計画の策定に

向けて取り組んでいただいておりますけ

れども、その取り組み内容について、そし

て、もう一点は、例えば、摂津市でしたら
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摂津市内の空き家状況や中古住宅流通市

場の状況などを踏まえ、移住・定住促進や

地域活性化などの実現に向けて、空き家を

所有する方々と空き家を希望する方々と

のマッチングを促進するための空き家バ

ンクが各市町村で設置されておりますけ

れども、本市の考えについて、ちょっとお

聞かせいただきたいなと思います。 

 それから、１５番目でございます。震災

対策推進事業について、第２期の摂津市住

宅建築物耐震改修促進計画の目標につい

て、ご答弁をいただいたわけでございます。 

 もう一点は、さまざまな場面で耐震診断、

あるいは耐震改修の周知をしていただい

ていると思います。例えば、防災タウンペ

ージにも周知していただいておりますけ

れども、６ページに自宅家屋の耐震強化の

確認改修ということで、いわゆる昭和５６

年５月３１日以前に建てられた木造建築

に対して、耐震診断・改修費用の一部を助

成する制度があります。「詳しくは、摂津

市建築課指導係にお問い合わせください」

と、ご丁寧に書いていただいているのです

けれども。例えば、ここにお問い合わせく

ださいということなので、まずは耐震診断

をして、そして設計をしてという順番を踏

まないと補助が出ませんということをつ

け加えていただいたら、もっとわかりやす

くなるのではないかなと思うわけであり

ます。 

 今回、地震が起こって、そして台風が発

生して、摂津市の新館４階での災害対応総

合窓口でも、これだけの制度を説明すると

いう用紙はなかったのかなと認識します。

ホチキスでとめた、いろいろな支援制度の

中に、この耐震改修の制度が入っていると

思うのですけれども、やはり皆さん意識が

高いので、窓口に行かれて、罹災証明を発

行してもらって、それからお家を先に直さ

れるわけです。そして、耐震改修の大きな

工事をされた市民の方もいらっしゃるわ

けです。 

 ただ、この制度を使うのには、やはり段

階を踏まないと補助金が出ないというこ

とを僕は強調して周知をしていく必要も

あるのではないかなと思うわけでありま

す。その辺の考えをお聞かせいただきたい

なと思います。 

 １６番目であります。都市計画課に係る

一般事務事業の中で、大阪府都市計画協会

負担金及び大阪府の都市計画街路事業促

進協議会負担金の取り組みの中身につい

て、ご答弁いただいたわけであります。 

 この際、ちょっとお聞かせいただきたい

のは、大阪府とということなので、府道十

三高槻線の進捗状況について、お聞かせい

ただきたいのですけれども。摂津市側はと

うに完成して、そして、あの交差点も歩道

が広くなって、多くの市民の皆さんが喜ん

でいただいているのかなと思うのですけ

れども。やはり摂津市にとって、吹田市ま

で開通するということは非常に意味のあ

ることで大事なことなのかなと思うわけ

でありますけれども、そういう話し合いの

中で、府道十三高槻線の吹田市側の進捗状

況について、どのような話がなされている

か等々、お聞かせいただけたらなと思いま

す。 

 １７番目であります。都市景観事業につ

きまして、写真展を開催していただいてい

る、これはすばらしい、僕は取り組みだな

と思うわけでありますけれども。 

 現在は市役所ロビー、コミプラ、アトリ

ウム南摂津ということなのですけれども、

これを例えば別府コミュニティセンター

にも場所の拡大をしていくかとか、あるい
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は、現在、摂津市のホームページのトップ

ページに、ピックアップのところに、「い

いとこ いいこと せっつ」ということで、

ユーチューブのリンクを張りつけていた

だいております。その横にでも、この写真

展の様子であったり、市民の皆さんからい

ただいた写真であったりをやっぱり張り

つけていくことも、摂津市のアピールにな

っていくのかなと思います。人口ビジョン

であったり、まち・ひと・しごと創生総合

戦略であったり、そういうことにやっぱり

つながっていく、これはすばらしい取り組

みをしていただいているのではないかな

と思いますので、考えをお聞かせいただき

たいと思います。 

 それから、１８番目でございます。水み

どり課の一般事務事業に関して、緑の基本

計画について、ご答弁をいただきました。 

 緑の基本計画の３２ページの基本方針

の３に、摂津市らしい緑をふやしますと。

「公的な緑だけではなく、民有地の緑、さ

らには外壁や屋上などの立体空間、未利用

地の暫定緑地も含めた新たな緑の整備の

あり方を見直し、摂津らしい緑、市民が暮

らしの中で実感できる緑をつくり、増やし

ていきます」ということで書かれているの

ですけれども、今、水みどり課のホームペ

ージの中で、市民緑地認定制度ということ

で、これは国が推進されている制度だと思

うのですけれども、こういった取り組みに

僕はつながってくるのかなと思いますけ

れども、取り組み内容について、状況につ

いてご答弁いただけたらなと思います。 

 それから、１９番目であります。公園維

持管理事業につきまして、修繕等々の内容

について、ご答弁いただいたわけでござい

ます。 

 摂津市が出されている都市計画マスタ

ープランに、地域のニーズに対応した協働

による管理運営ということで、公園利用者

や近隣住民などと話し合い、公園施設の設

計や修繕、維持管理について、市民参加型

の管理運営を図っていきますと方針がな

されておりますけれども、大事な方針だと

思いますけれども、市民との協働での公園

づくりの考え方について、改めてお聞かせ

いただきたいと思います。 

 そして、最後の市内河川の樹木の剪定の

件ですけれども、安威川ダムも建設が進め

られていますけれども、やはり河川の樹木

というのは流れをふさいでしまいますし、

山田川なんかは土手がコンクリートにな

っているわけで、そこにごっつい樹木が植

わっていたわけです。山田川というのはも

う流れが速くて、洪水が来たときに、そこ

の側面がえぐれてしまうのではないかな

というご指摘を市民の方からいただいて、

茨木土木事務所に伐採していただいた経

緯もあるわけです。しっかり今後も働きか

けて、茨木土木事務所と連携をとりながら、

河川の樹木の剪定という部分で進めてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

 以上で２回目を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 暫時休憩いたします。 

（午後３時 ４分 休憩） 

（午後３時３０分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開いたします。 

 答弁を求めます。 

 川西課長。 

○川西防災管財課長 ２回目のご質問に

お答えいたします。 

 まず、１番の市立集会所の台風・震災等

での被害でございますが、台風の被害のほ

うが大きいという状態でございました。具

体的には、強風により屋根が飛ばされて、
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もう屋根がなくなって雨漏りをしている

ようなところもございましたし、また小さ

なところでは、トタンを入れる収納のとこ

ろが飛ばされたり、窓ガラスにひびが入っ

たり、壁にひびが入ったりというのが幾つ

か発生しておりました。 

 今後の修繕計画でございますが、軽微な

修繕のところは随時修繕を実施しており

ます。また、屋根が飛ばされて雨漏りが発

生している集会所はブルーシートで応急

処置を実施いたしまして、これ以上雨漏り

被害が広がらないように措置いたしてお

ります。今後の本格的な修繕については、

屋根や壁、床の張りかえに要する見積額を

しっかり精査いたしますとともに、構造躯

体に影響がなければ修繕を進めてまいる

予定でございます。 

 続きまして、２番のＥＳＣＯ事業でござ

います。ＥＳＣＯ事業による光熱費の削減

効果をどう検証するのかというお問いで

すが、これは非常にシンプルなものだと考

えております。すなわち毎月の光熱費の使

用料、これを経年変化で平成２９年度と平

成３０年度を比べることでしっかりと検

証できると考えております。この削減後の

効果の内容を市民の方に公表するという

ところなんですけれども、まだ具体的な計

画はないんですけれども、我々としてもＥ

ＳＣＯ事業はいい取り組みであると自負

しておりますので、何らかの形で経年変化

を市民の方に公表できるようなものを探

ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 それでは、２回目の

今後のオンライン申請サービス内容の拡

大についてのご質問にお答えいたします。 

 現在、オンライン申請が可能なサービス

内容は、委員がおっしゃるとおり母子保健

や児童手当などの子育て世帯をターゲッ

トにしたサービスとなっております。国に

おきましては、引っ越し等のライフイベン

トに係るワンストップサービスや介護保

険に係るワンストップサービス、さらに公

金決済サービス、医療費通知を活用した医

療費控除の簡素化など、子育て世帯以外に

向けたサービスの拡大について検討が進

められております。これら国の動きを注視

しつつ今後の対応について関係各課とも

連携し、検討してまいりたいと考えており

ます。 

○渡辺慎吾委員長 船寺課長。 

○船寺市民税課長 ４番目のオリジナル

ナンバープレートのことについてお答え

申し上げます。 

 オリジナルナンバープレートを導入し

たときの他市の状況でありましたり、市民

の声はどうであったのかというご質問で

ございました。本市が選択制の導入を検討

していた時点で、府下でオリジナルナンバ

ープレートを導入されている市町村のう

ち選択制でない市は摂津市を含めて２市

でございました。また、市民からの声とし

ましては、大型スクーターやオフロードバ

イクの登録者からはデザインがかわい過

ぎて似合わない、他市は選択制を導入され

ているのに摂津市はなぜしないのだとい

うような苦情が多くなっていました。一方

で、摂津市のイメージアップ作戦の一環と

してオリジナルナンバープレートの交付

を進めておりましたが、この５年間で全体

登録台数の半数以上に装着されている状

況になりましたことから一定のオリジナ

ルナンバープレートでのイメージアップ

作戦の効果はあったものと考えまして、本

年６月１日から選択制を導入することと
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いたしました。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、５番目のご質

問です。現在、一津屋第２団地の設計をや

っているんですけれども、この想定される

内容と工事の時期というお問いでござい

ますが、これは一津屋第２団地のほうも、

去年やりました一津屋第１団地と同様に

工事の目的は建物の劣化防止、耐久性の向

上による長寿命化を図ることを目指して

おります。具体的には、外壁の塗装のやり

直しが中心になってくると考えておりま

す。また、一津屋第２団地は６階建てでご

ざいますので、技術的に受水槽を廃止して

直圧にすることはできません。このあたり

が一津屋第１団地と一津屋第２団地の違

いであると考えております。なお、工事の

時期については、まだ予算審議を経ていま

せんが、我々としては平成３１年度にさせ

ていただければと考えております。 

 続きまして、６番、自主防災訓練でひと

り暮らしの高齢者、ハンディキャップを持

つ方も参加すべきというご質問なんです

けれども、まだ正直なところ自主防災会で

はそこまで手を広げておられないという

状態でございますし、我々もそこまで働き

かけれていない状態でございます。ただ、

さまざまなお立場の方に参加いただける

ように今後は自主防災会に働きかけてま

いりたいと考えておりますし、特に防災ハ

ザードマップをつくられた地域について

は、まかせて会員・おねがい会員等ござい

ますので、このあたりを訓練に取り入れて

いただければと考えております。 

 続きまして、７番、防災情報充実強化事

業負担金に絡みまして、淀川の洪水情報メ

ールとＪアラートの防災無線等のお問い

でございます。 

 まず、淀川の洪水情報メールというのは、

これは国が運用している、淀川河川事務所

がやっておられるもので、市のほうは直接

関与しておりません。内容といたしまして

は、淀川の水位が上昇いたしまして、危険

な水位まで上昇しそうな場合に、国のほう、

淀川河川事務所から一斉にエリアメール

を送るというものでございます。 

 次に、Ｊアラートを介しての防災無線で

すが、これもＪアラートもその部分は国が

関与しております。ミサイルなどの緊急情

報をいち早く伝達する目的で、国から緊急

情報を自動的に各市町村が設置する防災

無線を通じましてスピーカーで放送する

ものでございます。あと、最後に緊急速報

メールなんですが、これは市と府が運用し

ているもので、市が主体的に避難情報であ

りますとか、避難準備のエリアメールを送

るものでございます。 

 続きまして、８番のご質問、防災ハザー

ドマップ、ＮＴＴのタウンページの分です

ね。今年度どうするかというお問いなんで

すけれども、今年度もＮＴＴタウンページ

とコラボいたしまして、マップの配布を今

のところ予定しております。現在、詳細の

紙面についてはＮＴＴと協議中でござい

ますが、大体時期としては年度末ごろの配

布予定で紙面の検討を進めているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 大坪参事。 

○大坪警防第１課参事 質問番号９番の

ご質問にご答弁申し上げます。 

 国立循環器病研究センターとの症例検

討会は平成２７年度から毎年１回、本市消

防本部にて実施しておりまして、本市の救

急隊が国立循環器病研究センターへ搬送

した症例や心筋梗塞、脳梗塞といった症例
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等に対し、医師から観察時の評価や反省点

などの助言をいただき、今後の救急活動に

生かすことを目的とするとともに、救急隊

員のスキルアップを図るものでございま

す。 

 次に、連携強化についてですけれども、

国立循環器病研究センター移転に伴い、病

院への搬送時間の短縮が期待でき、また本

市と国立循環器病研究センターが協働で

取り組んでおります「摂津市ＳＴＯＰ Ｍ

Ｉキャンペーン」による連携強化によりま

して、心筋梗塞等の患者の救命率向上が図

れるものと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、１０番目

の質問にお答えさせていただきます。 

 まず、保護者への取り組みについてでご

ざいますが、委員と同じように交差点の指

導なんかも交通安全運動の時期について

はさせていただいておりまして、よく見か

けるのは児童を乗せた傘差し運転だとか、

携帯を使っての自転車の運転なんかも見

受けられるところでありまして、非常に危

険だなというのは感想で持っておりまし

て、５歳児の交通安全教室として市内幼稚

園をそれぞれ回らせていただいておりま

すが、その教室を開催する際に保護者への

参加を呼びかけております。また、スポッ

ト的に保護者を含めた交通安全教室を行

っておりまして、平成２９年度におきまし

ては子育て支援センターで教室を開催さ

せていただいております。教育委員会との

連携等につきましては、要請があればまた

その都度教室を開かせていただきますが、

何分基本的には平日の勤務時間内ででき

れば大変助かると思っていますし、協力を

要請する摂津警察署へも体制がとりやす

いと思っております。また、正雀ちびっこ

交通公園での３世代の安全教室の実施に

つきましてですが、委員がおっしゃるよう

に平成２５年度のときに実施させていた

だきまして、多くの方に参加していただき

ました。現在は、それ以降はちびっこ交通

公園では実施はしておりませんが、サンド

ライビングスクール吹田茨木で開催する

交通フェスティバルというのが開催時期

が同じ時期でありましたので、現在は、そ

ちらには信号機等がありまして非常に場

所としては整備が整っておりますので、そ

ちらのほうで３世代の安全教室を開催さ

せていただいておりまして、自転車シミュ

レーターなども用いながら啓発に取り組

んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、１１番目

の舗装修繕事業において、交通量の増加、

車両の大型化などにより老朽化が進んで

いる課題についてお答えいたします。 

 近年こういった交通量の増加、車両の大

型化等により損傷速度が早くなっている

というのが課題でございました。その中で

舗装修繕工事の発注に当たりましては、そ

の路線の重要性やそこの交通量に応じて、

多少費用がかかってもその工法や舗装材

料の検討、選択をしまして、より長もちす

る舗装をするようにしてまいりました。そ

ういう形でライフサイクルコストを抑え

る取り組みを進めてきたところでござい

ます。なお、平成２９年度には舗装点検を

実施しておりますが、その結果、舗装修繕

が今後必要な延長約２０キロメートル程

度という結果が出ております。前回調査で

は３０キロメートル上回っておりました

ので、これらの取り組みの効果が出てきて
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いるものではないかと考えております。 

 続きまして、１２番目のご質問で橋梁長

寿命化計画と災害の影響についてでござ

いますが、橋梁点検につきましては５年ご

との実施を義務づけられておりますが、平

成３０年度で全ての橋梁において１巡目

の点検が完了いたしますので、平成３１年

度にはこの結果に基づいて橋梁長寿命化

修繕計画の見直しを考えているところで

ございます。なお、その概略といたしまし

ては、１巡目の定期点検の結果では５年以

内に修繕を必要とする橋梁も幾つかござ

いますので、平成３５年度まではこれらの

既に悪いところの修繕、事後保全型の修繕

が先行するものと考えております。その後、

平成３６年度以降に橋梁長寿命化修繕計

画に基づいた耐用年数を迎えるまでに部

材ごとの予防保全型の橋梁修繕を実施し

ていきたいと考えております。なお、その

中で、このたびの大阪北部地震並びに台風

２１号による橋梁長寿命化計画への影響

でございますが、今回の災害による影響に

つきましては、照明灯の破損、あと柵のア

クリル板の破損といったものがございま

したが、橋の構造的に支障のあるような被

害はございませんでした。橋梁長寿命化計

画に影響のあるものはないと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、１３番目

の阪急正雀駅前の整備完了目標について

のご質問にお答えさせていただきます。 

 現在は、地権者側によりまして国有地の

時効取得に向けた所有権確認の訴えを起

こしている最中と聞いております。この判

決を現在は見守っているところでありま

して、工事完了時期は今のところいつかと

いうところはちょっと申し上げにくい状

況であります。ただ、訴訟判決が出まして

所有権が認められた場合は、国有地の抹消

の地図訂正及び道路で囲まれた当該地の

土地につきましては全体的に地図が混乱

しているような状況でございまして、その

混乱を解消するための地図訂正もあわせ

て取り組んで、一つでも早く事業の進捗が

図れるように努めてまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 寺田課長。 

○寺田建築課長 それでは、１４番目の２

回目のご質問にお答えさせていただきま

す。 

 まず、空き家対策計画の策定の取組内容、

それから空き家バンクの内容でお問いが

あったかと思います。空き家対策計画につ

きましては空家対策特別措置法に定めら

れた内容でございまして、今年度内での策

定を目指しまして、まず平成２９年度に行

っております実態把握の調査、これを引き

続き３０年度は行ってきております。その

中で特定空家候補を抽出する作業を継続

してさせていただいているところでござ

います。 

 それと、８月には学識経験者、市民の代

表、法律の専門家、不動産事業者並びに社

会福祉協議会の方であったり、警察・消防

の関係行政機関、多岐にわたるさまざまな

専門家等が参画される有識者懇談会を組

織いたしまして、その中で空き家対策につ

いての内容についてご意見・ご助言等を聞

き取りをする中で、空き家対策計画の骨子

であったりだとか、そういうところについ

て意見交換をさせていただいているとこ

ろでございます。 

 また、８月下旬から、今もまだ実施中で
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ございますが、空き家の所有者と思われる

方に向けてアンケート調査の実施をさせ

ていただいているところでございます。こ

ちらにつきましては、現在アンケートを回

収中でございます。その中で結果を分析し、

この所有者意識の把握を図るとともに、ま

た平成２８年度からの２か年の調査研究

によります検証課題等々を計画素案に反

映させるような作業を現在取り組んでい

るところでございます。今後、パブリック

コメントの実施であったり、その中で計画

原案を作成し、さらに有識者のご意見等を

聴取させていただきながら、計画策定に向

けた作業を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、空き家バンクにつきましては、詳

しく述べさせていただきますと、導入自治

体、先にされているところの状況を見ます

と余り芳しくない状況でもあると。摂津市

内の不動産事業者等にお聞きすると、十分

コンパクトなまちの中では中古住宅は流

通しているというような状況もございま

す。ただ、活用可能なところと活用がしに

くい、やはり老朽化して住みにくいところ

の部分についてはなかなか市場流通がな

されないというところの観点から、そうい

うようなものについては空き家バンクと

いうところのお話もあったかとは思うん

ですが、なかなかそのあたりの部分につい

てはやはり民間に任せる、委ねるところは

民間に委ねていくべきかなと考えており

ます。行政としましては、やはり近隣にご

迷惑をかけられている老朽して危険な空

き家、こちらのほうを法律を使ってきちん

と措置を講じていくというようなところ。

それと、やはり今後出てまいりますのは、

所有者向けに対しまして除却なり改善を

していただく際の支援ですね。そういうと

ころのメリハリのきいた施策の展開が必

要なのかなと考えております。ただ、空き

家バンクに対しましては、国、大阪府とも

どもいろいろな動きを今模索されている

ところでもございます。そういう社会経済

情勢の変化であったりだとか、国、府の動

向を通じましてさらに情報収集等に努め

てまいりたいと考えております。 

 次に、耐震の部分で制度周知ということ

で、現在４階の災害対応総合窓口の中で耐

震補助の制度の周知も図れないかという

ようなご指摘があったかと思います。こち

らのほうについてお答えをさせていただ

きたいと思うのですが、今災害対応総合窓

口につきましては、建築課で所管させてい

ただいておりますところの被災住宅修繕

支援金であったり、ブロック塀撤去補助金、

こちらのほうは災害対応窓口のほうで一

緒に対応もさせていただいております。そ

れとあわせて、保健福祉課の所管されてい

る見舞金であったりだとかの部分もあわ

せてこの総合窓口で対応させていただい

ているところでございます。ただ、委員に

ご指摘いただいているように、やっぱり耐

震診断からまずかかっていただかないと

いかんと。工事をやってしまった後で補助

金の交付というのはなかなか、国の補助制

度を使っている部分ではなかなかしんど

い部分がございます。まずは適正に建築確

認を受けて建てられた昭和５６年５月以

前の建物、これが対象になってまいります。

違法で増築されてる、ないしは前面道路の

関係で道路後退義務があるところが後退

されていないだとかいうような、そういう

部分については是正を求めるような形の

内容でご相談にはお答えさせていただい

ているような状況もございます。それを聞

いて断念される方もいらっしゃいますし、
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おしかりの言葉をいただくことも多々あ

りますけれども、この制度の趣旨というの

は基本的には地域の安全・安心、お住まい

の方のお命であったりだとか、生命・財産

の安全もそうなんですが、地域の生活道路

における大規模災害が起こったときの生

活道路への建物の倒壊を防ぐ。それと、緊

急避難通路の部分のところを防がないよ

うな形という、公益性が優るということで

国を挙げて補助制度の拡充に努めてこら

れた背景もございますので、そういう趣旨

を窓口でどこまでご理解いただけるかと

いうところもあるんですが、委員がおっし

ゃっているように今年６月に地震が起こ

ったばかりということで、かなり住民の方

も危機意識をお持ちでございます。平成２

３年ですかね、東日本大震災が起こった際

もやはり市民の意識が高まった時期がご

ざいました。ただ、その後それが耐震診断

であったり改修につながっているかとい

いますと、やはり時間がたつとともにとい

うところもございますので、そのあたりも

含めて窓口のほうでは改善していくよう

に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 西川部参事。 

○西川建設部参事 １６番目のご質問、府

道十三高槻線の整備の状況についてお答

えさせていただきます。 

 府道十三高槻線につきましては、府道正

雀一津屋線から現在供用を開始しており

ます区間が正雀工区の第１期区間となっ

ておりまして、ご質問はさらに西側、吹田

市側の正雀工区の第２期区間だと思いま

す。そちらにつきましては平成３０年度よ

り阪急京都線と立体交差する橋脚下部の

工事が着手されてございます。また、阪急

京都線の西側につきましては、現在用地買

収の交渉を行っていると聞いておりまし

て、２期区間の用地買収につきましては約

９７％完了していると大阪府のほうから

聞いてございます。 

 続きまして、１７番目の景観パネル展の

展示場所の拡充とホームページの活用に

ついてということにつきましてお答えさ

せていただきます。 

 場所の拡充につきましては、広く市民に

見ていただいて、景観への意識啓発をして

いただくということで重要なことだと考

えておりまして、別府コミュニティセンタ

ーにつきましては施設所管課と調整を行

い、検討してまいりたいと考えております。

また、ホームページの掲載につきましても、

現在のホームページにつきましては広報

課が管理しておりますので、連携を図って

検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 竹下課長。 

○竹下水みどり課長 南野委員の１８番、

１９番の質問の２回目についてご答弁申

し上げます。 

 まず、初めに市民緑地認定制度、これで

ございますけれども、この市民緑地認定制

度については都市部の緑地、公園などのオ

ープンスペースが不足している地域でＮ

ＰＯ法人でしたり企業などが空き地を活

用して公園と同様の空間整備を行って、管

理運営するものに対して認定する制度で

ございます。また、設定の基準につきまし

ては、面積が３００平米以上、管理期間が

５年以上などの条件がございまして、土地

に対する優遇制度も平成３１年３月末の

時限措置となっております。ちなみにこの

制度が昨年の平成２９年６月１５日に施

行されております。それより少し古いんで

すが、法人で平成２９年３月現在で全国で
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５団体でございます。この制度の受付につ

きましては市町村が窓口となっておりま

すので、先ほど委員がおっしゃっていたよ

うに水みどり課のホームページ、これで掲

載いたしております。そういう形でのＰＲ

を行っておりますが、現在事業者からの申

請はございません。また、相談も伺ってい

ない状況でございます。 

 それから、次に２点目の都市計画マスタ

ープランの地域ニーズに協働する管理運

営、それから市民と協働での公園づくりの

考えですね。これについては、市内の公園

については、休息や散策の利用をされるほ

かに自治会の例えばお祭りでしたり、イベ

ント、花壇活動など、さまざまな形のコミ

ュニティの場として活用されております。

市内の公園のほとんどが開設から３０年

から５０年経過していることなどから、社

会情勢の変化や例えば少子高齢化などに

より公園を見る人々の価値観というもの

も多様化しているということで認識して

おります。開設当時の公園コンセプトから

市民ニーズも相当変化しているものと考

えております。市民と協働での公園づくり

は、例えばウオーキングのための距離標の

設置、健康器具などの設置などの健康増進

のための施設。例えば子どもたちのための

遊具の設置、その選定ですね。あるいは、

利便性を高めるためのトイレの洋式化。そ

ういったさまざまな施設の利用方法につ

いてや新たな取り組みについて地域の

方々からご提案、ご相談いただきながら、

地域と連携して多様で利用しやすい公園

の提供を考えているところでございます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 南野委員、平成２９年

度の決算が中心ですので、今後という話は

もうそろそろ絞っていただいて、お願いし

たいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

 南野委員。 

○南野直司委員 それでは、３回目の質問

をさせていただきたいと思います。 

 市立集会所の管理事業の中で、集会所の

被害状況、そして修繕状況等々ご答弁いた

だいたわけでございます。これは市の管理

する市立集会所でありますけども、一方で、

地域が管理する会館があるわけでありま

すけども、これもガラスが割れたり被害が

出ておりまして、修繕に対する補助みたい

な制度はないものかと思うんですが、その

観点からお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 それから、２番目のＥＳＣＯ事業につい

てご答弁いただきました。光熱水費の削減

効果等々、まだ市民の人に知らせていく方

策を検討いただくということでご答弁い

ただいたのかなと思いますけども、私は大

事なことだと思いますので、ぜひよろしく

お願いしたいと思います。 

 １点だけ、ほかの公共施設について、こ

れはＥＳＣＯ事業をされるのかどうか、そ

ういう計画はあるのかどうか、この点だけ

お聞かせいただきたいと思います。 

 ３点目でございます。マイナポータルの

取り組みにつきまして、事業内容の拡大に

ついてご答弁をいただいたわけでござい

ますけども、私は、この取り組みをしっか

りしていただいていると思います。大事な

取り組みだと認識しているわけでござい

ますけども、これは多くの市民の人に知っ

ていただくのに、やはりさまざまな方法で

周知をしていただくことも大事だと思い

ます。 

 広報あるいはホームページ等々で周知

していただいておると思うんですけども、
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例えば市のホームページのトップページ

にマイナポータルのリンクを張るであっ

たり、トップページにせっつみんなで子育

てねっとということでリンクがあります

けども、そこの中にマイナポータルの制度

を周知できないかなと思うわけです。アプ

リとかＳＮＳで発信していただきたいな

と思うんですけども、ホームページにアッ

プするという観点からご答弁いただきた

いなと思います。 

 ４点目でございます。オリジナルナンバ

ープレートの件でありますけども、選択制

にされたという中身についてご答弁いた

だいたわけでございますけども、他市では

何枚かオリジナルナンバープレートを作

成されておる市もあると認識しておりま

す。摂津市は新幹線のオリジナルナンバー

プレートで、確かにかわいらしいプレート

で、 僕も原動機付自転車につけさせても

らってるんですけども、もし可能であれば、

何枚かデザインをふやしてもいいのかな

と思います。これは要望としておきますの

で、よろしくお願いします。 

 続きまして、５点目でございます。一津

屋第２団地の改修の中身についてご答弁

いただきました。 

 もう一点だけお聞きしたいんですけど

も、鳥飼八町団地は昭和５０年に建設され

て、そして４０年経過し老朽化が進んでお

ります。建てかえに向けての方向性につい

て検討ということで平成２９年度にして

いただいていると思いますけども、中身に

ついてお聞かせいただきたいなと思いま

す。 

 ６番目でございます。自主防災訓練に支

援が必要な方、実際に参加する取り組みに

ついて提案をさせていただきました。私は、

こういったことは今後本当に大事だなと

思っています。市民の皆さんも地震あるい

は台風を経験して、防災に関する意識とい

うものも本当に高まっていると思います。 

 ある自治会では、自治会長と役員みずか

ら地域を回っていただいて、インターホン

を押して声をかけていただいて、自転車が

出たままになってるのを、自転車を飛ばさ

れないように一台一台倒したり、そういう

ふうにして声をかけながら、家の前に飛ぶ

ようなものないかと一軒一軒回られたそ

うですけども、そういった取り組みって本

当に自主防災の観点から僕は大事だなと

思うわけでありますけども、そういった取

り組みを集約して摂津市の防災力という

のを向上につなげていくといった取り組

み、各地域の事例を吸い上げて今回の地震

あるいは台風で経験されたことを吸い上

げて集約して防災力の向上につなげてい

くことも大事だなと思いますけども、そう

いう取り組みについての考え、その観点か

らお聞かせいただきたいなと思います。 

 それから、７番目でございます。メール

配信等々についてご答弁をいただきまし

た。 

 もう一つ、地震あるいは台風で経験した

中で、市民の皆さんに即座に情報を提供し

ていくということが非常に大事だなと一

つは思いました。いかにタイムリーに多く

の市民の皆さんへ避難準備あるいは勧告、

避難指示、そして避難所開設情報やブルー

シートの配布情報といった情報をいかに

タイムリーに発信していくかが大事だな

と感じたわけであります。 

 そんな中、一つは、消防本部あるいは教

育委員会が利用されております摂津安全

安心メールを配信いただいてますけども、

こういう発信システムを今後防災、災害時

に利用されたらどうかなと思いますけど
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も、その考えについてお聞きしたいと思い

ます。 

 それから、８番目でございます。防災タ

ウンページについて、また改めてご答弁い

ただいたわけでございますけども、しっか

り地震あるいは台風から学んだ教訓を反

映していただいて、新たな防災タウンペー

ジにしていただきますようよろしくお願

いしまして、要望としておきます。よろし

くお願いします。 

 それから、９番目でございますけども、

指令・通信事業の中で、国立循環器病研究

センターとの救急体制等々の連携につい

てご答弁いただいたわけでございます。 

 最後に消防長にお聞きしたいなと思う

んですけども、僕も６月１８日の地震の際、

ちょうど通学路で立っておりました。そし

て家に帰って前の山田川、ちょうど中道橋

のところでガス管が破裂しておりまして、

即座に消防本部の方に来ていただいて、本

来は大阪ガスが対応しないとだめな部分

なんですけども、来るまで対応していただ

いた。 

 そして台風のときには、電信柱にかかっ

たブルーシート等々撤去していただいた

り、ほんとに活躍をしていただいたわけで、

総務部の皆さんも、そして建設部の皆さん

も活躍していただいたわけでありますけ

ども、大阪北部地震あるいは台風２１号を

経験して、摂津市における消防救急体制の

充実という部分で、消防長の消防力向上も

含めての思いを聞かせていただきたいな

と思います。よろしくお願いします。 

 それから、１０番目でございます。交通

安全啓発事業について、取り組みの中身に

ついてご答弁をいただいたわけでござい

ます。 

 もう一点だけお聞きしたいのは、平成２

６年４月１日から高齢者の方へ運転免許

証の自主返納事業がスタートしたわけで

ありますけども、平成２９年度の実績につ

いて、改めてお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 それから、１１番目でございます。道路

補修についての課題等々についてご答弁

いただいたわけでございます。これは要望

としておきますけども、摂津市の都市計画

マスタープランに、「人にやさしい道路空

間」ということで、「誰もが快適に通行し

やすい歩行者空間を確保するため、歩道の

段差解消や交差点改良、道路附帯施設の整

備を図ります。」そして、「歩行等の安全な

通告を確保するため、標識や舗装の色彩、

材質などによる通行区分の明確化を図り

ます。」ということで方針が書かれていた

わけでございます。 

 この舗装の色彩という部分は、私は例え

ば歩道の部分の歩道がない道路の中の歩

道の部分のグリーンベルト等々の取り組

みだと認識をしているわけであります。駅

前も含めて摂津市内には、歩道がない道路

もたくさんあるわけでございます。特に大

阪府の道路はそういった部分が多いです

けども、摂津市の管理する道路におきまし

ても、補修工事をするときにはこのような

ことも視野に入れて、しっかりと安全・安

心なまちづくりに取り組んでいただきた

いなと思います。これは要望としておきま

す。よろしくお願いします。 

 それから、１２番目でございます。橋梁

長寿命化修繕計画についてご答弁いただ

きました。台風あるいは地震によっての被

害は本体にはなかったというご答弁をい

ただきました。この橋梁長寿命化修繕計画

というのは、非常に大事な部分であると思

いますので、計画を進めていただきますよ
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うお願いいたしまして、要望としておきま

す。 

 それから、１３番目でございます。阪急

正雀駅前の道路拡幅の取り組みについて

ご答弁をいただいたわけでございます。 

 もう一点だけお聞きしたいんですけど

も、阪急正雀駅の道路が拡幅に向けて取り

組んでいただいておると思うんですけど

も、土井部長にご答弁いただきたいと思う

んですけども、市内循環バスについて、正

雀の府営団地のところにバス停ができま

した。 

 先ほど都市計画の観点から、府道十三高

槻線の吹田市側の工事の進捗状況を聞き

ますと９７％進んでるということなんで

すけど、なかなかまだ開通はしないのかな

と思っているわけであります。例えば阪急

正雀駅前の道路が拡幅して、阪急正雀駅の

高架下を通ってＪＲ岸辺駅のほうへ市内

循環バスを走らせていくのか、あるいは府

道十三高槻線の吹田工区が完成して、向こ

うからＪＲ岸辺駅まで結ぶのか、国立循環

器病研究センターが移転してきまして、吹

田市民病院もできるということで、やはり

市民の皆さんがそこへ診察に行くという

部分では、交通手段の確保というものを今

後考えていかなあかんのかなと思うわけ

でありますけども、方針というか構想みた

いなものを部長よりお聞かせいただけた

らありがたいなと思います。よろしくお願

いします。 

 それから、１４番目でございます。空き

家対策についてご答弁をいただいたわけ

でございます。私、一般質問でもさせてい

ただいたんですけども大阪北部地震で瓦

がずれて、台風で瓦が飛んだというおうち

が空き家でたくさんあるわけでございま

す。建築課として、しっかりと教育政策課

あるいは自治振興課などの関係機関と連

携をとっていただきまして、今後の空き家

対策を進めていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

 特に通学路の安全対策を視野に入れて

いただいて取り組んでいただきますよう、

よろしくお願いします。これは要望として

おきます。 

 それから、１５番目でございます。震災

対策推進事業につきましてご答弁をいた

だいたわけでございます。どうか耐震診断、

耐震改修をそういう段取りを踏まないと

補助金が申請できないという部分も、どう

か災害対策窓口に来られる方にも声をか

けていただいて、あるいは防災タウンペー

ジにそのようなわかりやすい文章で具体

的に載せていただくなど検討していただ

きますよう、よろしくお願いします。これ

は要望としておきますので、よろしくお願

いします。 

 それから、１６番目でございます。先ほ

どご答弁いただきました府道十三高槻線

の吹田市側ということで、摂津市にとって

も府道正雀一津屋線の渋滞解消等々にも

関係することでありますので、しっかりと

進捗状況を見ながら、さまざまな形で判断

をしていただきたいなと思いますので、よ

ろしくお願いします。要望としておきます。 

 そして続きまして、１７番目の都市景観

事業についてでございます。これもご答弁

いただきましたけども、これはすばらしい

取り組みをしていただいているんだなと

思います。先ほど言いました都市計画マス

タープランあるいは第４次摂津市総合計

画等々の取り組みにもつながってくる大

事なことだと思います。人口ビジョンにも

つながってくると思いますので、摂津市の

すばらしさをさまざまな方法でアピール
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していただきたいなと思います。よろしく

お願いします。要望としておきます。 

 それから、１８番目でございます。市民

緑地認定制度についてご答弁をいただき

ました。全国でまだ５団体ということであ

ります。こういった取り組みは少ないです

けども、大事なことだなと思いますので、

しっかりと周知徹底を現在ホームページ

でアップしていただいておりますけども、

こういう制度があるんだということを周

知徹底していただきますよう、よろしくお

願いします。要望としておきます。 

 続きまして、公園でございます。これも

もう一点部長にお聞きしたいんですけど

も、以前に私、一般質問でさせていただい

たんですけども、公園のリニューアル計画

策定について、子どもたちを含めた市民と

の協働でワークショップを実施し、防災機

能あるいは遊具、健康器具の充実など、地

域の実情に合った魅力ある公園づくりに

ついて質問をさせていただいたわけでご

ざいます。 

 部長からは、公園のリニューアル計画に

ついては、施設の安全確保に努めるととも

に、公園の規模、老朽の度合い、地域の実

情を踏まえ、必要なところから順次地域の

自治会や子育て世代の方々などのご意見

を聞き、また地域のご協力もいただきなが

ら魅力ある公園施設の充実に向けて取り

組んでいきます、検討してまいりますとご

答弁いただきましたけども、その後、どの

ような思いでいるのか、改めてお聞きした

いと思います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 大分絞っていただい

たんですけど、特に決算審査やから大いに

質問していただいて結構なんですけども、

ただ、台風とか地震というのは平成３０年

度ですので、その辺の例えば消防長のご答

弁なんかでも、この決算でそういう形で言

いますといっていただくんやったらそれ

でも結構ですけど、ちょっと言うてええの

かなという気持ちがあるんです。そういう

点で、ご答弁できるようやったら答弁して

いただきたいと思います。 

 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、３回目のご質

問にお答えいたします。 

 まず１番の市立集会所なんですけども、

地域が管理する地区集会所については修

繕費はどうなのかというお問いなんです

けれども、制度といたしましては修繕費を

助成する制度がございます。その額といた

しましては、修繕料の３０％以内で上限は

１５万円とするという助成制度がござい

まして、現在、台風、地震の被害を受けた

ところ１か所から相談を受けている状態

でございます。 

 続きまして、質問番号２のＥＳＣＯ事業

についてでございますが、このＥＳＣＯ事

業をほかの部署は検討しているのか、ほか

の公共施設に導入しないのかというお問

いなんですけれども、このＥＳＣＯ事業と

いうのは、例えばエアコンなどの設備が老

朽化していて、すぐにでも更新しなければ

ならない状況、また施設としても規模がか

なり大きい状況、このあたりで初めて導入

するほうと参入する業者それぞれのメリ

ットがございますので、初めて成り立つ手

法であると考えております。 

 詳しくは、それぞれの所管課がしっかり

と特性に応じまして、メリット、デメリッ

トを検証するべきと考えておりますが、

我々もＥＳＣＯ事業を導入した先駆的な

部署といたしまして、しっかりと各施設、

所管課への情報提供に努めてまいりたい
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と考えております。 

 なお、現在ＥＳＣＯ事業を導入している

ほかの部署は、我々には聞き及んでおりま

せん。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長 

○槙納情報政策課長 ３回目の質問にご

答弁申し上げます。 

 委員がおっしゃいますとおり、多くの市

民の方に知っていただくための周知する

ことは必要であるものと認識いたしてお

ります。 

 ただし、現状におきましては、マイナポ

ータルにおける電子申請等につきまして

も、これからサービスを拡大していくもの

となっており、市民が便利だと実感できる

サービスを進めていくこととなっており

ます。 

 まずは、市民にメリットのあるマイナン

バーカードの活用について、先ほども申し

上げましたが、国の動向を注視し、先進市

の事例なども参照しながら今後も調査研

究をしてまいりたいと考えております。 

○渡辺慎吾委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、５番目の３回

目のご質問にお答えいたします。 

 市営住宅、特に鳥飼八町団地を今後どう

するのかというお問いなんですけれども、

確かに鳥飼八町団地は、昭和５０年にでき

ていますので、築４０年以上が経過してお

ります。老朽化も見られます。 

 ただ、耐震診断の結果、耐震性ありとの

判断が出ておりますので、今すぐに何か構

造躯体に補修を加えなければならないと

いう状況にはございません。 

 また、鳥飼八町団地の皆さんに、三島団

地ができた際に、どうですかといろいろお

声かけしたんですけれども、このまま鳥飼

八町団地に住み続けたいというご意向を

頂戴しております。多くの世帯の方が住み

なれた地域から離れたくないという意向

でございました。 

 現在、公共施設等総合管理計画の下に、

施設ごとの方向性を検討して進めようと

している段階なんですけども、現在で鳥飼

八町団地については建て直すであります

とか、いつごろどうするという具体的な決

定は、まだ今なされておりません。 

 いずれにいたしましても、そこで暮らさ

れておられる入居者の皆さんに最大限配

慮しなければならない住宅という公共施

設でございます。我々としましては、大切

な市の財産を少しでも長く活用できるよ

うに、上手に維持管理に努めてまいりたい

と考えております。 

 続きまして、６番目の自主防災会で自治

会長が地域を見回りして被害を最小限に

とどめたというお話、やっぱり災害時に市

役所ができる公助には限界がございます。

そこで自分たちの地域を自分たちの力で

守るという共助の精神の観点は非常に大

切になってまいります。 

 委員がおっしゃいました具体的な事例

を参考にしながら、共助という観点から、

今後どのようにすれば市全体の防災力が

向上するのか、地域の事例を吸い上げて、

どういうふうに広めていくのか検討して

まいりたいと考えております。 

 続きまして、７番目、情報収集伝達体制

整備事業の中で、いろんなメールを活用し

て皆さんに防災情報をいち早くお知らせ

できないかということでございます。 

 今、庁内では教育委員会が不審者情報な

どを子育て世代にメール配信するような

サービスをされていますし、委員がおっし

ゃるように、消防団の団メールもございま
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す。このようなメールサービスを活用させ

ていただけるのなら、そこに緊急の防災情

報も一緒に合わせて発信させていただけ

ないかということで、運用面から協議を進

めてまいれればと今のところ考えており

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 消防長。 

○明原消防長 それでは、９番目のご質問

であります消防救急体制についてのご質

問にお答えをいたしたいと思います。 

 消防救急救助体制の充実につきまして

は、従前から市の総合計画の基本計画のほ

うにも明確に記載をしておりまして、ハー

ド・ソフト両面からしっかりと施策展開を

いたしてきておりました。平成２９年度ま

でこういう形で実施してきましたやり方

が、さきの災害で通用しなかったというよ

うなことで、この面から少し振り返りたい

と思いますが、大阪北部地震、台風２１号

で応急対策を実施した中で、教訓というの

もございまして、これをどのように生かし

ていくかということについての面でお答

えをさせていただきたいと思います。 

 平成２９年度まで振り返りながら消防

体制の課題を考えたときに、３点というこ

とで整理をいたしました。 

 １点目が、消防職員の非常体制に係る招

集体制の整備ということでございます。６

月１８日の大阪北部地震では、最大震度５

強ということで全職員の自動参集が事前

に決められておりましたので、参集時間が

朝であったということもありまして、比較

的スムーズに非常体制のほうに移行が可

能となりまして、摂津市の消防力をこの震

災対策に投じることができました。 

 一方、台風２１号につきましては、事前

に私ども水害を想定しまして、人員を増員

しました。一定体制を整えたと考えており

ました。しかし、この台風２１号の被害想

定が私自身甘かったということが反省す

べき点でありまして、特に風の被害を想定

し切れてなかったということでございま

す。 

 思い起こしますと、私の入職以来、この

規模の台風が近畿に近づいた、上陸したと

いうことはあったようには思うんですけ

ども、摂津市を直撃したということはなか

ったように思いまして、当日たしか午後２

時１０分だったと思うんですけども、最大

瞬間風速が毎秒４８．８メートルを観測し

ました。この経験は今までなかったと思い

ます。 

 結果として、私どもが想定していた以上

の被害が発生いたしまして、応急対策に当

たる消防職員が不足し、職員に過重な労務

を課してしまったなということが反省点

でございます。急遽、消防本部の招集区分

表というのを改正いたしまして、台風対策

の項というのを追加いたしまして、これは

風をメーンに見た分なんですけども、以後

の台風２４号に際しましては、結果的に被

害がなく安堵もしたところなんですけど

も、十分な職員体制で対策ができたと考え

ております。 

 そして２点目が消防団の活用でござい

ます。安全・安心のまちづくりを進めるに

当たって、最たる担い手ということで消防

団員の皆さんにはご苦労をおかけしてい

るんですけれども、火災などの災害が起こ

ったときには第一線で活動をされて、重要

な任務を遂行していただいております。 

 さきの本会議でもご指摘もいただきま

した、大規模災害の発生時に、まずは消防

団員ご自身の安全確保を第一と考えまし

て、その安全確保ができた中での活動につ
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いて、消防団長、消防副団長を通じて組織

的に実施できて、その活動が組織的にコン

トロールできるという仕組みをつくるこ

とが非常に大事であるということ痛感し

ました。今後、訓練実施等も通じて、そう

いうことをしっかりと定めていきたいな

と考えております。 

 そして三つ目が人材育成ということな

んですけども、消防本部では火災等の通常

災害においては、課長級の当直の責任者の

下に警防体制を整えておりまして、例えば

大規模火災等が発生したときには、その体

制を超えて対策が必要やというときには

非常体制にシフトをいたします。 

 今回の地震、台風におきましては、災害

対策本部委員でもある消防長、そして消防

署班長でありますのが消防署長なんです。

そして消防本部班長であるのが総務課長、

その他日勤者がたまたま全員ちゃんと出

勤できて、あらかじめ定められた任務がで

きたんですけども、突発的に同規模のもの

が、もしくは同規模以上のものが起こった

ときに集まるかというのは、必ずしもそう

とは限らないと思っております。そのよう

なときでも役職者それぞれの職位をきっ

ちりと代位できるような職員をしっかり

と教育、育成していくこと、これも非常に

大事であると考えておりまして、待ったな

しの応急対策におきましては、特にこれが

重要でないかなと考えております。 

 現在、消防本部で進めております事業に

消防計画の策定というのがございまして、

消防計画といいますのは、本市消防の例え

ば組織でありますとか、体制、活用であり

ますとかの集大成を記したものであるん

ですけども、その災害活動に際して消防機

関の動きについて、摂津市地域防災計画を

補完するような書き物でもあるわけでご

ざいます。その消防計画を定める中で、今

回経験いたしまして、反省いたしましたこ

とをできるだけわかりやすく、なおかつ明

確に記載できるようにしたいと考えてお

ります。そして災害発生時には、現在の人

員、車両、機械これらを最大限発揮できる

消防組織づくりに努めていきたいなと考

えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、１０番目

の質問にお答えさせていただきます。 

 平成２６年度より高齢者の交通事故防

止として、高齢ドライバーの運転免許証の

自主返納を促すために反射材つきジャン

パーの支給をする事業を始めさせていた

だいております。 

 警察署のほうへ自主返納された方が、返

納通知書を持参の上、道路交通課の窓口へ

来られまして、６５歳以上の方を対象とし

てジャンパーを支給させていただいてお

りますが、平成２９年度の実績数値としま

しては２０１名でございました。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 土井部長。 

○土井建設部長 それでは、１３番の市内

循環バスの国立循環器病研究センターへ

の導入についてのご質問にお答えさせて

いただきます。 

 ご提案のありました阪急正雀駅のガー

ドへのバスの通行ということでございま

すけれども、確認したわけではございませ

んが、現在のガードの幅員、また構造的に

考えて、なかなかあそこにバスを通すとい

うのは困難であると考えております。 

 それともう一つ、府道十三高槻線が完成

した折ということで、そこからＪＲ岸辺駅

のほうにということですけれども、これに
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ついては通行が可能かと考えております。 

 しかし、府道十三高槻線が完成しますと、

阪急を超えて吹田市の山崎製パン株式会

社大阪第一工場の手前まで行ってぐるり

と回ってＪＲ岸辺駅方面へ入るというよ

うなルートをとることになろうかと思い

ます。現在、市内循環バスにつきましては、

市内を回っているわけですけれども、そう

いうルートをとりますと、時間であります

とか、便数の問題等々も関係してくるかと

思います。 

 それとまた、公共施設巡回バスとは違い

まして、市内循環バスにつきましては、近

鉄バスが営業路線として営業している路

線でございます。そういうルートを通るこ

とが現実的なのかどうかということもい

ろいろと問題になってこようかと思いま

す。 

 ただ、府道十三高槻線の完成までにはも

うしばらく時間もあると思いますので、近

鉄バスに対しましても、一度その辺の相談

はしてみたいと考えております。 

 次に、１９番の公園のリニューアルのご

質問ですけれども、現在、市内には都市公

園、緑地緑道、ちびっこ広場等を含めまし

て１７０か所ほどの施設を管理している

ところでございます。 

 最近では高齢化、また公園に防災機能、

健康遊具など、いろいろな機能を求められ

る状況になっておりまして、それらに対応

しているところでもございます。 

 また、多くの公園が開設から３０年以上

経過しているということで、いろいろと遊

具、施設等も傷んできているところであり

まして、それらをリニューアルできれば本

当にいいんですけれども、なかなか公園全

体をリニューアルするというところまで

は至ってなく、それらを補修して使ってい

ただいているというのが現状であります。 

 しかし、以前も答弁しておりますように、

新たにリニューアル、つまり公園を再整備

するということになりましたら、地域の皆

様のご意見も聞きながら、また地域の皆様

のお力も借りながら、よりよい公園整備に

取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 南野委員。 

○南野直司委員 全て要望としておきた

いと思いますので、よろしくお願いします。 

 市立集会所の管理事業の中で、地域が管

理する会館についても多くの被害があっ

て、修繕に対する補助がありますというこ

とでご答弁いただいたと認識しており、わ

かりました。ありがとうございます。 

 それから、庁舎管理事業の中でＥＳＣＯ

事業について、ほかの施設の実施の計画

等々あるのかということで、今のところな

いということでご答弁いただいてたと思

います。私は、このような省エネルギーの

取り組みというのは、ほんとに大事やと思

いますので、可能な施設があるのであれば、

こういう事業を実施していただいて進め

ていただきますよう、よろしくお願いしま

す。要望としておきます。 

 それから、情報化推進事業の中で、マイ

ナポータルの取り組みについての周知徹

底についてご答弁をいただきました。この

ような制度があるということを多くの、特

に子育て世代の皆さんにしっかりと周知

していくということが非常に大事やなと

思いますので、どうか引き続き取り組みを

進めていただきますよう、よろしくお願い

します。要望としておきます。 

 それから、市営住宅管理事業の中で、鳥

飼八町団地のことについてご答弁をいた

だいたわけでございます。中身について、
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よくわかりました。 

 ただ、４０年を経過しているという建物

でございますので、安全・安心の観点から、

いろんな方策を探って検討していただき

ますよう、よろしくお願いします。要望と

しておきます。 

 次に、自主防災組織支援事業の中で、各

それぞれの地域が今回、地震あるいは台風

を受けて取り組まれたことを私はしっか

りとそういうお声を事例を吸い上げて、摂

津市の防災対策につなげていくことは非

常に大事やなと思いまうので、どうかよろ

しくお願いをいたします。要望としておき

ます。 

 それから、情報収集伝達体制整備事業の

中で、タイムリーにさまざまな情報を市民

の皆さんへ発信していくという部分で、ホ

ームページ等々はこちらから見にいかな

あかんというシステムになってます。 

 一方で、せっつ安全安心メールシステム

を利用していただいていますけども、これ

は高齢者の方でも携帯電話は持っておら

れる方が多くおられますので、メール機能

があれば発信したら自然に届くというシ

ステムになりますので、どうかこういうシ

ステムを自然災害が起こったときに発信

のツールとして活用していただくことを

検討していただきますよう、これは要望と

しておきますので、よろしくお願いをして

おきます。 

 それから、地震あるいは台風を受けて摂

津市の消防力、救急救助体制の向上につい

て、消防長から思いを聞かせていただきま

した。どうか引き続き、こういう貴重な経

験を僕自身もさせていただきました。消防

団として出動させていただきましたけど

も、しっかりと今後の消防力向上につなげ

ていただけますよう、よろしくお願いしま

す。要望としておきます。 

 それから、交通安全啓発事業の中で、反

射材つきジャンパーの支給、高齢者の方へ

の運転免許証の自主返納支援についてご

答弁いただきました。２０１名ということ

であったわけで、多くの方が返納されてる

のかなと思います。これも大事な取り組み

だと思いますので、さらにもし工夫ができ

るのであれば、いろいろ周知方法等々考え

ていただいて、引き続き継続して実施して

いただけますよう、よろしくお願いします。

要望としておきます。 

 それから、阪急正雀駅前の道路拡幅、そ

して府道十三高槻線の完成の部分で、部長

からそういったバスの路線、利便性の向上

についてご答弁いただいたわけでござい

ますけども、私は今の時期からそういう構

想を持ってしっかりと取り組んでいただ

いていると思いますけども、一つ一つどう

したら市民の皆さんの利便性が向上して

いくかという観点から、非常にこれは大事

なことだと思いますので、どうか引き続き

検討をしていただきますよう、よろしくお

願いをいたします。要望としておきます。 

 それから、公園のリニューアル計画につ

いてもご答弁いただきました。多くの公園

がありますけども、新たに千里丘新町にで

きました明和池公園に休日に行きますと

多くの子どもたち、あるいは保護者の皆さ

ん、おじいちゃん、おばあちゃんと、多く

の方が公園に遊びに来てるわけでありま

す。ほかにも摂津市に多くの公園がありま

すけども、全部一気には無理と思います。

予算もかかる話なので、一つ一つ計画的に

地域の意見、子どもたちの意見を聞きなが

ら公園のリニューアル計画を進めていく

ということは、非常に大事なことだと思い

ますので、どうかよろしくお願いします。 
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 以上で終わります。 

○渡辺慎吾委員長 南野委員の質問が終

わりました。 

 本日の委員会はこの程度にとどめ、散会

いたします。 

（午後４時４５分 散会） 
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